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　　　　　１




「え～～っと、次の買い物は何でござるか？」

　食料品が詰まった買い物カゴ片手に、涼すず葉はは呟つぶやいた。

　場所は、近所のスーパーだ。涼葉は食料品の買い出しに来てるのだ。

「次は卵でござるな」

　ポケットから引っ張り出したメモに目を通すと、涼葉はうんうんと頷うなずいた。

　家系の節約の基本はまとめ買いをすることである。

　そうテレビで言ってたのを聞いて、一週間分のメニューを考えて食材のリストを作ってきたのだ。

「卵卵卵卵卵」

　頭の高い所で結んだ髪の毛を揺らしながら、涼葉がスーパーの通路を歩いてる時だった。

「やっほ～～涼葉さん！」

　買い物カートに乗った人物が風のようにやって来た。

　そして、風のように通り過ぎて行った。

　空白の数秒後。

　ドンガラシャンシャンシャン！！！！

　商品棚が崩れる盛大な音が聞こえてきた。事実、涼葉の目の前にも丸い缶かん詰づめか何かがころころと転がってくる。

「お客さん！　困りますよカートで遊んじゃ」

「えへへへへへ、すみません～～～」

　店員に謝る間の抜けた声が聞こえてくる。

　涼葉はきっぱりと無視した。そちらの方向を見もしないで卵を探した。断固として関わり合いになりたくなかった。見なかったことにした聞かなかったことにした。

　だけど、無関係をよそおってるのにも限界があった。

「も～～、涼葉さんってば無視するんだから。それとも気がつかなかったんですか？」

　なんて涼葉に声をかけてきたのは、春日かすが家の厄やつ介かいな居い候そうろう、血ち桜ざくらかなでその人だ。

「かなで。拙せつ者しや達は遊びに来た訳ではないでござるよ。食料品の買い出しに……」

　そこで涼葉は言葉を止めると、かなでの押してるカートの中を指差し言った。

「かなで………これは何でござるか？」

「何って、見て分からないんですか？」

　神しん妙みような顔つきでかなでは答えた。

「これはアイスクリームって言うんです。ちなみにこっちがバニラアイスでこっちがストロベリーアイス。それからこっちが……」

「そんなことは聞いてないでござる。拙せつ者しやが聞いてるのは、どうしてアイスがこんなにも入ってるのかってことでござる」

「そんなの決まってるじゃないですか」

　かなではこともなげに答えた。

「食べたいからですよ。おフロ上がりにアイスって欠かせませんものね。とくにこのハーゲンダッズ食べちゃったら最高です。他ほかのアイスは食べられませんよ」

　ほくほく顔で語るかなでに、涼すず葉はは無情にも言った。

「かなで。言っておくでござるが、こんなに買うお金はないでござるよ」

「えええ!?　だって涼葉さんが持って来たお台所用のお財さい布ふの中にたくさん入ってたじゃないですか」

「食材を買うのでほとんど使ってしまうでござる。言ったでござるよ。おやつを買うならこの金額で収めるでござるって」

　立てられた三本の指に、かなではぶーぶー不満をぶちまけた。

「そんなんじゃアイスちょっとしか買えませんよ。一週間持ちません！」

「袋にたくさん入って安く売ってるのがあったでござろう」

「あんな安いアイスはイヤです。味が全然ダメなんです。アタシはハーゲンダッズじゃなきゃいやです！」

　カートにしがみついてぶるんぶるん首を振りたくるかなで。その首に鋭くきらめく刃が突きつけられる。

　一瞬の早はや業わざで涼葉が忍にん刀とうを抜いたのだ。どこに隠してあったかは謎なぞだけれどもどこかに隠してあったのだ。

　死神もおしっこ漏もらしちゃうような物ぶつ騒そうな声で、涼葉は言った。

「いい加減にするでござるよ」

　かなではさっさと白旗を上げてパタパタと振った。こちらもどこかに隠してあったのだ。

「分かりましたよ。それじゃアイスは自分で買いますよ。え～～っと」

　ポーチから引っ張り出したガマ口をかなでは開いて中を覗のぞき込んだ。

「アイス、アイス、とろけるアイスー。しっとりねっとりハーゲンダッズ」

　アイスの歌はすぐに終了した。

　かなではパチンとガマ口を閉じるとそれをポーチに戻し、カートに手を置いた。

「安い袋ふくろ入りのに取り替えて来ます」

　そしてかなでは去って行った。何だか哀愁メロディーが聞こえてきそうなくらい寂しそうな背中だった。

「よくもまあ菓か子しのことだけであんなにも悲嘆にくれることが出来るでござるな」

　呆あきれ半分感心半分で、涼すず葉はは呟つぶやいた。

「おっと、こんなことしてる場合じゃないでござる。えっと次は鳥肉っと……」

　肉コーナーへと歩き出した涼葉だけど、その足は存外早く止まる。

「ん？」

　そのコーナーを目の前にして、涼葉は不思議そうに呟いた。

「どうしてこんなにもたくさん同じ物を売ってるのでござるか？」

　棚の一角が全すべて同じ商品で埋うめ尽くされていた。ズバリ！　チョコレートだ。

　涼葉だって現代生活を始めてもう半年以上経たっている。チョコレートがどんなお菓子なのかなんて知ってる。黒かったり白かったりしてねっとり甘あまいお菓子だ。食べたことだってちゃんとある。この時代では実にありふれたお菓子だってことも学習してる。

　だけど、こんなにも大量に並べられる理由が思い浮かばなかった。前に来た時はこんなにはなかったはずなのに。

「在庫処分の大安売りでござるか？」

　なんて思ったけれど、値段を見たらそんな考えも吹き飛んだ。安いどころじゃない。むしろいつもより高いくらいだ。豪ごう華かな包ほう装そうをほどこして三〇〇〇円なんて値札が張られてるものだってある。アンビリーバボロだ。

「う～～～ん」

　小首を傾げている涼葉のところに、かなでがやって来た。お徳な安物って香りをプンプンたててるアイスの袋を抱かかえていた。

「ちゃんと取り替えて来ましたよ～～だ」

　世紀末的に不機嫌な顔でそう言ったかなでは、涼葉が興味を傾けているものを見て大声を上げた。

「あ、涼葉さん。アタシには安いアイスにしろとか言ってたくせに自分はこんな高いチョコレート買おうとしてるんですか？　そんなのズルイです！　ひきょ～～です！　鬼おにです！　悪魔です！」

　ぎゃーのぎゃーの喚わめき立てるかなでに、涼葉はため息一つ吐はき出した。

「まったく、お主ぬしは甘い物の亡ぼう霊れいにでも取り付かれているのでござるか？」

　それから、ちゃんと説明した。

「別に拙せつ者しやは買おうとしてた訳じゃないでござる。ど～～してこんなにも同じ菓子が並んでいるのか不思議に思ってただけでござる」

「あ、そ～～言えばそ～～ですね。チョコレートがこんなに」

　かなではう～～～んってつむじで考えてから言った。

「在庫処分の大安売りって奴やつじゃないですか？」

「拙せつ者しやもそう思ったでござるが」

　値札を指さす。

「なるほど、大安売りにしちゃ丸の数が多すぎますよね～～～」

　神しん妙みような顔つきでしばし考えてから、かなではこっくり頷うなずいた。

「分かりました。このアタシが誰かに聞いてきます」

　かなではずんちゃか歩いて行くとそこにいた人物に声をかけた。

「ねえねえねえ、そこのお嬢じようさん達。ちょっとお尋ねしてもよいかしら？」

　チョコレートをあれこれ騒いで物ぶつ色しよくしてた小学生くらいの女の子達がかなでに顔を向けた。

　突然の怪あやしい女の登場に、女の子達は当然のごとくいぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

　女の子達はごにょごにょと密談を始めた。

（なに？　この女の人？）

（私達に何の用かしら？）

（人さらいとかじゃないでしょうね）

（それはないと思うわ。人さらいにしちゃ間抜けそうな顔してるから）

（それにしても、すごい胸よね）

（ホント、ホント。信じられないわ。ホルスタインみたい）

（何食べればあんなに大きくなるのかしら？）

（きっと小学生には知られてないとてつもないことしてるのよ。そうに違いないわ）

　女の子達の視線がじ～～～ってかなでの胸に注がれる。目線を合わせようとしゃがみ込んでるから谷間もくっきりだ。

　かなではニッコリ笑うともう一度言った。

「ちょっとお尋ねしてもよいかしら？」

「なんですか？」

　女の子の一人が口を開いた。

「住所とか電話番号とかはダメですよ。知らない人に教えちゃダメだって」

「そうじゃないんです。このことなんです」

　かなでは、棚にずらって並んだチョコレートを指さして言った。

「ど～してこんなにもチョコレートが並んでるんですか？」

「ど～～してって………」

　女の子達は顔を見合わせてから、どうしてそんなこと聞くんだろって様子で答えた。

「バレンタインデーだから」

　ねえねえって頷うなずき合う。

「ばれんたいんでー？」

　かなでが小首を傾げた。

「涼すず葉はさん。知ってますか？」

「お主ぬしが知らなくて拙せつ者しやが知ってるはずがないでござる。お主の方がこの時代の風俗には詳くわしいのでござるからな」

　後ろからゆっくりと歩いて来た涼葉に、小学生の女の子達が目を大きくした。

　また密談が始まった。

（ねえねえ、びっくりよね）

（ホント。なんてキレイなお姉さんなの！）

（しかもすっごく頭良さそうだし）

（とてもホルスタイン女の知り合いとは思えないわね）

（どういう関係かしら？）

（もしかして禁断の関係かも）

　女の子達は頰ほおに手を当てるといっせいに黄色い声を上げた。

「きゃ～～～」

「かなで、この娘むすめ達は何を騒いでるのでござるか？」

「さあ、きっと微妙な年頃なんですよ」

　適当なこと言ってから、かなではまた女の子達に尋ねた。

「ねえねえ、話をもとに戻すんですけど、そのばれんたいんでーってのはどんなデーなんですか？」

　女の子達はそろって信じられないって顔をした。

「え、バレンタインデーを知らないの？　ウソでしょ」

「これがウソじゃないんですよ。あはははは」

　かなでは大きな口を開けて笑った。

「きっと育ちのせいですね。ちよ～～っと変わった育ちをしちゃってるんで、アタシ達。という訳で教えてくれませんか？」

　謎なぞは満まん載さいだけれども、まあ危あぶない人達ではないってことは伝わったようだ。

「分かったわ。それじゃ教えてあげる」

　一人の女の子が一歩前に歩み出るとキリッとポーズを決めて言った。

「バレンタインデー。二月の十四日にそれは女の子が男の子に愛の告白をする聖なる日なの」

　別の女の子が口を開く。

「女の子は心をこめてチョコレートを男の子に贈るの」

　また別の女の子が口を開いた。

「そして、男の子がチョコレートを受け取ったら二人の愛は成就したってことなの！　二人は結ばれるの！」

　女の子達はまた頰ほおに手を当ててきゃ～～～ってやった。

「あ、いっけな～～い。五時から塾の時間だったんだ。早く買って行かなくちゃ」

「あ、私もピアノに行かなくちゃ」

「あ～～～、待ってよ～～」

　女の子達は風のように去って行った。

「なるほど～～～」

　コクコクと頷うなずいてから、かなでが言った。

「だそうです。涼すず葉はさん」

「よく分かったでござる」

　涼葉はものすごく深刻な顔で頷いた。

「ばれんたいんでー。なんとも恐ろしい日でござるな？」

「え？　恐ろしいんですか？　夢のある日じゃないですか。女の子が男の子にチョコレートをあげるなんて、なんだかすごくロマンチックですよ」

「冗じよう談だんじゃないでござるよ」

　涼葉がぷるぷると首を横に振った。

「あの娘むすめ達も言っていたでござる。チョコレートを受け取ったら二人の愛は成就すると。二人は結ばれると」

「はあ、言ってましたね。それが何か問題があるんですか？」

「おおありでござる！」

　えぐり込むように、涼葉が声を出した。

「言いかえれば、ちょこを受け取ってしまったら最後、結ばれなくてはならないということでござる！」

「はあ、それは確かに大変ですね～～」

　かなでも深刻な顔して考え込んだ。

「さすが五百年の未来ですね。そんなとんでもない法律があるなんて」

「本当でござる。そのような掟おきてがあるとは」

　掟……………その言葉の登場に、二人は言葉を飲み込んだ。

　忍しのび社会というものの中で育った二人だ。掟の一文字が意味する絶大な重みは骨身にしみている。

「突き出されたチョコレートをうっかり受け取っちゃったりしたら大変ですよね」

「本当でござる。うっかり受け取ってしまったりしたら………」

　そこで二人は言葉を止めた。

　うっかり受け取ってしまいそうな人物の顔が頭に浮かんだからだ。

　のんぽり顔のお人良し。命を狙ねらわれてるにもかかわらずのんびり過ごしてるある意味では大物になる素質満まん載さいな若者。

　そう、春日かすがマコトその人だ。

「マコト様………大丈夫でござろうか？」

「ど～～ですかね～～。少なくともど～～ぞって突き出されたらまず受け取っちゃうでしょ～～ね。町とか行ってもアンケートの人にすぐひっかかってるし」

　二人は顔を見合わせると、こっくりと頷うなずき合った。

　涼すず葉はが、気合いを込めて言った。その瞳は真剣の一色で染まってた。

「よし、かなで。二月十四日のばれんたいんでーには気合いを入れてマコト様をお守りするでござるよ！」

「はい、へんてこな人からチョコレートを渡されないようにがんばって見張ります！」

　かなでも気合いを込めて頷いた。瞳だってメラメラ燃えちゃってた。

　二人のとんでもない勘かん違いを、訂正してくれる親切な人は残念ながらいなかった。




　　　　　２




　しゃこしゃこしゃこしゃこしゃこしゃこ。

　自宅の洗面所にて、マコトはしゃこしゃこ歯を磨いてた。

　朝ごはん前に歯を磨くのはマコトの日課だ。こうすると気分もすっきりするし、それに朝ご飯もおいしくなる。

　口をゆすいだマコトは、鏡を前にして呟つぶやいた。えらく深刻な顔だった。

「今年も、この日が来てしまったか……」

　唇くちびるを嚙かみ締めて唾つばを飲み込む。

「物心ついてからずっと、淡い期待を胸にこの日を迎えては来たけれど、一度として幸せを摑つかんだことはなかったもんな。本当に」

　はあってため息を吐はき出す。だけど、すぐにその表情を緩ゆるめた。

「だけどま、今年はそんなことないっか。これまでに比べれば身の回りにいる女の子の数がケタ違いに多いんだから、一個もないってことはないだろ。まぁどうせ義理だろうけど。もらえないよりはマシさ」

　うんって頷くと、マコトは居間へと向かった。

　居間には、セーラー服に着替えたかなでがいた。ちゃぶ台の上に置かれた卵焼きをつまみ食いしようと、こそこそっと手を伸ばしてた。

　と、台所の方から飛んで来た手しゆ裏り剣けんがちゃぶ台の上に突き刺さった。

　かなではすごすごと手を引っ込めると、マコトに気がついてバツの悪そうな顔を見せた。つまみ食いしようとしてたのを見られてちょっと恥ずかしかったようだ。

「マコトさんお早ようございます。あ、そーそー、忘れないうちにっと」

　かなでが鞄かばんに手を突っ込んだ。

　来た！って思った。マコトは思った。迷わず思った！　間違いなく思った！

　頭にチがついて最後にトがつく甘あまいお菓子が登場するんだと信じて疑わなかった。

　だけど違ってた。

　かなでがポケットから突き出したのはケシゴムだった。

「はい、これ。この前借してもらってすっかり忘れちゃってました。もしかして困っちゃってました」

「いや、別にそんなに困ってなかったけど」

「そ～～ですか。それはよかったです」

　マコトにケシゴムを渡すと、かなでは台所に駆かけて行った。ご飯とみそ汁を取りに来るように涼すず葉はに呼ばれたのだ。

「う～～む」

　手の中のケシゴムを見つめて、マコトは考え込んだ。

　果たしてこれは本当にケシゴムなのだろうか？

　そんなことを考えてた。

　もしや、これはケシゴムに見せかけただけで本当はあれなのではなかろうか？　頭にチがついておしりにトがつくあれなのでは？

　そんなバカなことも考えた。

　悩んでても仕方ないから、マコトは確かめることにした。端はしっこを試しに嚙かじってみたのだ。

　もぐもぐもぐもぐもぐも…………。

　正しよう真しん正しよう銘めいのケシゴムだった。口の中の不快指数が一気に跳はね上がる。

　うへえ～～～って顔してるマコトに、声がかけられる。

「マコト様……一体どうしたでござるか？」

「え？」

「そのような物を食べるなど………」

　マコトの頭を心配してる表情だった。

「こ、これは違うんだ」

　マコトはしどろもどろでまくしたてた。

「別にお腹なかが空すいたとかそんなんじゃないんだ。なんて言うか、よく消える消しゴムは舌ざわりも滑なめらかだって深夜ラジオか何かで言ってたからつい試したくなって。うん、それだけなんだよ。あはは」

「それならいいでござるが。さ、朝ご飯にするでござるよ」

「ああ」

　三人でちゃぶ台を囲んでの、いつも通りの朝食会が始まった。

　朝食会が終わる頃、涼すず葉はが思い出したように口を開いた。

「そうそう、これは拙せつ者しやとかなでからなのでござるが…………」

　来た！って思った。マコトは思った。迷わず思った！　間違いなく思った！

　共同でってのがものすごく義理臭くさいけれど、でもまあ義理だってことははなっから分かってたことだから別段落ち込みもしない。問題はもらえるかもらえないか。それだけなのだから。

「な、なにかな？」

　無理矢理にとぼけてるっていう不自然極まりない声でそう言うマコトに、涼葉はある物を突き出した。

「どーぞでござる」

　それは、小さな包みだった。思わず小こ躍おどりしたくなるマコトだけど、よく見たらこんなことが書いてあった。

『豆とう乳にゆう石せつ鹼けん』

「マコト様、最近おでこにニキビが出来てるでござろう。この石鹼がよくきくと聞いたゆえ、かなでと小こ遣づかいを出し合って昨日買って来たでござる」

「夜に渡そうと思ってたんですけど、マコトさん早く眠ねむっちゃうから」

「あ、ありがと」

　マコトはその箱を受け取った。

「さ、片づけをするでござる。かなで」

「あ～～、待ってくださいよ～～」

　残ってたご飯を口一杯にほおばると、かなでが立ち上がる。がちゃがちゃと茶ちや碗わんを持つと涼葉の後を追いかけて台所へと向かう。

　一人残されたマコトは、手の中の包みを見つめていた。

　ちょっと包みを解いてみた。ちょっと灰色がかった石鹼が現れた。

　マコトは性しよう懲こりもなくまた考えた。

　果たしてこれは本当に石鹼なのだろうか？　もしや石鹼に見せかけただけで本当はあれなのではなかろうか？　頭にチがついておしりにトがつくあれなのでは？

　性懲りもなくまた試してみることにした。

　もぐもぐもぐもぐも…………。

　正しよう真しん正しよう銘めいの石鹼だった。なまじっか口の中で溶けるだけに不快指数もうなぎ上りだ。

　思わずうへ～～って顔をしているマコトに、また声がかかる。

「マ、マコト様！　一体何をしてるでござるか！」

　涼葉がマコトのこと見てた。今度はかなでも一緒だった。二人そろって心配してる顔つきだった。

　何を心配してるかなんてわざわざ言うまでもない。マコトの頭だ。

「ち、違うんだこれは。いい石せつ鹼けんは舌触りが滑なめらかだってテレビでやってたから試してみようと思って………それだけなんだ」

　泡あわぶくの言葉でマコトは必死に誤ご魔ま化かした。

「それならいいでござるが…………」

　まだまだ疑わしそうにマコトを見てから、涼すず葉はとかなでは顔を見合わせこくんと頷うなずいた。

「それでは、マコト様。拙せつ者しやらはちょっと用事があるから先に学校へ行くでござる」

「そ～～なんです。先回りして見張ってなくちゃいけないんで。だって今日はバレ…」

　素す敵てきに口走るかなでの脇わき腹ばらに、涼葉の目にも止まらない一撃が決まった。

「とにかくそんななので………失礼します」

「さ、かなで。行くでござるよ」

「はい………」

　苦しそ～～な顔をしてるかなでを引っ張って、涼葉は部屋を出て行った。しばらくして玄関の音が聞こえてくる。出発したらしい。

　マコトは、泡ぶくまじりのため息を吐はき出した。

「あの二人からは確実だろ～～なって思ってたんだけどな。ま、しょうがないか。現代に慣れてきたって言っても戦国時代からタイムスリップして来たくノ一いちなんだから。バレンタインなんて知らなくて当たり前か」

　また泡ぶくまじりのため息を吐き出す。

「だけど、落ち込むのはまだ早いか。なんてったって僕には側そば之の小こう路じセンパイって強い味方がいるんだから」

　側之小路桃とう香か。戦国時代からタイムスリップして来た元お姫ひめ様で、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんにラブラブしてた人。

　誠之進のそっくりさんだってことだけでチョコレートをもらうのはちょっと反則臭くさいけれど、まいっかってことで納得した。

　これまでなに一ついい思い出なしできちゃったバレンタインという日だ。ここらで一つくら思い出を作っておきたい。

「もいっかい歯磨みがいて学校行こっと」

　マコトは洗面所へと向かった。

　豆とう乳にゆう石鹼の後味はかなりしつこかった。
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　向日葵ひまわり高校。ひまわり市にあるごくごく普通の高校だ。マコトと涼葉、そしてかなでが通っているとこだ。

　そんな向日葵ひまわり高校の校舎裏に、奇妙な三人組が立っていた。

　一人はマイナスイオンが出まくっちゃってる美少女。学生服を着てはいるものの、すでに大人おとなの魅み力りよくを漂わせてる。将来が末恐ろしい程にだ。

　そしてもう一人は、メイド服を着た小柄な女の子だ。中学生とみまちがうほどに幼い顔立ちなのだけれども、実は前者の少女よりも年上だからびっくりしてしまうとこだ。

　そして最後の一人は白髪がダンディーな老人だ。紳しん士しってのはこんな人のことを言うのだろう。

　マイナスイオンの少女の名前は、側そば之の小こう路じ桃とう香か。戦国時代からタイムスリップして来たとこを大金持ちに拾われて育ったっていう奇妙な経歴を持ってたりする。

　それでもって、もう一人はそんな側之小路邸ていに仕えるメイドのモエだ。とっても童顔だけれど実はもう二十三歳さいなのだ。

　そして老人はお抱かかえ運転手の時とき田たさんだ。

　そんなことはおいといて、三人がこんなとこに立っている理由…………それは……………。

「大丈夫かしら？　私のチョコレート受け取ってもらえるかしら？」

　不安気に、桃香が呟つぶやいた。

「大丈夫ですだ。お嬢じよう様！」

　意味不明ななまりで、モエが言った。

「お嬢様が精せい魂こん込めて作ったチョコレート。受け取ってもらえないはずがないですだ」

「そうですとも」

　時田さんも大きく頷うなずいた。

「きっとお嬢様のまっすぐな心に打たれるはずでございます」

「本当に？」

「本当ですとも」

「そうですだ」

　その時だった。時田さんの背広のポケットの中からぴぴぴぴっていう甲高い音が聞こえてきた。

　時田さんはポケットの中から、何やらものすごく高性能っぽい通信機っぽいものを引っ張り出すとそれを耳に当てる。

　その表情はもう先ほどまでの人の良さそうな老人のものじゃなかった。怪あやしい色をたたえた男の顔だった。

　それもそのはず。お抱え運転手ってのは表の顔。実は、側之小路グループを陰から支える諜ちよう報ほう部の部長っていう裏の顔を持っているのだ。ちなみに、コードネームはジェントルクロックだ。意味は不明だけど。

　深みのある声で、時とき田たさんは言った。

「もしもし、私だが。そうか、ご苦労。そのまま監視を頼む」

　時田さんは通信機をポケットにしまった。そしてまた人の良さそうな顔に戻ると桃とう香かに言う。

「お嬢じよう様、春日かすが殿どのはただいま第三チェックポイントを通過いたしたそうでございます。もうまもなくこちらにいらっしゃられるでしょう」

「え、え、え、え、え」

　桃香はものすごく激しく動揺した。

「どうしよう。まだ心の準備が」

「ガッツですだ！　お嬢様！　心を強く持つですた!!」

「そうですともお嬢様!!」

　二人はどっかからセンスを引っ張り出すと応援の舞まいを踊り始めた。

「がんばれがんばれお嬢様！　負けるな負けるなお嬢様！　ファイトだファイトだお嬢様！」

　二人の献身的な励ましを受けて、桃香は拳こぶしを握り締めた。

「ありがとう。私、がんばるわ」

「素す晴ばらしいです。それでは」

　時田さんがモエに目配せした。

「はいですだ」

　モエも頷うなずいた。

　二人はどっかから引っ張り出した迷彩服を着込んだ。頭や肩にはカモフラージュ用の木この葉や木の枝が張り付いていた。

「それでは、私達は陰ながら見守らせていただきます」

「それじゃお嬢様。がんばってくださいまし」

　それだけ告げると、二人は近くの茂みに飛び込んだ。

　桃香だけが残された。

　小さなチョコレートの包みを握り締めて、桃香は静かにその時を待った。




「う～～ん、ど～～～なってんだろうな本当に」

　ぶつくさ呟つぶやきながらマコトは歩いていた。

「どうして今日はこうも工事が多いんだろうか？」

『本日工事により通行止め。迂う回かいしてください』

　そんな立て看かん板ばんがあちらこちらに立ってた。もとい立ちまくってた。

「こんなんじゃ遅刻しちゃうよ」

　ぶつくさ呟きながら歩くマコトの目に、その立て看板が飛び込んできた。

『向日葵高校近道』

「こりゃちょうどいいや」

　これっぽっちも迷うことなく、マコトはその看かん板ばんの矢印通りに進んだ。

　少しだけ細い路地を通り抜けると、見知った校舎が現れた。

「なんだ、裏庭じゃないか」

　ちょっと呆あつ気けにとられたけれど、だけどまあ気にすることじゃない。別に裏庭だろうが箱庭だろうがようは高校に遅刻しないで到着すればいいのだ。

　早速正面玄関へと向かおうとしたマコトに、後ろから声がかけられる。

「マコト兄様」

　振り返らなくても誰か分かった。自分のことをそう呼ぶのはあの人しかいない。

「側そば之の小こう路じセンパイ」

　振り返るとやっぱりそうだった。

　どうしてこんなとこにいるんだろ？　センパイも工事で迂う回かいしててここに来ちゃったのかな？　だけどセンパイはいっつも車で来てたはずだし。車じゃあんな細い路地は入れないだろうし。

　いろんな疑問を覚えたけれど、そんなもんは一瞬にして消えた。桃とう香かが何かを背中に隠してもじもじしてるのに気がついたからだ。

　もちろん、マコトは確信した。

　ザ！　チョコレート！

「マコト兄様。実は……………受け取っていただきたいものが」

「ハ、ハイ！」

　上ずった声でマコトは返事を返した。憧れてたはずなのに、いざこうなってみると緊張でいっぱいいっぱいになってしまう。物心ついてから何もなかった青少年の悲しいとこだ。免疫力が明らかに足りてないのだ。

「私、一生懸けん命めいに作りました。受け取ってください！」

　桃香が後ろに回してた手を突き出した。

　マコトも手を突き出した。

　その瞬間、何かが二人の間を通り過ぎた。

「し、失礼します！！！！」

　マコトにブツを渡し終えた桃香は、顔を真まっ赤かにしたまま走り去って行く。

「お嬢様！！！！　さすがです！！！！」

「お祝いですだ！！！！」

　追いかけるように、迷彩服で体に草をくっつけた二人が茂みから飛び出してったもんだから、マコトはおおいにびっくりした。

「なんなんだ一体」

「？」に思ったけど深くは考えないようにした。今は生まれて初めてゲットした手の中のチョコレートが一番大切なのだから。

　ほくほく顔で手の中に目を落としたマコトだけど、その表情が「？」ってなる。

　手の中のものは、ものすごくチョコレートに見えなかった。

　なにやらワラの束たばなのだ。

　そして、ワラの束に張られたシールにはこう書かれていた。

『水み戸と納なつ豆とう』

「う～～～～～む」

　深刻な顔して、マコトは呟つぶやいた。

「どういった意味なんだろうか？」

　残念ながら答えは出なかった。
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「ふ～～、先回りして見張っていてよかったですね」

　校舎の天てつ辺ぺんで、かなでが大きく息を吐はき出した。ちなみにその格好はセーラー服じゃない。毎度おなじみのピンクの忍にん者じや服だ。バカっぽいことこの上なしだ。

「間かん一いつ髪ぱつですり替えに成功したし。やれやれです」

　手の中のチョコレートの包みを見つめ、かなでは額ひたいの汗をぬぐうしぐさをした。

「本当でござるな」

　同じく忍にん者じや服に身を包んだ涼すず葉はが硬い息を吐はき出した。

「もし、なにもしていなかったら、マコト様はこのちょこを受け取り掟おきてにより桃もも姫ひめ様と結婚しなくてはならなかったでござる」

「ま～～～、桃とう香かさんと結婚したらそれはそれで逆ぎやく玉たまでいい思い出来るとは思いますけど、やっぱそんなの悔しいですもんね」

「まったくでござる」

　こっくり頷うなずいてから、涼葉は顔を赤らめて慌あわてて首を左右に振りたくった。

「違うでござるよ。拙せつ者しやが言っているのはそういうことなのではなく、ただなんというか夫婦になるということはそんな一時の気の迷いやうっかりからなるというのでなく、もっとこう」

　永遠にあわあわしてそうだったから、ため息一つ吐き出してかなでが言った。

「もういいですって。それよりこのチョコど～～します？」

「そうでござるな。明日あたりこっそり返しておくのが筋でござろう」

「わっかりました」

　かなでは手のチョコを胸の谷間に突っ込んだ。動物図鑑だって入っちゃうくらいの不思議な谷間だからこんな包みくらい簡単に収納出来る。さすが忍にん術じゆつだ（おいおい）。

「さ、かなで。これからもどんな輩やからがマコト様にちょこを渡そうとするか分からないでござる。しっかり見張るでござるよ」

「はい!!　マコトさんの独身生活を守らなきゃいけませんものね!!」

　二人は燃えていた。とにかく燃えていた。

　だから勘かん違いなんだってばって教えてくれる親切な人は残念ながら屋上にはいなかった。
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　ワラの束たばの中には、腐くさった豆が詰まってた。

　箸はしでつっついたらねば～～って糸をひいた。

　口の中に入れて、もぐもぐとよく味わってから飲み込む。

「う～～～む」

　マコトは腕を組んで考え込んだ。

「もしかしたら新発売の糸引くチョコかと思ったけど、こりゃ正しよう真しん正しよう銘めいの水み戸と納なつ豆とうじゃないか」

　なんでこんなものをくれたんだろうか？　センパイの家に伝わる伝統か何かなんだろうか？　考えてもやっぱり答えは出なかった。

　だもんで、マコトは納豆を食べることにした。納豆は嫌いじゃなかった。むしろ好こう物ぶつだった。それに、今は昼時日本列島だから机の上には弁当が広げられている。白い御飯が詰まってる。だからなおさら好都合だ。

　もそもそ納なつ豆とうご飯を食べてるマコトに、後ろから声がかけられた。

「おいマコト。バレンタインに何食ってんだよ。いくらチョコもらえないからって寂しいな～～。寂しすぎるぞ～」

　ギターでもひきながら喋しやべるみたいに、妙ちくりんな節ふしがついてた。

　声の持ち主は分かった。年がら年中女の尻しりを追いかけ回してる悪友に違いない。

「なんだよ。福ふく本もとだって同じはずだろ………」

　首を動かしたとこでマコトは言葉を止めた。

　福本がたくさんのチョコの包みを抱かかえているのに気がついたからだ。

　へらへら笑う福本と、そして抱えられたチョコの数々を眺めてから、マコトは尋ねた。

「お前、それどこから盗ぬすんで来たんだ」

「おいおい、人聞きの悪いこと言うなよ」

　人生の勝利者みたいな顔して、福本は言った。

「これは正しよう真しん正しよう銘めい、女の子からもらって来たんだよ」

　正直信じられなかった。

　大抵の女子からゴキブリのように嫌われている存在だ。それがこんなにチョコもらえるなんて。

　毒殺？

　マコトの頭に、そんな文字が浮かんで消えた。

　だけどそういうことじゃないようだった。

「ほら、オレたまにテニス部に写真撮りに行ってるだろ。そしたら恥ずかしいから止やめてくれって言うからよ。ならバレンタインにチョコくれたら止めてやるって言って」

　マコトは、テニス部の女の子達に心の底から同情した。

「ま、もらったチョコを人にあげるなんて言ごん語ご道どう断だんな話だが、他ほかならぬお前が寂しい思いをしてるんだからな。一個やるよ」

「うるさいやい」

　男のプライドがそれを拒こばんだ。

　だけど甘あまいもんは好きだった。

　食後にチョコレートってのも悪くない話だった。

　マコトはあっさりと敗北した。

「じゃ、このちっこいのもらうよ」

　マコトがチョコレートに手を伸ばしかけたその瞬間だった。

「う！！！！」

　いきなり福本が白目むいてぶっ倒れた。

「お～～い。どうしたんだ？　お～～い」

「大変です！」

　かけつけて来たのはかなでと涼すず葉はだった。

「早く保健室に運ばなくっちゃ」

「そ～～でござる」

　二人は担たん架かに福ふく本もとを乗せた。何な故ぜか散乱したチョコレートも拾っていく。

「保健室に向かって出発しんこ～～」

　そして去って行った。

「あの二人、いつから保健委員になったんだ？」

　口から糸をなびかせて、マコトが呟つぶやいた。




「よっこらしょっと」

　人ひと気けのない旧校舎の廊下にて、かなでは福本をゴミ箱に押し込んだ。

「ふ～～、危ないとこでしたね」

「まったくでござる。まさか男からの誘惑もあるとは………」

　恐ろしい恐ろしいと涼葉は首を振った。

「マコトさんってそんなもてるタイプじゃないと思って安心してましたけれど、考えが甘あまかったようですね」

「まったくでござる」

　涼葉がおもおもしく頷うなずいた。

「少し甘く見すぎていたかもしれないでござるな」

「そ～～～ですね」

　腕を組んでかなではう～～～んって考えた。ポケポケのかなでだけど考える時は全力で考えるのだ。たいていが二、三秒もすれば脳みそがギブアップしてしまうのだけど。

　だけど、今回は奇跡的に一〇秒かなでの思案は続いた。

　何かを思いつき、かなでは口を開いた。

「涼葉さん。ここはやっぱり思い切ってやるしかないですよ」

「どういうことでござるか？」

「ですから、危ないものはみんなみんな回収しちゃうんですよ。明日になったらこっそり返しとけばいいんですから泥棒する訳じゃありません。つまり！！！！」

　拳こぶしを握り締めてかなでは叫んだ。

「全チョコ回収作戦です！！！！」




「先せん輩ぱい！　これ、受け取ってください！」

　少女はチョコレートの箱を突き出した。

「あ、ありがとう」

　青少年が手を突き出した瞬間、つむじ風が吹いた。

　チョコレートの箱は、学校のスリッパに変わっていた。

「きゃ～～～」




「お前どれぐらいもらったんだ？」

「見ろよ。こんなにもらっちゃったぜ」

　男は自じ慢まんげに鞄かばんを開けて見せた。

　その瞬間、世界が真っ白になった。

「なんだったんだ？　今の？」

「さあ。それより見ろよ。このチョコレー…………」

　鞄の中にチョコレートはなかった。

　その代わりトイレの石せつ鹼けんが入ってた。

「なんじゃこりゃ～～～」




　少女は下げ駄た箱ばこにチョコレートを入れた。

　そして柱の陰からこっそりと下駄箱を見つめた。

　なにやら一瞬影が横切ったような気がしたけれど、細かいことは気にしなかった。

　憧れている先せん輩ぱいがやって来て、少女は体を強こわばらせた。

　先輩は下駄箱を開けると、首を傾かしげた。

「おや？」

　手を突っ込むと、中のものを引っ張り出す。

「どうしてこんなとこに相撲すもう部のまわしが詰まってるんだ？　う、汗くせえ」

「うそよ～～～～～！！！！」

　柱の陰で少女が絶叫した。




「ふ～～～、こんなもんですかね」

　今は使われなくなった旧校舎の倉庫にて、かなではおでこの汗をぬぐった。

「そうでござるな」

　涼すず葉はも大きく息を吐はき出す。

　二人の目の前には、山と積まれたチョコレートがあった。大小様々、色とりどりのチョコレートだ。

　学校中から略奪して来た（言葉は悪いけど事実その通り）チョコレート達だ。

「見逃したちょこはないでござるな」

「大丈夫ですよ。アタシのこの鼻を信じてくださいって」

　かなでがくんくんってだんごっ鼻を鳴らして見せた。

「中ちゆう忍にんの犬いぬ之の介すけさん直じき伝でんのくんくんの術なんですから。ほかにもおての術とかとってこいの術とかまての術とかちんちんの術とかもありますよ。見せてあげましょうか？」

「いや、それはこの次の機会にするでござる」

　かなでの提案を、涼すず葉ははきっぱりとお断りした。

「とにかく、これでマコト様の安全は確保された訳でござるな」

「そ～～～ですね」

「よし、それならば教室に戻るでござる。もう授業が始まってるはずでござる」

　物置を出て行こ～～～とする涼葉に、かなでが呟つぶやいた。

「だけどよかったですね。ちゃんと教えてもらっておいて」

「ちょこを受け取ったら結婚しなければならないという掟おきてのことでござるか」

「そ～～ですよ。もし、ただ親しい人にチョコレートをあげるだけの日だって勘かん違ちがいしてたらきっと……アタシなんか大変なことになってたと思います。いろんな人に配ってて」

「確かにそうでござるな。きっと拙せつ者しやもそういう日だと勘違いしていたらマコト様に……」

　そこで涼葉は言葉を止めた。

　ちょっとだけ妄もう想そう虫むしが頭の中でざわめいた。





涼葉『マコト様。いつもお世話になっているお礼でござる。受け取って欲しいでござる』




マコト『わ～～い。ありがと』




涼葉『え！　ちょこを受け取ったら結婚しなくてはならないのでござるか？　知らなかったでござる！』




マコト『しょうがないよ。知らなかったんだから。それじゃ結婚しよっか』






「せ、拙者はなんという破は廉れん恥ちなことを」

　涼葉は激しく首を横に振った。

「さ、かなで行くでござるよ」

　見ると、かなでは明後日あさつての方向を見つめポ～～っとしてた。

　トロンとした目つき、ほんのりピンク色に染まった頰ほお。

「かなで、かなで！」

「は、はい」

　弾はじかれたようにかなでは涼葉を見た。

「もしやとは思うが………知らないフリをして何かしようと考えてた訳じゃないでござるな」

「な、な～～に言ってるんですかも～～涼すず葉はさん。そんなことある訳ないじゃないですか。そんなこと言うと、中ちゆう忍にんの猫ねこ八はち様から教わったごろにゃ～～んの術をしちゃいますよ。ごろにゃ～～んごろにゃ～～」

　意味不明に床の上を転げ回ってから、かなではすくっと立ち上がる。

「あ、涼葉さん。アタシちょっと用事を思い出しちゃったので、今日は早退しますね。マコトさんによろしく伝えといてくださいね。それじゃ～～～」

　早口にそれだけ言うと、かなではしゅばっと消えた。

　直後、ゴッツンってすごい音が聞こえて、かなでは落っこちて来た。

「いたたたたたたたた、そっかぁ、ここは外じゃなかったんでしたっけ。あはははは」

　脳天気に笑ってから、かなでは今度はちゃんと窓から外へ飛び出して行った。

　かなでがポケポケなのは今に始まったことじゃない。その度合いは涼葉が一番よく知ってるつもりだ。過か酷こくな任務において、もしかなでをパートナーに指定されたもんなら迷うことなく遺い書しよを用意する。それぐらい危険なポケポケだ。

　だけど、これまでのつき合いの中で、部屋の中と外とを間違えることはなかった。

「かなで…………まさかとは思うでござるが……」

　真剣な顔で涼葉は呟いた。
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　本日最後の終業のベルが鳴り響いた。

　マコトはう～～～～んと伸びをすると、大して見てもいなかった教科書を鞄かばんの中にぽんぽんと放り込んだ。

「しかし………一体ど～～なってんだろう～～な。今日は」

　ため息まじりに、マコトはそんな言葉を吐はき出した。

　どうにもこうにも騒がしい一日だった。チョコが紛失したって悲鳴が学校のあちこちから聞こえてきてた。

　無差別連続チョコ紛ふん失しつ事件だ。

　犯人がいるとしたら、そいつはきっとチョコもらえない男子学生に違いないぞってマコトは思った。

　チョコをもらえないことを逆さか恨うらみし、この世からバレンタインデーなんて悪あしき習慣をなくしてやるなんて意気込んで犯行に及ぶ。

　なんだか犯人の気持ちが分からないでもないとこが悲しいとこだ。

　チョコ紛失事件ほどのことじゃないけれど、他ほかにも気になることはあった。

　マコトはポケットに突っ込んであった丸めた紙切れを引っ張り出した。

『ちょっと用事があるので早退しま～～す。心配しないでくださいね。かなで』

　紙切れにはそんなことが書かれてた。

　授業中に、どこからともかく飛んで来たのだ。

　これと同じようなことを書いた紙がもう一つ飛んで来た。そっちは涼すず葉はからだった。

「う～～～ん、あの二人、何かあったのか？」

　考えても謎なぞは解けなかった。

　ついでに言えば、福ふく本もとも帰って来てなかったけれど、まあそっちの方は大して気にもならなかった。

「まいっか。さっさと帰ることにしよっと。ずっといてチョコ紛失事件の犯人の疑いをかけられても困るしな」

　マコトは鞄かばんを背負うと、適当に挨拶を飛ばし教室を出た。

　その瞬間だった。

　マコトは首筋にチクリって痛みを覚えた。

「なんだ？」

　首に手を当てると、何やらバラのトゲのような物が突き刺さってた。

「これは………」

　それが何かを考える前に、マコトの意識はうすらいでいった。




　しばらくして、マコトは目を覚ました。

　そこは廊下じゃなかった。校舎の屋上だった。どうしてこんなとこにいるのかマコトはさっぱり分からなかった。

「いったいど～～なってんだ？」

　目をしばしばさせてるマコトの耳に、その声は届いた。

「ま～～～こ～～～と～～さん」

　首を動かすと、セーラー服のかなでがいた。

「かなでさん」

「うふふふ」

　給水塔の部分に背中を預けて、かなでは静かに笑った。

「本に、校舎裏とか屋上とかがベストだって書いてあったんです。だからここにしました」

「は？」

　まだ頭がぼんやりとしてて、なにがなんだかさっぱり分かってない。マコトはただポカ～ンとすることしか出来なかった。

「ま～～こ～～と～～さん」

　ぴょんって飛ぶと、とことことこってかなでが近寄ってくる。くっつかんばかりに顔を近づける。

「あたし、マコトさんに渡したいものがあるんですぅぅぅ」

　マコトとしては、かなでの吐と息いきが顔に当たるし、角度的に胸元が見えてしまうもんだから、真まっ赤かになって視線を外した。

「へ～、何かな？　ケシゴム以外に何か貸してたっけ？」

「ううん、そんなもんじゃないんです」

　ぶるんぶるんと首を振ってから、かなでは小こ脇わきに抱かかえてたバッグに手を突っ込んだ。

「じゃじゃ～～ん」

　効果音と共にかなでが何かを取り出そうとしたまさにその瞬間。

　ピキーンって演出的な音を立てて、かなでの瞳が鋭くなった。

　かなでがバッグを持ち上げる。そのバッグに手しゆ裏り剣けんがパスパスパスって突き刺さった。

「なにするんですか！　涼すず葉はさん!!」

　給水塔の上に立つ涼葉の姿があった。長い髪の毛が風になびいてなかなか素す敵てきだ。だけどその顔はひたすらに強こわばってた。

　どうひいき目に見たって怒ってるのは間違いなかった。

「なにするんですかじゃないでござる！　かなで！　お前という奴やつはなんてことを」

「ふ～～んだ、いいじゃないですか。こういうのは渡したもん勝ちですもんね。ささ、マコトさん」

「かなで！！！！！！！」

　涼葉の姿がゆらいで消える。次の瞬間には忍にん者じや服姿になった涼葉がかなでを強襲していた。

「あくまで邪じや魔まするつもりなんですか。そういうことならあたしだって負けませんよ」

　かなでもセーラー服に手をかける。相変わらずど～～ゆ～～仕組みになってるか分かんないけどお馴な染じみのピンクの忍しのび装しよう束ぞくが現れる。

「とりゃ～～～！」

「うりゃ～～～！」

　壮そう絶ぜつな忍者戦が始まった。空中で何度も二人は交差する。そしてその度に刃と刃が重なる音が響いた。

「く！」

「なにを！」

「負けないです！」

「うりゃ！」

「えりゃ！」

「そりゃ！」

「とりゃ！」

「へりゃ～～！」

　そして二人は去って行った。

　カキンカキンという音も段々と遠くなっていく。

　まだまだ冷たい二月の風が屋上に吹きつけ、短いマコトの髪の毛をさわさわと動かした。

　マコトは心の底から訳が分からないって感じに一言だけ呟つぶやいた。

「なんなんだよ一体」
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　家々の屋根をぴょんぴょんと飛び越え、戦いは続いた。

　最終的には、町外れの森の中を舞台として、戦いはくり広げられた。

　交差する影と影、飛び交う鉄の武器。繰り出される忍にん術じゆつの数々。

　それは、およそ人じん知ちというものを超えた戦いだった。ＳＦＸなしでここまで出来るのはこいつらぐらいなものだろう。もしここにハリウッドのアクション映画監督がいたら、問答無用に二人を雇ったはずだ。

　そんなアンビリーバボロな戦いは、日が暮れるまで続いた。

　すっかり暗くなった頃、とうとうかなでが敗北宣言を吐はき出した。

「分かりました。あたしが悪かったです。チョコレートは明日、友達と食べます。だから許してください」

「そ、そういうことなら………いいでござる」

　呼吸も荒く頷うなずいた涼すず葉はは忍にん者じや刀とうを背中の鞘さやに収めた。

　二人とも忍者服はけっこうボロボロになってた。壮そう絶ぜつな戦いで、かなり満まん身しん創そう痍いのお二人なのだ。

「こ、こんなことなら悪いことは考えなければよかったですぅぅ」

　ぐったりと地面にへばって、かなでが息を吐き出した。

「もう一年分は動いちゃいました。今年一年動かなくてもいいくらい運動した気分です」

「だらしないでござるな」

　なんて言う涼葉だってその実じつ、疲労度はかなりのものだった。

　近くの大木に背中を預けて、大きく息を吐き出してから涼葉は言った。

「しかし、なかなかやるでござるな。かなで。見直したでござるよ。草くさ影かげ流飛ひ燕えん連れん斬ざん撃げきを全すべてかわすとはな」

「へへへ、涼葉さんだってさすがですよ。血ち桜ざくら奥おう義ぎ、地獄巡めぐり斬ぎりを受けとめるんですから」

「まさか、草影流花はな嵐あらしの術をも破るとは正直驚いたでござる」

「いえいえ、涼葉さんは血桜奥義、発破車の術を跳はね返したじゃないですか。あれに比べればまだまだです」

　二人は顔を見合わせ、そして笑った。

　お互いを良きライバルとして認めた、熱い友情の瞬間だった。

「さ、かなで。そろそろ帰るでござる。きっとマコト様がお腹なかを空すかして待ってるでござる」

「そ～～ですね。帰りましょ」

　よいこらしょと立ち上がるけれど、その足がふらふらともつれる。

「あははは、もうあたしへろへろですね」

「仕方ないでござるな」

　涼すず葉ははかなでに歩み寄るとその肩を貸した。

「さ、行くでござるよ」

「ありがとうございます」

　ゆっくりと歩きながら、かなでが照れくさそうに笑った。

「あははは、なんだかんだ言ってアタシ達もう一年近い付き合いになっちゃいますね」

「そうでござるな」

「ケンカもよくしてますけど、いいコンビかもしれませんね」

　普段の涼葉ならまず間違いなくうへ～～って顔をしたことだろう。

『冗じよう談だんじゃないでござる！　お主ぬしと一緒にいると命がいくつあっても足りないでござる！』

　なんて冷たく言い放ってたことだろう。

　だけど、この時の涼葉は違ってた。

　お互いの持てる限り全すべての技と力を出しきった戦いを終えた今、不思議な友情が芽生えてたのだ。

「そうでござるな」

　優しい表情で涼葉は言った。

「なんだかんだ言って、拙せつ者しやとお主との間には絆きずながあるのかもしれないでござるな」

「えへへへへへへ」

　かなでがとろけた表情で笑った。

「これからはもう抜け駆がけなんてしません。正々堂々とやります。約束しますよ。だから、仲良くしましょ」

　かなではむぎゅ～～って涼葉に抱だきついた。

「こら、かなで。離すでござるよ」

「離しません。だって大大大だ～～い親友の涼葉さんとくっつきたいんですも～～ん」

「こら、人に見られたら誤解されるでござるよ。こら」

　かなでを振り解こうと涼葉が体を揺すった時だった。

　涼葉の忍にん者じや服の中から、四角い包みがポトリと落っこちた。

「あ！！！！」

　慌あわてて拾い上げようとするけれど、一足早くかなでがそれを拾い上げた。

　くんくんと匂においを嗅かいでから、じと～～ってねばっこい目で涼すず葉はのことを見た。

「涼葉さ～～ん。これなんなんですか～～？」

「えっと、それは…………拙せつ者しやの好きな大だい福ふくでござる」

　冷や汗をダラダラ流しながら、涼葉は言った。

「おいしそうだったからつい」

「冗じよう談だんは止やめてください。あたしのくんくんの術を嘗なめてるんですか。これは正しよう真しん正しよう銘めいのチョコレートじゃないですか！　保証書書いたっていいくらいですよ！」

「だから………でござるな。それは………でござるな。なんて言うか………でござるな。その………でござるな」

　瞳をぎゅんぎゅんに泳がせてから、涼葉は明後日あさつての方向に駆かけ出した。なんてことない。逃げ出したのだ。

「す～～ず～は～～～さ～～～～ん～～～～!!」

　収めた短刀を引き抜き、かなでが追いかけた。

　こうして、友情はもろくも崩れ去った。

　十数秒後、また壮そう絶ぜつな戦いが始まるのだけれども、詳くわしい掲載は省くことにする。
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「まったく、あの二人はど～こ～をほっつき歩いてんだ？」

　自宅にてマコトは一人、ぶーたれた。

　時計の針はもうとっくに八時を回ってた。

「遅くなるかと思ってせっかく夕飯作ってやったってのに」

　マコトのお腹なかがぐ～～～～～～～～って鳴った。空腹我慢指数もかなり跳はね上がっている。もう限界だ。

「しょ～～がない。二人には悪いけど先に食べてるとすっか」

　マコトは台所へと向かうと、コンロの火をつけた。しばらくすると、寸ずん胴どうの鍋なべがことことと音を立て始める。

　蓋ふたを開けると、カレーのいい香りが台所中に立ちこめた。

「う～～～ん、おいしいそうだ」

　マコトは一人、ほくそ笑んだ。

　カレーだからってバカにしちゃいけない。細かな手順を踏んで綿密な計算のもとで作られたカレーだ。手て間ま隙ひまだって半はん端ぱじゃないくらいかかってるのだ。

　カレー作りにだけはこだわりを持ってるマコトが持てる限りの力をもって作った特性カレーなのだ。

　お皿にご飯を盛り付ける。でっかなおたまでカレーをすくってご飯にかけようとした時だった。

「い、今帰ったでござる」

「ただいま～～」

　死ぬまであと五秒って感じの声が、玄関の方から聞こえてきた。

「おう、お帰り～～～。ちょうどよかった。今カレーが」

　ひょこひょこと玄関へと向かったマコトは思わずギョッとした。

　二人のあまりもの悲ひ壮そうな姿にだ。なんて言うかぼろぼろだ。髪の毛はくしゃくしゃだし体中ススやドロで汚れてるし。

「ど～～しちゃったの？　二人ともそんなボロボロになって。もしかして血ち桜ざくらの人達に！」

「いえ、そういう訳ではないでござる」

「そうです。そういう訳じゃないんです。なんて言うか…………」

　かなではちょっとだけ考えてからこう言った。

「川原で殴なぐりあった二人に友情が芽生えたり芽生えなかったりすることがあるじゃないですか。言うなればあんな感じです」

　残念ながらかなでが何を言ってるのかマコトにはさっぱり分からなかった。
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「ちょうどよかった。カレー完成したとこなんだ。食べるでしょ」

「わ～～、カレーだカレーだ」

　へろへろながらも、かなでが喜んだ。

「かたじけないでござる。マコト様」

　涼すず葉はも一礼する。

「それじゃ、居間で待っててよ。すぐに持ってくから」

　鼻歌歌いながらマコトは台所へと戻って行った。

　涼葉とかなでは体を引きずるようにして居間へとやって来た。

「とりあえず、今日のことはお互いになかったことにしましょう。それでいいですよね。涼葉さん」

「分かったでござる」

　疲れ果てた声で、涼葉は頷うなずいた。

「拙せつ者しやもお主ぬしとのケンカで命を落とす羽は目めにはなりたくないでござるからな」

「アタシもですよ」

　二人揃って最高に疲れはてた息を吐はき出した。と………。

「お～～～い、ちょっと手伝ってくれないか～～」

　なんてマコトの間延びした声が聞こえてくる。

　かなではのべ～～ってちゃぶ台にへばってた。ただでさえ腰の重い彼女が動くとは思えない。

「今行くでござる！」

　涼葉は立ち上がると台所へと向かった。

　ぐつぐつぐつぐつぐとカレーの鍋なべがおいしそうな香りをたてていた。

「おいしそうでござるな」

「はは、ありがと。それじゃ僕ご飯よそうからカレー頼むね」

　マコトは炊すい飯はん器きをがちゃがちゃさせている。

　ぐつぐつと音を立てるカレーを見つめながら涼葉はあることを思い出した。

　いつかマコトが言っていた言葉だ。

『カレーにチョコレートをちょっと入れると、隠し味になってコクが出るんだよ』

　チョコレート………。

　涼葉はそっと懐ふところに手を突っ込んだ。小さな箱を引っ張り出す。かなでとの攻防でぐしゃぐしゃになってた。袋ふくろだって破れてた。壊こわれたチョコレートのカケラが見えた。

　涼葉は小さなチョコのカケラをカレーの中にポチョンと落とした。

「ん、何してるんだ？」

「何もしてないでござる。何も……」

　涼すず葉ははおたまでルーをかき混ぜた。

「さ、よそうでござる」

　ご飯の載のった皿三つにルーをかける。そしてそれを持って行けば夕食の始まりだ。

「いっただっきま～～～す」

　カレータイムが始まった。

「おいしいですマコトさん。お腹なか空すいてるからすんごくおいしいです」

　がつがつとかなでがカレーを頰ほお張ばる。

「はは、ありがと」

　笑いながらカレーを食べるマコトの横顔を、涼葉はじっと見つめていた。

　拙せつ者しやのちょこの溶けたカレーを、マコト様が食べている。

　それだけで、何だか不思議と胸が暖かくなった。

　ほんのりと、幸せというものを感じた。

「ん？」

　涼葉の視線に気がついて、マコトが首を動かした。

「そうかしたのか？　涼葉」

「いいえ、なんでもないでござる。なんでも……、さ、拙者も食べるでござる」

　慌あわててスプーンでカレーを食べ始めるけれど、幸せが顔ににじみ出てしまう。

　マコト様が……拙者のちょこを……。

　一人、頰ほおをうっすらピンク色に染めてはにかんだ時だった。

「ん！！！！」

　がつがつカレーをかっ込んでたかなでがそのスプーンの動きを止めた。

「マコトさん。カレールーが溶けてないのがありましたよ」

　口をもごもごさせながらそう言うかなでだけど、今度は眉まゆを顰ひそめる。

「あれ？　おかしいですね。このカレールーちっとも辛からくないですよ。なんだかすごく甘あまいです」

　…………………………………………。

　涼葉の幸せは、長くは続かなかった。
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　ひまわり市の外れにある山。そこにある廃工場裏。

　そこに、覆ふく面めんをした男達は集まっていた。

　言わずとしれた血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの皆様だ。基本的に覆面は取っちゃいけないことになってるからプライベートの時だってつけてるのだ。もっとも、プライベートなんてないに等しいのが忍にん者じや業界の底辺にいる下忍って奴やつなのだけれども。寝床だって皆同じ部屋でぎゅーぎゅーだし。風呂だっていっつも同じ時間だし。

　なにはともあれ下忍の皆様は集まっていた。しかもかなりいかがわしい雰囲気をまきつけて。

「遅いな」

　一人の下忍が押し殺した声を出した。

「確かにな」

　他ほかの下忍が頷うなずく。

「まさか、あやつ失敗したのではないだろうな」

「それはないだろう。早はや太た郎ろうのことだ。きっと任務を完了してくるに違いない。たとえそれがどんな困難な任務だったとしても。そう、あの時だってそうだったではないか。自じ然ねん薯じよ忍群との戦いの時だ」

「確かにそうだったな」

　下忍達は少しだけ遠い目をして見せ、はるか昔の出来事に思いを馳はせた（どんな思い出なのかは略）。

「今は奴を信じよう。それしかないのだからな」

　下忍一同、こっくりと頷いた。

　深刻度は一〇〇パーセントを越えてる。生きるか死ぬか、そんな雰囲気が漂っている。

　それからしばらくがたった後だった。しゅばっと現れる影があった。

　頭にヘルメット、サングラスとマスクを着用し、服装は半そでに半ズボンだ。

　ちなみに足には下げ駄ただ。意味不明なことこの上なかった。

「早太郎！」

　下忍達が集まって来た。

「どうだ、あったのか？」

「くっくっくっくっく」

　奇妙ないでたちの男は不ふ敵てきに笑うとゆっくりと服に手をかけた。そして一気に剝はぎ取る。

　その下に現れるのはおなじみの朱色に染められた忍にん者じや服だ。剝ぎ取る前よりも厚着になってるじゃないかって突っこみを入れたくなるとこだけど、下げ忍にん達は何も言わなかった。こんな細かなことを気にしてたら忍者業界で生きていくなんて無理なのだ。

「買って来たよ～～～～」

　下忍は、うって変わった明るい声で懐ふところの中から分厚い本を引っ張り出した。

「少年ジャンパーの今週号！」

「わーいわーいわーい！」

　下忍達が万ばん歳ざいした。緊張感は一瞬にして消えうせた。木こつ端ぱ微み塵じんになってカケラすら残らなかった。

「早はや太た郎ろう！　お前ならやってくれると思ってたよ！」

「大丈夫だったか？　怪しまれたりしなかったか？」

「なあに、ばっちりこの時代に溶け込んでみせたさ。少し注目されてはいたが、あれはきっと服装がナウすぎたからだろうな」

「まったくだ。この時代の服装について勉強し会え得とくしただけではなく、さらに最先端をも軽く飛び越えてしまうとは……………さすがは血ち桜ざくら忍にん群ぐんだ。この学習能力には我ながら感心してしまうぞ」

　下忍一同こくこくと頷うなずいた。ただ一人として疑問を覚える人物はいなかった。

　血桜忍群下忍一同、現代の服装をマスターするのはかなり先になりそうだった。

「さ、こうしてはおられんぞ。暗くなる前に読まなければ」

「そうだそうだ、前みたいに明かりにしていたロウソクの火がついて燃えてしまったら悲しすぎるからな」

「それじゃ、まずオレからだ」

「なにを！　わしからだ！」

「ちょっと待て！　この前はオイラが一番最後だったのだ。だから今度は最初に読ませろ!!」

「オレだ！」

「オイラだ！」

「僕だ！」

「拙せつ者しやだ！」

「あっしだ！」

　まんが雑誌をめぐっての戦いが始まった。下忍といえども死の極ごく悪あく集団とまで呼ばれた血桜忍群だ。その戦いはかなり激しいものになる。

　交じり合う刃と刃。飛び交う鉄の武器。そして、炸さく裂れつする火薬。

　全員が適度にボロボロになった後、一人が気づいた。

「いかん！　前もこんなことしていて気がついたらまんが雑誌をボロボロにしてしまっていたではないか！　あの時反省したではないか！　もうこういった無意味な争いはしないと！」

　下げ忍にん一同、しおらしく反省した。

「仲直りして皆で仲良く読もうではないか？」

「承知！」

　そして下忍達は皆でまんが雑誌を読むことにした。一人が雑誌を開き、その周りにぎゅうぎゅうに固まる。まるで体育の組体操が崩れた後のような光景だ。

「全員が読み終わるまではページをめくるんじゃないぞ。いいな」

「分かってるって、それじゃ開くぞ」

　ページが開かれた。

「うおおおおおお」

「すげ～～～」

「いいぞ～～～」

　絶対に不可能に思われたけれど、けっこうスムーズに読書は進んでいく。こんな困難な体勢でもくつろいで読めるのは、さすが修行のたまものだろう（どういう修行なのかは謎なぞだけれども）。

　だけど、そんな楽しいひと時にも終わりがやってきた。

「おい、お前ら、何をしているんだ？」

　頭上から降り注ぐ声に、下忍達はそろって顔を上げた。

　そして、パワフルに青ざめた。

　下忍達の前に仁に王おう立だちしていたのはごつくていかつい顔のおじさんだった。

　顔に走る巨大な生なま傷きず。そして突き出した牙きば。ぎょろっとした目玉が野性味を感じさせる。ぼさぼさの髪の毛にぼうぼうのヒゲ。金色がところどころにまじっていて、まるで虎とらの毛皮のようだ。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルその人だ。

「虎牙様………………」

　下忍達は死を悟さとった。この状況で虎牙が怒らないはずがないからだ。

　何事においても容よう赦しやしない主義の虎牙だ。お仕置きだって全力で殴なぐる。相手の生命状態なんておかまいなしに殴りつける。

　教育的死し導どう！

　そんな言葉が下忍達に頭に浮かび上がった。

「ほほう、それはあれだな。絵を並べて物語を読ませるこの時代の書物だな」

　きっとすぐに虎牙の容赦のないお仕置きが始まるんだ。機関車みたいに鼻息をぶしゅーぶしゅー出してばちこんばちこん殴なぐっていくんだ。きっとそうに違いないんだ。

　だけど、そうはならなかった。

「過か酷こくな任務の中、多少の息抜きは大切だからな。うむ、楽しめ楽しめ」

「え？？？？？」

　下げ忍にん一同、啞あ然ぜんとした。

「あの、虎牙ベンガル様」

　一人の下忍がおずおずと尋ねた。

「何か悪いものでも食べたのでございますか？」

「はは、何を言っておるのだ。そんなはずないではないか」

　牙きばを見せて笑ってから、虎牙は言った。

「どうもお前達はわしのことを怖がっていていかんな。そうだ、これからわしのことは虎牙ちゃんと呼べ。いや、ベンちゃんだ。ベンちゃんにしよう」

「え？　さすがにそれは」

「命令だ。これからわしのことはベンちゃんと呼べいいな！」

　命令と言われたら従うしかない。それが忍にん者じや業界の掟おきてだ。

　上じよう司しが黒と言ったら、たとえスケルトンカラーでも黒。

　上司が晴れと言ったら、たとえどしゃぶりだろうが晴れ。

　上司が一万円札だと言ったら、たとえ新聞紙に一万円って書いてあるだけだったとしても一万円札。それで頼まれた買い物をしてちゃんとお釣りを渡さなきゃいけない。

　そ～～ゆ～～壮そう絶ぜつな体育会系の業界なのだ。

「了りよう解かいしました。ベンちゃん!!」

　下忍一同、異口同音で言った。

「ふ～～～む、まだ口調が固いなあ。そうだな、敬語も禁止しよう」

「いえ、さすがにそれは………」

「命令だ!!　わしに今後敬語を使うことは禁止する！」

　命令と言われたら従うしかない。それが忍者業界の掟だ。

　上司がイリオモテヤマネコと言ったらたとえ………（しつこいので以下略）。

「分かったぜ。ベンちゃん！」

　下忍一同、異口同音で叫んだ。

「ふむふむ、よろしいよろしい。それじゃな」

　虎牙は軽く手を振るとすたすたとその場を後にする。

「どうしちゃったんだろう。虎牙様」

　下忍の一人が口を開いた。

「へんてこなキノコでも食べたのかな？」

「それはないだろう。いや、虎牙ベンガル様がへんてこなキノコを食べた可能性がないと言っている訳ではないぞ。食い意地の張っている虎牙様のことだ。ヘンテコなキノコの一つや二つぽいぽいと口に放り込んでしまうことだろう。しかしあの、虎牙様が……」

「そうだ、あの虎牙様がキノコの毒なぞにまいるはずがないだろう」

　下げ忍にんは自信たっぷりに言った。

「虎牙様がまいったのは唯一、かなで様の作った鍋なべだけだ！」

　その一言が、つらい出来事を思い出させてしまった。

「あの時は、本当に死ぬかと思ったもんな」

「おれなんか、死んだばあちゃんが手招きしてるのが見えたぞ」

「おれもおれも」

　下忍一同、ず～～～んと沈んだ。

　だけど沈んでばかりもいられないから、気をとりなおして議論を再開した。

「オレが思うに、虎牙様は悔い改めたんじゃないかな」

　そんな意見が出た。

「今までの傍ぼう若じやく無ぶ人じんの態度を反省してあんなことを言い出したのではなかろうか？」

「あの虎牙様がか？　う～～む」

「いや、虎牙様は虎牙様なりに考えたのかもしれん。力で押さえつけるだけでは何もならん。部下に慕したわれるには優しさも必要だと」

「そうだそうだ、わに太た朗ろう様の優しさにとうとう感化され始めたに違いない」

「あの虎牙様をも変えるとは……」

「さすがはわに太朗様」

　下忍達は涙を流しながら小さな頭とう目もくに感謝した。

「さ、虎牙様のお許しも出たことだし、安心してまんがを読もうじゃないか」

「そうだそうだ」

　そして、楽しい楽しい読書タイムは再び訪れた。

　しかしそれも長くは続かなかった。

　楽しい楽しい読書タイムの終わりは、先程と同じものだった。

「おい、お前ら、何をしているんだ？」

　顔を上げると、虎牙が先程と同じ顔をして突っ立っていた。

　下忍達はにこにこ目で言った。

「な～～に、言ってんすか？　ベンちゃん」

「な、な……」

　虎牙の顔がひきつった。だけどそんなことにもかかわらず下忍達は続ける。

「さっきも言ったじゃない。マンガ読んでるって」

「ははは、分かったぞ。ベンちゃんも読みたいんだな」

「いいよいいよ。ベンちゃんも一緒に読も」

「ベンちゃん体大きいからこれぐらい開ければいいかな」

　ごそっと動いて、下げ忍にん達は虎牙ベンガルのためにスペースを開けた。

「さ、ど～～ぞ。ベンちゃん」

　にこやか～～な雰囲気で虎牙が来るのを待ったけど、虎牙は来なかった。

　握り締めた拳こぶしをぷるぷると震わせて、なにやら真まっ赤かな顔をしていた。

　まず大抵の勘かんのいい猫ねこなら間違いなく逃げ出していただろう。

　だけど下忍達は逃げなかった。

　一生の不ふ覚かくだった。

「うがああああああああああああああああああああああああ！！！！」

　虎牙が天に向かって吠ほえた。

　そして、暴力が始まった。

　教育的死し導どうをはるかに越えた、それは殺さつ戮りくの宴うたげだった。

　その場にいた下忍を一人残らず丁てい寧ねいにぶんなぐってぶっとばしてけっとばして踏みつけた虎牙は、奥歯をギチギチ鳴らしながら声を搾しぼり出した。

「わしをバカにするとはいい度胸だな。これで終わると思うなよ」

　虎牙が太い腕に力を込める。ガチョンと音がして太い爪つめが現れる。必殺の仕し込こみ爪づめだ。

　下忍達は息もたえだえに言った。

「だって、だって、さっき虎牙様が言ったんじゃないですか。わしのことはベンちゃんって呼べって。敬語も禁止するって。だから！」

「寝ね惚ぼけたことをぬかすな！！！！」

　虎牙が腕を振り上げたまさにその時だった。

「それぐらいにしときな。虎牙」

　響いてくる声に、虎牙は顔を動かし大きな目を見開いた。

　下忍一同、同じように目を見開いた。

　そこには、虎牙がいた。

「虎牙様が二人…………」

　硬直している下忍達に代わって、虎牙（下忍をぶんなぐってた方）が叫んだ。

「変へん面めん丸まるだな！」

「いかにも」

　虎牙（下忍をぶんなぐってない方）がこっくりと頷うなずくと、その手を自らの顔に当てる。

　そして、顔の肉をいじりはじめた。いや、いじるなんてのは生なま易やさしい表現だろう。叩たたいたりこねくりまわしたりひっぱったりぐりぐりとねじったり。まるで拷ごう問もんだ。だけど顔の肉はちっともまいってないようだった。まるで粘ねん土どのようにその形を変える。

　そして、顔は別のものとなった。

　笑っちゃうことに、へのへのもへじの顔だった。

　だけどバカにしちゃいけない。血ち桜ざくら忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜変へん面めん丸まる。老ろう若にやく男なん女によを問わずどんな人にも完璧に変装してしまうという恐ろしい忍しのびなのだ。

「持病の顔面神経痛が治ったんだな？」

「ああ、時間はかかったがな。温泉がきいたようだ」

　変面丸はこっくりと頷うなずいた。

「なかなかつらい湯とう治じだったぞ」

　持病の顔面神経痛を治すため、ずっと東北の隠し湯に行ってたのだ。そこで猿さると一緒に温泉に浸つかってたのだ。

「ヒザやコシならまだしも、こっちは顔面だからな。口に竹筒をくわえてお湯にもぐってなくちゃいかん。それを猿が面おも白しろがって竹の筒に指を突っ込むんだ。息が出来なくて死ぬかと思った」

　変面丸は遠い目をして見せた。

「のぼせて気を失うことも何度もあった。湯を飲んでむせることも幾度となくあった。しかし、とうとう顔面神経痛を克服することが出来た」

「お～～～～」

　虎牙ベンガルに痛めつけられてボロボロになってた下げ忍にん達がぱちぱちと拍手した。いっつも痛めつけられてるから慣れてるのだ。だから復活も早いのだ。

「くっくっくっくっく」

　そんな中、虎牙だけが不ふ敵てきな笑みを浮かべた。ものすごく悪者チックな笑みだ。

「血桜変面丸。通称、カオナシの変面丸。お前が完全復活をなしたということは………とうとうあの作戦を実行することが出来るということか。くっくっくっくっく」

　虎牙は拳こぶしを握り締めて叫んだ。

「春日かすがマコト！！！！　お前が守られているのもこれまでだ！　お前から草くさ影かげのくノ一いち、そしてかなでが去って行くようにしむけてやる！」

　虎牙は笑った。心の底から笑った。

　その隣で、下忍達が雑誌開いて変面丸に駆かけ寄ってた。

「変面丸様！　変面丸様！　この写真の女の子になってくれませんか？　オイラ一度でいいから間近でこの娘むすめとお話したかったんです！」

「俺おれっちはこの娘！」

「ぼくはこの女の子！」

　笑ってた虎牙の頭で何かがプツンと音を立てた。

「貴様らあああああああ！！！！」

　虎牙ベンガルの教育的死し導どうが、再び始まった。
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　向日葵ひまわり高校の中庭は、芝生しばふや樹木、ベンチなんかが置いてあるちょっとした公園だった。生徒達からは中庭公園って呼ばれることもあるくらいなのだ。

　そんな中庭公園のベンチに、かなでと涼すず葉は、そしてマコトは座ってた。

「いっただっきま～～す!!」

　相変わらずの脳天気な声が響いた。

　かなでは大口を開けると、手に持ってた焼きそばパンにかぶりついた。頰ほおをぽんぽんに膨ふくらめて焼きそばパンを頰張る。

「ふん、ほいひいほいひい」

　それから、隣に顔を向けると小首をかしげて尋ねた。

「はへ、ふふふははんはへはひんへふは？」

「口にものを入れたまま喋しやべるなといつも言ってるでござる。焼きそばが飛び出したでござるよ」

「ふひはへんふひはへん」

　かなではごっくん喉のどを鳴らして口の中のものを飲み込んでから、改めて尋ねた。

「涼葉さん。焼きそばパン食べないんですか？」

「………拙せつ者しや、どうもこのパンというものはあまり得意でなくてな。おやつとしては許せるのでござるが、これが昼食というのは」

　涼葉はため息を吐はき出した。

　米が恋しい。

　そんなため息だった。

　まさに日本人の鑑かがみだった。

　日本人の鑑は、ぱくぱくと焼きそばパンを頰張るかなでを睨にらみつけて言った。

「お主ぬしが炊すい飯はん器きのタイマー予約を間違えさえしなければちゃんと弁当を持ってこられたのに」

「むぐむぐむぐ」

　パンを喉に詰まらせたのか、かなでがパックの牛乳をちゅーちゅー飲んだ。

　それから、へらへらと笑った。

「あはは、ごめんなさいね。まあ、許してやってくださいよ。もうこういったうっかりはしないようにしますから。それに、涼葉さんだってこの時代で生きていくならパン食とかに慣れておかないとダメですよ。好き嫌い言ってると大きくなれませんからね」

　プチ説教モードに入ってるかなでの胸元を涼葉はちらっと見つめた。

　相変わらずダイナマイツなふくらみだ。思わずパンチしたくなる程にだ。

　パンを食べることによってああなれるなら、悪くないかも。

　そんなことを考えた涼すず葉はは顔を赤らめてぶるんぶるん首を振りたくった。

　それから焼けクソのように焼きそばパンを頰ほお張ばった。

　結果喉のどに詰まった。

　涼葉は慌あわててパック入りの牛乳を飲み干した。

「まあ、涼葉の気持ちも分からなくはないけど、たまにはパンってのもいいじゃないか。しかも貴き重ちような焼きそばパンなんだからな。購買でこれが買えるってのはラッキーなことだし」

　指にくっついたソースをぺろぺろ嘗なめて、マコトが呟つぶやいた。ちなみにこれまで黙ってたのはずっと焼きそばパンを頰張ってたからだ。

「さてと、牛乳牛乳」

　ビニール袋の中に手を突っ込むけれど、手応えはなかった。

「あれれ？」

　小首を傾かしげて袋の中をまさぐってるマコトに、涼葉が声をかける。

「どうかしたでござるか？」

「いや、牛乳パックが見当たらなくてさ」

「おかしいでござるな。ちゃんと三つ買ったのに」

　そこで涼葉はハッとして隣の脳天気娘むすめに目を向けた。

　案の定、犯人はかなでだった。今ちゅーちゅーやってるのとは別に足下にカラになったパックが転がっている。

「かなで！」

「あ、そうだ。これマコトさんのだったんだ」

　えへへってかなでは笑った。

「あはは、ごめんなさいね。まあ、許してやってくださいよ。もうこういったうっかりはしないようにしますから」

「そっくり同じ言葉をさっきも聞いたような気がするでござるな」

　思い切り皮肉を込めて送り付けた言葉だけど、案の定かなでには通じなかった。

　ギネスブック級に面つらの皮が厚いのだ。ちょっとやそっとの皮肉じゃ貫けないのだ。

「アタシが購買に行ってマコトさんの分買って来ますよ。牛乳でいいですよね」

　よいこらしょとかなでが立ち上がるとすたすたと歩いていく。

「どうもかなで一人では心配でござるな。マコト様、拙せつ者しやも行って来るでござる」

　かなでも後を追いかけた。

「まったく、涼葉の奴やつも心配性なんだからな」

　マコトが苦笑いした直後だった。

「ま～～こ～～と～～さん」

　そんな声がしてマコトは首を動かした。

　かなでがいた。間違いなくそれはかなでだった。

「あれ？」

　マコトは、目をぱちくりさせた。

「さっきあっちに行ったのに………」

　だけどそんなに気にしないことにした。なんてったって相手は忍にん者じやなのだ。常人のマコトの目に止まらない速さで移動するなんてお茶の子さいさいのことだろう。

「速かったね。もう買って来たんだ」

　にこやか～～にマコトは言った。

「あははは、実はマコトさんにお願いがあるんです」

　同じくにこやか～～にかなではマコトに歩み寄って来る。ちょっと普通じゃない距離までマコトの顔に自分の顔を近づける。

「ちょっと顔を貸してくれませんか？」

「え？」

　次の瞬間、マコトの意識が飛んだ。




　目が覚めたら、そこは薄暗い部屋だった。

　走り高飛びのバー、ハードル、マット、サッカーボールの入ったカゴ、三角コーン、からから押して校庭に線引く奴やつ、その粉の袋、その他ほかいろいろ。

　言わずとしれた体育用具室だ。

「なんでこんなとこに僕は……」

　それが第一の疑問だった。

「それにどうして僕は縛しばられてるんだろう」

　それが第二の疑問だった。

　体育用具室の壁に立てかけられたマット。そこにマコトは縛り付けられていた。

「確か牛乳を買いに行ったかなでさんが戻って来て顔を貸してくれって……」

「目が覚めたようですね」

　聞き慣れた声がした。顔を動かすとかなでがいた。腕を組んで不ふ敵てきに笑ってた。

「かなでさん。何だって僕をこんなとこに……」

「かなでさんか………。久しくかなでの顔は見ておらずうろ覚えで不安だったが、どうやら問題はなかったようだな」

「あの、かなでさん。何を言って」

「残念だが私はかなでではない」

　かなでがセーラー服に手をかけるとそれを一気に剝はぎ取った。その下に現れたのは男子学生の制服を着た男だ。

「血ち桜ざくら忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜変へん面めん丸まる見けん参ざん」

　その言葉に、マコトは極限まで青ざめた。

　わに太た朗ろうのおかげでなんとか襲しゆう撃げきは免まぬがれてはいるが、血桜忍群がマコトの命を狙ねらってるのは紛れもない事実だ。

　こんなとこに縛しばり付けられて無事でいられるとは到底思えない。

　はかない人生だったな～～。

　思わず厭えん世せい的になってしまうマコトに、変面丸はうすら笑みを浮かべながら言った。

「安心しろ。お前に危害を加えるつもりはない。そんなことをしたらわに太朗様の言いつけに背そむくことになってしまうからな」

「それじゃ一体」

「さっきも言っただろう。少し顔を貸して欲しいだけだと」

　変面丸はマコトの目の前に立つと目を見開きマコトの顔をじっと見た。

「その顔、うつさせてもらうぞ！！！！」

　変面丸が顔をいじり始める。手が何本にも見えるくらいの超高速でだ。どんどん顔の形が変化していく。

　そして、顔面粘ねん土どの時間は終了した。

「な、な、な、な！」

　マコトは口をぱくぱくさせた。そりゃそうだ、目の前に立っていたのは紛れもない自分だったのだ。

「うむ、こんなものか」

　声すらも、マコトのものへと変幻している。恐るべき声色変化だ。

「この顔、しばらく借りるぞ」

「一体何をするつもりなんだ？」

　マコトの問いに、偽にせマコトはフンと鼻で笑った。

「虎牙ベンガルが言うことには、お前の側そばに草くさ影かげのくノ一いちとかなでがいるのが邪じや魔まなんだとさ。だから、遠ざけるように仕向けるのさ」

　偽にせマコトはニンマリと笑った。

「この姿で、草影のくノ一とかなでに愛あい想そを尽かされるように行動するのだ」

　それから、偽マコトは思い出したように尋ねた。

「そうそう、一つ聞いておかねばな。お前は草影のくノ一のことを何と呼んでいるのだ？　奴やつは頭が切れると聞くからな。細かなとこにも気をつかっておかねばなるまい」

　マコトは口をへの字に曲げた。死んでも言うものかっていう強い意思表示だ。

　偽にせマコトは冷ややかに言った。

「素すっ裸ぱだかになって外で踊ってやろうか」

「え？」

「この顔で裸踊りでも始めたら、さぞかし有名になるだろうな」

　偽マコトはくっくっくと笑った。

「な、なんて卑ひ怯きような」

「さ、裸踊りされたくなければ言うんだな。草くさ影かげのくノ一いちの呼び方を……」

「くっ…………」

「よ～～し、それじゃまずこの下した履ばきから脱ぐぞ」

　偽マコトがズボンを脱ぎ始めるものだから、マコトは血を吐はくように叫んだ。

「涼すず葉は！」

「よし、分かった」

　偽マコトがにんまりと微笑ほほえんだ。

「それじゃあ楽しみにしているんだな。仕事が済んだら解きに来てやる。その時には、かなでも草影のくノ一ももうお前の側そばにはいなくなっているということだ」

　笑い声を響かせながら、偽マコトは体育用具室を出て行く。

「待てこら！　僕の顔を返せ～～!!」

　じたばたとしながらマコトが叫んだ。

「こら～～～～！！！！」

　暴れてたせいで、隣の棚の上に置いてあった砲ほう丸がんが落っこちた。

　がつ～～～～～ん！

　目から火花を飛び散らせて、マコトの目の前にカーテンが下りる。

「このや……ろう」

　遠くなる現実に向かって、マコトは最後の言葉を吐はき出した。

「もうちょっと………鼻を高くしていけ…」

　実は鼻がちょっと低いのを気にしてるマコト君だった。




　　　　　３




「ふ～～む、これがこの時代の寺子屋か。なかなか楽しそうな所だな」

　偽マコトは辺りをきょろきょろと見渡しながら高校の敷地内を歩き回る。

「おっと、いかんいかん。物もの見み遊ゆ山さんしてる場合じゃないぞ。今は任務を全うしなければ」

　偽マコトトはポケットから一本の巻物を引っ張り出した。

『女の子に嫌われる方法』

　巻物にはそんなタイトルが書かれていた。

「くくく、この日のために下げ忍にん達に調査させておいたのだ」

　偽にせマコトは巻物をぺらぺらって開いた。

「えっと、なになに……女の子に嫌われる方法その一、ぽにーてーるを引っ張る。その二、どっじぼーるで思いきりぼーるをぶつける。その三、女の子のりこーだーを嘗ほめる。その四、教室のはむすたーやぐっぴーをいじめる。その五、すかーとめくりをする。その六………」




　所変わって血ち桜ざくらのアジトの廃工場。

　屋根の上で下忍達が寝っ転がってのんびりと日向ひなたぼっこをしてた。

　今日はバイトは休みの日だけれど、虎牙ベンガルだけが駆かり出されて土木工事のバイトに行ってた。だから下忍達はおおいに気楽だった。

「そう言えば、変へん面めん丸まる様の作戦決行の日って今日だったよな～～」

　下忍の一人がのんびりと呟つぶやいた。

「そう言えばそうだったな」

　別の下忍が同じくのんびりと言う。

「いいのかな？　手伝いに行かなくて」

「いいんじゃないのか？　虎牙様もお前らがついてったところで足手まといになるだけだって言ってたし。変面丸様のことだからきっと大丈夫さ」

「確かにね。変面丸様の変装はすごいからな～。変装なんてもんじゃないよね。本当に顔の形を変えちゃうんだから」

　下忍一同、口をそろえて呟いた。

「特異体質にはかなわないよね～～～」

「だけど、あんまり顔を変えすぎちゃってもとの顔を忘れちゃったって話だよ」

「だから、へのへのもへじなのか。むごい話だよね～～。親が知ったら泣くよ」

「いや、そうでもないみたいだよ。なんでも一族全員同じ体質で、一族全員もとの顔を忘れちゃってるみたいだから。里帰りするたびに誰が誰だかさっぱり分からないから名札つけてたって」

「やな一族だよね～～」

　下忍一同、またしみじみと頷いた。

「それにしても、あれでよかったのかな？」

「なにが？」

「ほら、変面丸様に頼まれて書いたじゃん。巻物に」

「ああ、女の子に嫌われる方法か。十分だろ。ちゃんと言われた通りこの時代の寺子屋に潜もぐり込んで情報収集したんだから」

「だけど、今思ったんだけど、もしかして寺子屋違いだったんじゃないかなって」

「どういうことだ？」

「だから、たまたま近くにあったからあそこの寺子屋にしただろ。変へん面めん丸まる様は春日かすがマコトの通ってるような寺子屋で調べて来いって言ってたんじゃないのかな？　ちょっと調査対象年ねん齢れいが低すぎたんじゃないかなって」

　下げ忍にん一同、素す敵てきに押し黙った。ちょっとそうかもしれないって思っちゃったのだ。

　だけど、一人の下忍が強く首を振ると言った。

「大丈夫さ。たとえ大人おとなになったって嫌いになる要因というのはそうは変わらないだろう。それに変面丸様のことだからきっと機転をきかしてうまくやってくれるさ」

「そ～～だね」

　下忍一同頷うなずいた。誰かに強くそう言ってもらって安心してしまったのだ。

　またのんびりとした日向ひなたぼっこが始まる。だけど、先ほど疑問を投げかけた下忍が「あっ」て声を上げた。

「なんだよ。まだ何かあるのか？」

　うんざり声で尋ねる仲間達に、下忍は言った。

「説明書きを忘れてた！」




「ぽにーてーる？　どっじぼーる？　りこーだー？　はむすたー？　ぐっぴー？　すかーと？」

　偽にせマコトはその単語を口にすると、眉まゆ毛げと眉毛の間にタテジワを走らせた。

　ずっと湯とう治じに行ってた偽マコトには、さっぱり分からない単語の数々だった。

「う～～～～む」

　腕を組んで考え込む偽マコトに、後ろから声がかけられる。

「あ、マコトさんじゃないですか。こんなとこにいたんですか。捜さがしちゃいましたよ」

　振り向くと、にっこにっこしたかなでがいた。

「牛乳買って戻って来たらいないんですもん。どこ行ってたんですか？」

「はは、ちょっと厠かわやに行ってたんだよ」

　偽マコトは笑って誤ご魔ま化かした。

　普通なら、厠っていう古くさい言い回しに「？」って疑問を覚えるとこだろう。

　だけど、かなではそんな細かいこと気にする女の子じゃなかった。

「それじゃ中庭公園に戻りましょ。実はですね」

　かなでは偽マコトに顔を近づけると、この世の幸せを凝ぎよう縮しゆくしたような顔で言った。

「買えちゃったんですよ。あれが」

　手にしてた紙の袋を開いて見せた。

「じゃじゃ～～ん、デラックスタラバガニマヨネーズパン。伝説のデタラバパンです！　アタシがマコトさんの牛乳を買いに行ったらたまたま一つだけおばちゃんがお店に出したとこだったんです。あんな時間に出すなんて、かなりの時間差攻撃ですよね。だけどよかったです！　まさか伝説のデタラバパンが買えるなんて」

　紙袋ぶくろを抱だきしめて、かなでは感動に酔よいしれた。

「本当ならアタシが全部食べちゃいたいとこですけど、特別にマコトさんにも一口だけ嚙かじらせてあげますね。さ、どっか人のいないとこに行きましょ。誰かにとられるといけませんから。実際にしつこく後をつけて来る人がいたんですよ。五千円までなら出すから譲ゆずってくれって言って。もちろん断わりましたけどね」

　歩き出すかなでに、偽にせマコトは尋ねた。

「ところで、かなでさん。ちょっと聞きたいんだけどさ」

「なんですか？」

「えっと、ぽにーてーるってのは何かな～～って。いや、知らない訳じゃないんだよ。ただド忘れしちゃって」

　不自然丸出しだ。

　だけど偽マコトにとっては幸運なことに、かなでは気にしなかった。笑いながら教えてくれた。

「あはは、ド忘れすることってよくありますもんね。アタシもこの前、右と左をド忘れしちゃって大変でした。どっちの手で箸はしを持てばいいのかなって悩んじゃって悩んじゃって」

　それはダメダメじゃん。

　なんて思った偽マコトだけど、もちろん黙ってた。せっかく教えてくれようって言うのだ。水をさすのは大馬ば鹿か者のすることだ。

「ポニーテールってのはあれですよ。髪の毛を頭の後ろで一つに縛しばった奴やつです」

　偽マコトはかなでの髪型を見た。頭の左右で二つに縛ってた。

　残念ながらポニーテールとは呼べなかった。

　偽マコトは諦あきらめて次の作戦に出た。

「どっじぼーるってのは？」

「ドッジボールは丸いボールを使った遊びです。ぶつけ合って遊ぶんですよ」

　偽マコトは辺りを見渡した。

　残念ながら丸いボールは落っこちてなかった。

　偽マコトはこの作戦も諦めた。

「それじゃ、りこーだーって何？」

「縦たてに長細い笛ふえですよ」

「かなでさんは持ってるの？」

「持ってませんよ」

　持ってないものを嘗なめる訳にもいかないから、必然的にこの作戦も見送りになった。

「はむすたーは？　ぐっぴーは？」

「ハムスターはネズミの毛が長くなったようなものです。もこもこしてて可愛かわいいんですよ。グッピーってのは小さな魚です。色のついたメダカみたいなもんです。こっちも可愛いんですよ」

「教室にいるか？」

「いません」

　かなでの即答だ。

　偽にせマコトはへこんだ。へこみまくった。

　いないもんをいじめられる訳がない。この作戦も決行は不可能だ。

「それじゃ、それじゃ、それじゃ」

　偽マコトは、ず～～んって脱力感と必死に戦いながら半ば叫ぶようにして言った。

「すかーとは！」

「これです！」

　かなではびしっと指さした。自分が穿はいているスカートをだ。

「それが、すかーとなのか？」

「はい、これがスカートです」

　クソ真ま面じ目めな顔の偽マコトに合わせて、かなでもクソ真面目な顔で答えた。

「おっしゃ」

　偽マコトは思わずガッツポーズを決めた。

「他ほかにもド忘れしちゃったことってありますか？　アタシ何だって教えてあげますよ」

　にこにこしながら言うかなでに、偽マコトは不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「かなでさん」

　偽マコトが右手を持ち上げた。そして指をパキパキと鳴らす。

「うっりゃ～～～～～～～～！！！！！」

　右手が動き、かなでのスカートを捉とらえた。そのまま上にふわさって持ち上げる。

　かなでの下着が見えた。全日本スカート捲めくり協会が拍手するくらい、それは完璧なスカート捲りだった。

「やった!!」

　偉業を成し遂げた右手を握り締め、喜びにうちひしがれる偽マコト。

　これで、きっとかなでに毛虫のごとく嫌われるはずだ。

　そう信じて疑わなかった。

　もしかしたら平手打ちの一発くらい食らっちゃうかもしれないけれど、まあそれぐらいなら我慢しよう。

　そんな覚かく悟ごさえ出来ていた。

　だけど、現実は偽にせマコトの想像をちょっとだけ（当社比）外れた。

「なにするんですか～～。マコトさん。も～～、エッチなんですから～～～」

　スカートを押さえたかなでは、頰ほおをピンク色にして言った。

「こんなことしなくても見せて欲しければ見せてあげたのに」

　どうひいき目に見ても怒っているようには見えなかった。

　むしろ喜んでいるようだった。

「ど～～～してだ～～～」

　偽マコトはがしがしと地面を叩たたいた。その拳こぶしがぐにゅって違和感を覚える。

「ん？」

　それは紙袋ぶくろだった。地面に落っこちてた紙袋を潰つぶしてしまったようだ。

　そしてそれは、ちょっとばかし見覚えのある紙袋だった。

「これは……………」

　偽マコトが思い出すよりも早く、かなでが大声を上げた。

「あああああああああ！！！　デタラバパン！！！！！」

　紙袋を拾い上げると、慌あわてて中を覗のぞき込む。

　かなでの顔が涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった。

「ひどいです！　マコトさん！　アタシのデタラバパンを、アタシのデタラバパンを………」

　顔面大だい洪こう水ずいで、かなでは叫んだ。

「マコトさんのばかあああああああああ！！！！　もう絶交ですううううううううう！！！！」

　そして、かなでは砂埃ほこりを上げて去って行った。

　すごい勢いだった。まるで地球を一周して戻って来そうなくらいにだ。

　一応、後ろを振り向いてかなでが戻って来ないのを確認してから、偽マコトは一言だけ呟つぶやいた。

「う～～む、よく分からんことになったぞ」

　だけどまあ、かなでがよく分かんない奴やつだってことは今に始まったことじゃないし、それに無事に嫌われたのだ。

「まあ、予定とは少しばかし外れてしまったが、無事に嫌われたということでよしとするか」

　偽マコトはアゴを撫なでながらうんうんと頷うなずいた。

「さてと、次は草くさ影かげのくノ一いちの方か…………………。かなでのように食べ物をからめるという訳にもいかんだろう。スカート捲めくりだけでは不安であるし、ふうむ」

　偽マコトはしばらく考えてから、こっくりと頷いた。

「仕方ない。いろいろと準備を整えてくるとするか」
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　工事現場だった。

　誰がどう見ても土木工事の工事現場だった。

　いいガタイの男達が働いてた。飛び散る汗が太陽の光にきらめいた。男の青春だった。

　そんな男達の中で、一ひと際きわ目立つ存在があった。

　小山のような肉体、毛むくじゃらの恐い顔、口から突き出した牙きば、靴の中の臭くさい足。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん副頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルその人だ。

　本来なら今日は休日だったのだけれども、急きゆう遽きよ、人が足りなくなってしまったということで助すけっ人とに駆かり出されたのだ。

　言うまでもなく虎牙の筋肉は普通じゃない。幼き頃よりの常識では考えられない過か酷こくな修行。その中で築かれていたものだ。兵器って呼んだっていい程の代しろ物ものだ。

　その兵器がフル回転するのだ。工事がはかどらないはずがない。

「う～～～む」

　他ほかの作業員達が二人がかりでやっと運ぶ鉄骨を、一人で十五本担かついで運ぶ虎牙を見つめて、現場監督は思わず頷うなずいた。

「信じられん。ありゃ化ばけ物ものか？」

　ある意味正解だった。

　なおも現場監督が唸うなってると、どこからかチャイムが聞こえる。

　現場監督は時計を一いち瞥べつすると大声を上げた。

「よ～～し、飯だぞ～～～」

　工事現場に束つかの間の休息が訪れた。

「さてと、飯にするか」

　手近なとこに座り込んで虎牙はビニール袋を持ち上げた。来る途中でコンビニで買って来た特大弁当だ。

「いただきます」

　弁当箱を開いた虎牙は、一気に箸はしでかっこんだ。

　虎牙の大口に、弁当は一瞬にして空からになった。

「もう終わり………か……」

　弁当箱にくっついた御飯粒までしっかりと食べて、虎牙は呟つぶやいた。

　途と端たんに虎牙の腹はらが壮絶な唸り声を上げる。弁当が誘い水となって暴れ出してしまったらしい。

「も～～ちょっと食べたいとこだが……仕方ない。何事も節約が大事だからな」

　虎牙は近くに置いてあった特大ヤカンを持ち上げると口をつけてごくごくと飲んだ。水で腹を膨ふくらませよう作戦だった。

　だけど、虎牙ベンガルの特大の胃袋を満足させるには特大ヤカンでも不可能だった。

　ぐるるるるるるるるるるるるるる。

　さらに機嫌を悪くしてしまったようだ。

　こうなったら長靴でも嚙かじろうか。いや、ヤカンの方が歯応えがあって気が紛れるかも……。

　虎牙が半ば本気でそんな恐ろしいことを考えていた時だった。

「ベンガルさん！」

　声をかけられて、虎牙は振り向いた。

　数人の男が立っていた。顔なじみになってる作業員の皆様だ。

「聞いたよ。急に助すけっ人とを頼まれて来たんだって。いや～～、本当に助かった」

「本当本当、ベンガルさんが来てくれたおかげで残業が減りそうだよ」

「お礼って訳じゃないけど、せめて食べてくれよ」

　男達が持ち上げた手には、たくさんのビニール袋がぶら下がっていた。

「栄養ドリンク、たくさん買って来たんだ」

「それに弁当もだぞ。ほくほく亭ていの弁当だ」

「ほくほく亭！！！！」

　虎牙の目が大きく見開かれた。

「そうだ、しかも特大鳥から弁当だ！」

「鳥から弁当！！！！」

　ヨダレが一気に流れ出る。

「これがうまいんだよね。とくにつけあわせのチーズちくわ」

「そうだ。そのちくわがうまいのだ」

　大きく頷うなずいて、虎牙は太たい鼓こ判ばんを押した。押しまくった。

「かぶりつくと中に入っているちーずとやらがふんわりと口の中で溶けてだな、なんとも言えぬ絶妙な味わいを…………」

　そこで虎牙は言葉を止めた。

　文句なしに喜んでいる自分が、急に情けなくなってしまったのだ。

「あ～～、わしという男は。鯱しやち肌はだ丸まる様の無念を晴らすという大義も果たせずにいるのに、こんな弁当のおかず一つに羽は目めを外してしまうなんて………情けないぞ」

　自分の頭をがっつんがっつん殴なぐりつけてる虎牙に、男達は目をしばたたかせた。

「ど～～しちゃったんだ？　ベンガルさん」

「聞かないでおこうじゃないか。きっと事情があるんだよ」

「そうだな。遠い異国の地からこの国にやって来たんだ。きっと人には言えない複雑な事情があるんだよ」

　その妙ちくりんな名前と常じよう軌きを逸した外見から、すっかり外国人と思われてる虎牙なのだ。

「まあまあ、ベンガルさん。どんな事情があるにせよ、腹はらが減ってはなんもならんじゃないか。さ、食べとくれよ」

　男達の優しい言葉で、虎牙ベンガルは自殺行為を止めた。

「うむ、確かにその通りだな。皆の衆、かたじけないぞ」

　気を取り直して、虎牙は座り込んだ。

「いただきます！」

　一瞬にして、栄養ドリンクが空からになった。中身を失ったビンがうず高く積まれる。

　続いて、すごい勢いで弁当を食べ始めた。いや、食べるというよりは飲み込むという感じだ。弁当の山がどんどんその高度を低くしていく。平地になるまでさほど時間はかからないだろう。

　そんな中、一人の作業員が口を開いた。

「ん、あんなとこでなにしてんだ？」

「どうしたんだ？」

「いや、あれだよあれ」

　作業員は指さした。少し離れたとこにある河か川せん敷じきのとこに立つ若者がいた。

　若者は、網を片手に何かをやってた。

「魚でも取ってんじゃないのか？」

「だけど、あんな網一つで魚なんか取れるのか？　この季節だぞ。魚だって出てこないだろ」

「確かにな」

　虎牙も顔を上げた。さほど興味があった訳じゃない。口一杯のご飯がまだ飲み込めずにいて、むしゃむしゃやってる間のヒマ潰つぶしに見ようと思ったくらいだ。

　だけど、ヒマ潰しも吹っ飛んだ。

　アフリカのマサイの人と張り合っても勝てるくらいの視力が、若者の顔を捕えたのだ。

「かすがまこと！」

　口一杯のご飯粒をまき散らして、虎牙は叫んだ。

「あやつ、あんなとこでなにを………」

　思わず腰が浮きかけるけれど、慌あわてて首を振る。

「いかんいかん。わに太た朗ろう様の命令があるではないか。それに今日の変へん面めん丸まるの働きで我らが有利な状況になるのだ。慌てる必要はないではないか。さ、弁当を食べよう」

　虎牙は次の弁当をかっ込んだ。

　だけど、飲み込むまでにはいたらなかった。

「なんて落ち着いて弁当なぞ食っていられるか～～！！！！」

　再び米粒をまき散らして、虎牙は叫んだ。

「わに太朗様の命令は分かる。分かるが、我慢出来ん。我慢出来んのだ！」

　どうやら栄養ドリンクが悪い風ふうにきいてしまったようだ。

「うが～～～～」

　天に向かって吠ほえると、虎牙ベンガルは突っ走っていた。

「なんなんだいきなり？」

　体中に米粒をくっつけて、男が呟つぶやいた。もちろんこの米粒ってのは虎牙の口から飛び出したエンガチョな米粒だ。

「さあ」

　同じく米粒だらけになっちゃってる男達がこっくりと頷うなずいた。

　しばらくたってから、男達は頷いた。

「複雑な事情があるんだよ。きっと」




　いきなり飛び出して来た虎牙に、憎き春日かすがマコトは笑顔を向けた。

「なんだ、虎牙じゃないか。偶然だな。こんなとこで会うなんて。仕事がんばってんか？」

「黙れ！　貴様にそんなことを言われる筋合いはないぞ！　ここで会ったが一〇〇年目！　覚かく悟ごしろ！」

　がちょ～～んって仕し込こみ爪づめを出す虎牙に、春日マコトは慌あわてて言った。

「馬ば鹿か！　私だ私！　よっく見ろ！　あ、見ても分からないんか。だから！」

　春日マコトは自分の鼻を摘つかむと引っ張ってみせた。鼻はびよ～～～んって伸びた。まるでお正月の餅もちのようだ。

「そのモチモチ肌の特異体質は………なんだ、変へん面めん丸まるか」

　虎牙の鼻息がゆるくなった。

「まったく、紛まぎらわしい顔をしおって。もう少しでぶちのめすところだったぞ」

「この変面丸に言う言葉か？　それが。まあいい、こっちは忙しいんだ。お前と喧けん嘩かしてる暇はないんだ」

　春日マコト……じゃなくって、偽にせマコトはまた川をのぞき込んでうろうろし始めた。

「変面丸よ。一体何をしておるのだ？」

「メダカを探しているのだ」

「メダカだと？　どうしてそんなものを」

　偽マコトは、ポケットから引っ張り出した巻物を虎牙に投げつけた。

「こいつは？」

「下げ忍にんの連中に頼んで書いてもらったんだ。この時代において女子に嫌われる効果的な方法をな」

「あいつらにか」

　虎牙はものすごく渋しぶい顔をした。下忍達のとーへんぼくさを一番よく知ってるのは他ほかならぬ虎牙だからだ。

　渋しぶい顔のまま、虎牙ベンガルは巻物を開いた。

「かなでには偶然にも嫌われることに成功したのだが、問題は草くさ影かげのくノ一いちだ。一ひと筋すじ縄なわではいかん強敵だと聞いておるからな。準備は万全にしておこうと思って。とりあえずぼーるとやらは手に入れておいた。あとりこーだーというのも竹でそれらしい縦たて笛ぶえを作った。問題ははむすたーとぐっぴーなのだ。はむすたーはまあこれで代用しよう」

　ポケットからネズミを引っ張り出す。

「ぐっぴーの代用はめだかにしようと思うのだが、どこにも見あたらなくてな。やっぱ季節が悪いのか。どう思う？」

「どう思うじゃないぞ変へん面めん丸まる。お前まさかこの巻物の内容を信じたんじゃ………」

　その質問は無意味だって、虎牙は悟さとった。ここでメダカを探していること自体、信じてしまったことの証明だ。実に悲しいことだけど。

　虎牙は迷わず思った。

　やはり頭までつかって湯とう治じしてたせいで脳みそがゆだってしまっているのかもしれんぞ。

　だけどゆっくりと首を振った。

　いや、昔からこうだったか。なんってたって自分の顔も忘れてしまうような男なのだからな。

「変面丸よ」

　子供を諭さとすような口調で、虎牙は言った。

「草影のくノ一が春日かすがマコトに対する忠ちゆう誠せい心しんはかなり強いものだ。それは、我らがわに太た朗ろう様に対する気持ちと近いものがある。だから、我らがわに太朗様に言われて傷つくことを考えれば奴やつを突き放す台詞せりふというものもおのずと見えてくるだろう」

「なるほど、確かにその通りだな」

　偽にせマコトはコクコクと頷うなずいた。

「よし、そういうことならあいつらに聞くのが一番だな。わに太朗様にどんなこと言われたら傷つくかって。ありがとよ、虎牙。おかげで見えてきたぜ。大船に乗った気分で待ってな」

　飛び立とうとする偽マコトに、虎牙は慌あわてて尋ねた。

「おい、一体誰に聞きに行くつもりなのだ？」

「オロチ坊ぼうやとミカゲ嬢じようちゃんさ」

　その言葉だけを残して、偽マコトは姿を消した。

「オロチとミカゲか………」

　虎牙はまた渋い顔をした。

　血ち桜ざくらオロチと血桜ミカゲ。通称、蛇じや腹ばら兄妹。わに太朗の護衛を務める二人は、人一倍わに太朗のことを気き遣づかい心配している。それは虎牙もよっく知っている。

　だけど、その全すべてが忠誠心によるものかと言われればちょっと疑問に思うところだ。

　いくら忠誠心の強い虎牙とて、わに太朗のことを考えてもどんぶり飯はおいしくならない。だけどあの二人はわに太た朗ろうをオカズにしてご飯をおいしく食べられるのだ。

「大丈夫だろうが、ちと心配だな」

　渋しぶい顔のまま、虎牙ベンガルは呟つぶやいた。
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　マコト様とかなでは一体どこに行ってるでござろうか………。

　涼すず葉はは心の中で呟いた。

　もう午後の授業が始まっていた。涼葉の好きな日本史の授業だ。だけどいつものようには心が傾かない。

　マコトとかなでが忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのだ。もちろん今も姿は消したままだ。

　目撃者の話によると、中庭の辺りで二人でパンがどーのこーのと話していたとのことだ。

　このパンってのが、購買で買われたデラックスタラバガニパンという不気味な代しろ物ものであることも、情報としては伝わっている。信じられないことに伝説とまで呼ばれる貴重なパンで、校内に多数存在するマニアからは追われる程のことらしい。

　てっきりそんな連中から身を潜ひそめてどこかでパンでも齧かじってるのだろうと涼葉は思っていた。

　だけどいかんせん時間がかかりすぎる。

　パンを食べるだけにこれほど時間がかかるのか？　否、かかるはずがない。

　それじゃ一体…………………………。

　そこで涼葉はハッとした。

　まさか、まさか、マコト様とかなでは二人して……………………。

　頭の中に浮かび上がったピンク色の光景に、涼葉は慌あわてて首を左右に振りたくった。

　いかんいん。拙せつ者しやはなんて破は廉れん恥ちなことを考えてるでござるか。かなではともかくマコト様に限ってそんなことはないでござるよ。テレビにちょっと裸はだかの女子の映像が出ただけで顔を真まっ赤かにして鼻血を出すこともあるあのマコト様に限ってそんな。

　だけど気になった。ものすごく気になった。一度気になりだしたらもうおしまいだ。のんびり授業なんかしてられなくなる。

　そうだ！　血ち桜ざくらということもあるでござるな。

　涼葉は頭の中で元気よく叫んだ。

　やはり用心に越したことはないでござる。マコト様を探すでござる。

　そう決めこむと、涼葉はこっくりと頷うなずいた。

「決してマコト様とかなでとのことを疑ってる訳ではないでござるよ。拙者はただ純粋に血桜のことを心配してるだけでござる」

　誰が聞いてる訳でもないけれど、唇くちびるだけで呟いた。




「はい、それじゃ教科書の次の部分を読んでもらおうか。草くさ影かげくん」

　返事はなかった。

「おや？」

　日本史教師は顔を上げて教室の後ろの方を見やった。

　机は空からっぽだった。ただ窓が開いていて、そこから風が吹き込んでいた。

「おかしいな。さっきまではいたのに」

　日本史教師はメガネをちょいと押し上げて呟つぶやいた。

「まさか窓から出て行った訳じゃないだろう」

　そのまさかだってことに気がつく日本史教師じゃなかった。




「さてと、教室を抜け出して来たはいいものの、どこを捜さがしたらいいでござるかな」

　しゅたっと校庭のすみっこに飛び降りた涼すず葉はは、しばし考え込んだ。

「とりあえず中庭にでも行ってみるでござる」

　歩き始めた涼葉だったけど、すぐに足を止める。

　校門の方からてくてくと歩いてくるマコトの姿を見つけたからだ。アフリカのマサイの人にも負けてない視力が、しっかりと捉えた。

「マコト様！」

　大地を蹴け飛ばして、涼葉はマコトのもとへ駆かけ寄った。

「どこ行ってたでござるか？　かなでは一緒ではなかったでござるか？」

「涼葉……………ちょうどよかった。実はちょっと話があるんだ」

「話でござるか？」

「そー話。こんなところで話すのもなんだから」

　マコトはきょろきょろと辺りを見渡してから、校舎の屋上を指差した。

「あそこで話そう」




　屋上には人はいなかった。たまに授業をサボって寝転がってる生徒がいるのだけれども今日は見当たらなかった。

　マコトはフェンスに指をかけると、外を見つめながら呟いた。

「これまでずっと我慢してたけど、だけどもう限界なんだ。自分の気持ちに噓うそはつけないんだ」

「な、なんでござるか」

　少しばかし上ずった声で涼葉は頷うなずいた。いろんな想像が彼女の頭の中をうずまいてた。その中にはかなり乙女おとめチックな淡い期待とかもあったのだけれども本人の希望により省く。

「遠慮しないで言って欲しいでござる」

「単刀直入に言うよ」

　マコトは涼すず葉はに顔を向けると、口を開いた。

「どっか行ってくれないか？」

　あまりに単刀直入すぎて、何を言っているのかさっぱり分からなかった。

　目をぱちくりさせて、涼葉は尋ねた。

「どういうことでござるか？」

「言ったとおりだよ。僕の前からいなくなって欲しいんだ。永遠に………」

　涼葉の顔が青ざめるまでに、さほど時間はかからなかった。

「どうしてでござるか？　どうして」

「もう我慢出来ないんだ。お前と一緒にいるのが。お前は僕を守ってるつもりなんだろうが、僕にとっちゃ迷惑そのものなんだ。うっとおしくてたまんないんだよ！　だからどっかに行ってくれ」

「だけど、だけど血ち桜ざくらがマコト様のことを狙ねらってきたら」

「自分の身ぐらい自分で守ってみせるさ。お前の力なんか必要ないよ」

　マコトはフンって鼻を鳴らして目を細めた。

「そういう訳だから、よろしく」

「……………………………………………………………………」

　どれぐらい長い時がたっただろうか？　涼葉がうつむいたまま静かに口を開く。

「分かったでござる。マコト様がそう言うのであれば、この草くさ影かげ涼葉。もう側そばにいることは出来ないでござる」

　涙で濡ぬれた瞳で、涼葉はマコトを見つめた。

「これまで、お世話になったでござる。どうか、お元気で………」

　言葉を詰まらせると、涼葉は走り出した。フェンスを飛び越えて去って行く。

　マコト一人が残された。

「くっくっくっくっく」

　マコトは静かに含み笑いを浮かべた。やがて含みきれなくなったのか大きな口を開けて笑い出した。

「はーっはっはっはっはっは」

　そう、このマコトは顔はマコトであってその中身はマコトではない。変へん面めん丸まるの変面した偽にせのマコトなのだ（何を今さらって感じだけど）。

「オロチ坊ぼうやとミカゲ嬢じようちゃんに聞いて正解だったな」

　懐ふところから引っ張り出した巻物を開いて、偽マコトは瞳を落とした。アジトにいたオロチとミカゲを捕まえて質問して書きとめたのだ。質問の内容はズバリ、わに太た朗ろう様にどんなこと言われたら傷つくかだ。

「これで春日かすがマコトは一人ぼっちとなった訳だ。虎牙ベンガルの奴やつも喜ぶだろうよ。この血桜変面丸の仕事も終わりだということだ」

　しばし一人で笑ってから、さてとって偽にせマコトは真ま顔がおに戻った。

「もう帰ってもいいんだが、せっかくだからもう少しこの顔で遊んでいくとするか」

　鼻歌を歌いながら、偽マコトは屋上を後にした。
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　ひまわり市発の長距離列車。

　出発を控えるその列車の指定席に涼すず葉ははぽつんと座っていた。

　足元にはスポーツバッグが一つ。マコト宅から持って来た自分の荷物だ。もっとも大した量はなかったのだけれども。

　発車のベルが鳴り、ゆっくりと電車が動き出す。

　流れていく風景を見つめながら涼葉は口の中で呟つぶやいた。

「さよならでござる。マコト様」

　何かがこみ上げてきて、涼葉はうつむいた。

　憂うれいの表情で電車に乗り町を離れる美少女。

　実に絵になる光景だった。もしこの場面をカメラに収めて、なんかしらのコンテストに出したならば間違いなく入賞したことだろう。このモデルになった女の子は誰だって芸能プロダクションが動いてしまうかもしれない。それぐらいレベルが高かった。

　だけど、そんな絵になる光景もそれほど長続きはしなかった。

　涼葉の隣に、一人の女の子がやって来たからだ。

　愛あい嬌きようのある可愛かわいらしい女の子だった。もし普通にしてたならば絵になる光景は続いたかもしれない。

　だけど、女の子はあんまり普通じゃなかった。

　でっかな風呂敷包みを背負ってて、しかも顔は涙と鼻水でぐじゅぐじゅだったのだ。

「えぐ、うぐ、ひどいです。ひどすぎます」

　首を動かした涼葉は、そこに座ってた人物に目を丸くした。

「か、かなで！！！！」

「えぐ、うぐ、あら、涼葉さんじゃないですか」

　やっぱり顔をぐしゃぐしゃにしたまま、かなでは目を細めた。その拍ひよう子しに鼻水が出たもんだから、慌あわててポケットから引っ張り出したティッシュでび～～むってかんだ。絵になる光景はこの一撃で粉砕された。跡形もなく粉々に………………。

「かなで、こんな所で何してるでござるか？」

「えぐ、アタシ家を出ることにしたんです！　だって、マコトさんが、マコトさんが」

　言葉を詰まらせるかなでに、涼葉は目を細めた。

「…………そうでござるか。お主ぬしも同じことを」

「え、それじゃ涼すず葉はさんも」

　悲しげに涼葉は頷うなずいた。

「放課後に……………屋上で」

「そうなんですか」

　かなでは大きく息を吐はき出してから、にっこりと笑った。

「分かりました。それじゃこれから女の子二人楽しく生きていきましょ。新しい町で力を合わせて」

　涼葉の手をぎゅっと握るとそれを胸のとこに持ち上げる。

「これからはかなちゃんって呼んでください。アタシは涼すずちゃんって呼びますから」

「かなで……………」

　かなちゃん涼ちゃんはどうかと思ったけれど、何だか心強いものを涼葉は感じた。

「しかし、かなでまでいなくなると…………マコト様は大丈夫でござろうか」

　心配そうに呟つぶやく涼葉に、唇くちびるを尖とがらしてかなでが言った。

「そんなの知ったこっちゃありませんよ」

　思い出してぷんすか怒ってるかなでの側そばを、弁当販売のワゴンが通り過ぎた。

「あ～～、こっちですこっち。その鳥のからあげ弁当一つください。とりからとりから弁当!!」

　弁当を購入したかなではもしゃもしゃとそれを食べ始めた。

「おいしいです。おいしいです。これが独立の味って奴やつなんですね」

　ほくほく顔で弁当を食べるかなでだけれども、涼葉は相変わらず思いつめた表情をしていた。

　かなでは珍しく気をつかった。

「あの、ちょっと食べますか？」

　うんって言わないでって大きな瞳が主張していた。

「いや、拙せつ者しやはいいでござるよ」

「そ～～ですか」

　またかなでは幸せな顔して弁当を食べ始めた。

　流れていく景色に視線を戻し、涼葉はまた考え込んだ。

　頭の中では、血ち桜ざくらに襲われるマコトの姿が浮かんでいた。いくら考えないようにしてもどうしても浮かび上がってきてしまう。

　拙者はいくらマコト様が拙者のことを嫌っていても、やはりマコト様の側に………………。

　涼葉はゆっくりと言った。

「かなで、拙者はやはり戻るでござる」

「ええええええええ！！！！！！！」

　かなでは口に頰ほお張ばってたもんを一気に噴ふき出した。

「なに考えてるんですか！　だって涼すず葉はさんだってマコトさんに」

「そうでござる。そうでござるが……………やはり心配でござる」

　穏やかだけど、芯しんの通った表情で涼葉は言った。

「拙せつ者しやの命は、マコト様を守るためにあるのでござる。マコト様の側そばだけが、拙者の生きる道でござる」

「涼葉さん…………………」

　かなでは尊敬のまなざしで涼葉を見つめた。

「かなで、お主ぬしは新しい町で幸せに生きるでござるよ。まあお主のことだから大丈夫だとは思うが」

「待ってくださいよ」

　かなでは猛もう然ぜんと弁当に取りかかると、一気にかっこんだ。ぽんぽんに膨ふくらんだ口をもごもごさせながら言う。

「あはひほはへひはふほ。はほほはんほほほひ」（訳：アタシも帰りますよ。マコトさんのとこに）

　唇くちびるを読むよりも困難なかなでの言葉だったけど、涼葉には通じた。食卓においては日常茶飯事のことだから、涼葉もマコトも解読出来るようになってるのだ。

「かなで、いいでござるか？」

「はい、かまいません。涼葉さんの言葉を聞いたらなんだかあたしもそんな気持ちになってきました。それに、お弁当食べたら落ち着きました。やっぱりお腹なか空すいてたのがいけなかったんですね。お腹空いてると人間怒りっぽくなるからいけません。反省しなくちゃ」

　かなでが何を言っているのかちょっと意味不明だったけれど、涼葉はあまり気にしなかった。感動しててそれどころじゃなかったのだ。

「かなで」

　涼葉はかなでの手をぎゅっと握り締めた。

「えへへ、それじゃアタシのことかなちゃんって呼んでくださいね。アタシは涼ちゃんって呼びますから」

「それは遠慮するでござる」

　一も二もなく、涼葉はかなでの提案を却下した。忍しのびらしい実に鮮やかな切り捨て方だった。

　かなではとてつもなくぶすっとした顔になった。

　そして、ぷいっといなくなった。

「さてと、それでは次の駅で降りることにするでござる」

　いつでも動けるように荷物をひざの上に載のせる涼葉に、いずこかから戻って来たかなでから質問がきた。

「ところで涼葉さん。アタシはデタラバパンでしたけど、涼葉さんは何だったんですか？　家出までするぐらいですから相当おいしいものだったんでしょ」

　意味不明度は三〇〇パーセントを越えていた。

「かなで、一体何を言ってるでござるか？」

　かなでに顔を向けた涼すず葉はだけど、謎なぞの解明はそこで中断した。

　とてつもなく不安なものを感じながらかなでに尋ねた。

「かなで、一つ尋ねるでござるが。その手にもっているものは何でござるか？」

「爆弾ですよ」

　こともなげにかなでは答えた。

「途中下車しようと思って」

「この大馬ば鹿か者！！！！」

　血けつ相そうを変えた涼葉は慌あわててかなでの手から爆弾をひったくった。

「まったくお前という奴やつは。何を考えてるでござるか」

「ダメでしたか？」

「当たり前でござる！」

　かなでの脳みそに直接叩たたき込むように、涼葉はかなでの耳から言葉を注ぎ込んだ。

「そ～～ですか。ダメでしたか。それは困りましたね」

　神妙な顔つきでかなでは考え込んだ。

「どうかしたでござるか？」

「実はですね、もう扉んとこに仕掛けてきちゃった後なんですよ。そろそろ爆発しちゃう頃じゃないかなって。あ、大丈夫ですよ。人は誰もいないのをちゃんと確認しときましたから」

「ああああああああああああああ！！！！」

　慌てて駆かけ出す涼葉だったけど、かなでが慌ててその手を引っ張った。

「ダメですって！　今行ったら爆発に巻き込まれちゃいますってば！　涼葉さん！」

　かなでをひきずって、涼葉は電車の連結部分の扉へと向かった。

　そして、爆発に巻き込まれた。
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「なにやら奇妙なことをやってるな」

　野球部の練習を見つめながら、偽にせマコトは呟つぶやいた。

「あの玉を投げて棒ぼうで打つことに何か意味があるんだろうか？」

　考えても謎は解けなかった。

「さてと、次に行くとするか」

　グラウンドはそれまでにして、偽マコトはふらふらと高校の敷地内を歩き回った。

　いろんな部活がいろんなことをしてた。

　合唱部が歌を歌っていた。

　演劇部が早口言葉を言っていた。

　ランバダ同好会が下半身を密着させランバダを踊っていた。

　懐なつかしの遊び同好会がだるまさんが転んだをしていた。

　歯磨き愛好会が歯を磨いていた。

　積み木愛好会が積み木で遊んでいた。

　靴飛ばし愛好会が靴を飛ばしてた。

　枝豆鼻飛ばし研究会が枝豆を鼻で飛ばしていた。

「ふ～～～～む」

　偽にせマコトはゆっくりと息を吐はき出した。

「なんて言うか…………あれだな。まるで血う桜ちの上じよう忍にん達の修行風景を見ているようだな」

　超極ごく悪あく忍にん者じや集団血桜忍にん群ぐん。一般常識とか協調性とかっていうものを全すべて捨てて強さのみを追求した忍者達だ。普通ではありえない独自の技を持っている者も少なくない。上忍ともなればありえない度は半はん端ぱじゃない。宇宙レベルだ。

　歌ったり早口言葉を言ったり下半身を密着させて踊ったりだるまさんが転んだをしたり歯磨きしたり積み木で遊んだり靴を飛ばしたり枝豆を鼻で飛ばしたりして敵と戦う忍者だって普通にいるのだ（信じられないことに）。

「はぐ！！！！」

「大変だ！　枝豆が鼻の奥に入ってしまった！！！！」

「こいつは深いぞ！　早く保健室に運ぶんだ！」

「だから初心者は呼吸に気をつけろと言ったんだ！！！！」

　枝豆飛ばし研究会でハプニングが起こったようだ。

「こんな光景、血う桜ちでもあったな」

　苦笑いしてから、偽にせマコトはまたふらふらと歩き出した。




　そんな偽マコトを追いかける二つの茂みがあった。

「珍しいですね～～。マコトさんが放課後ふらふらしてるなんて」

　片方の茂みから顔を出して、かなでが言った。顔はすすで真っ黒だった。爆発に巻き込まれた名残なごりだ。

「確かにそうでござるな」

　隣の茂みから涼すず葉はが顔を出す。かなで程ではないけどやっぱりすすで汚れてた。やっぱりこっちも爆発の名残だ。

「それにしてもかなで。いくらなんでもこの身の隠し方は無理があるでござるよ」

「そんなことないですよ。ほら」

　かなでは辺りを見渡し言った。

「誰もこっち見てませんよ。完全に風景に溶け込んでるからですよ」

　確かに、誰も見ちゃいなかった。だけど、決して溶け込んでるからじゃなかった。踊ったり歯を磨いたり枝豆を鼻で飛ばしたりするのが忙しくてこっちに興味を向けてるヒマがないだけなのだ。

「さ、涼すず葉はさん。早くしないと置いていかれちゃいますよ」

「あ、あ、待つでござる！！！！」

　二つの茂みは偽にせマコトを追いかけてもそもそと動き出す。

「それにしても涼葉さん。ど～～～して隠れようなんて言うんですか？　別に普通にマコトさんとこ行っちゃえばいいのに」

「行ける訳ないでござるよ。…………マコト様の前になんか」

「涼葉さん……………」

　かなでは少し考えてから何かを決めたようにこくんと頷うなずいた。

「涼葉さん。卒業しましょ！」

「何を言ってるでござるか？」

「茂みを卒業なんです！！！！」

　かなでは茂みから飛び出すと、涼葉をぐいっと引っ張り出した。

「こ、こらかなで！！！！」

「いいからいいから、ちゃんと仲直りしとかなくちゃダメですって」

　嫌いやがる涼葉を強引に引っ張って、かなでは偽マコトのもとへと連れて行く。

「マコトさん！！！！」

　偽マコトが振り返る。その表情が驚きに変わる。

「涼葉！　かなでさん！」

「よいしょっと」

　マコトの目の前で、かなでは涼葉の手を離した。

「涼葉さんは食べ物のことは水に流すって言ってるんです。アタシもデタラバパンのことは水に流しました。だから仲直りしましょ」

「は、食べ物？」

　涼葉がポカンとなった。

「でも台無しにしちゃったお詫わびに帰りにアイスクリーム買ってもらってもいいですか？　えへへ」

「かなで、何を言ってるでござるか？」

　保留にしてた謎なぞを、涼葉はかなでにぶつけた。

　答えよりも早く、偽マコトが声を荒げた。

「え～～～い、もういい。もう一回だけ言ってやる！」

　二人を交互ににらみ付けてから、偽にせマコトは叫んだ。

「二人とも、僕の前から消えろ!!　二度と現れるな!!　もううんざりなんだよ！！！！」

　かなではポカンとしてた。何を言ってるんですか？って顔つきだ。

「マコトさん。なに冗じよう談だん言ってるんですか？」

「冗談なんかじゃないよ。僕はお前達二人が大嫌いなんだよ」

　かなではまたポカンとしてた。それから、一気に泣き出した。

「か、かなで。しっかりするでござるよ」

　本当は涼すず葉はだって泣き出したいところだけれど、先にかなでに泣かれてしまってタイミングを外されてしまったのだ。

「マコト様」

　消え入りそうな小声で、涼葉は言った。

「お気持ちはよく分かってるでござる。分かってるでござるが…………」

　マコトの顔を涼葉はしっかりと見つめた。

「命に代えても誠せい之の進しん様を守る。それが拙せつ者しやの使命であり、誇りでござる。誠之進様をお守り出来なかったと知ったあの時、拙者は自害をしようと思ったでござる。だけど、それを思いとどまらせたのはマコト様でござる。マコト様の側そばに控えお守りすること。それが、それだけが拙者の生きる理由でござる。もしそれが許されぬというのならば………」

　硬い唾つばを飲み込み、涼葉は言った。

「死ねとご命令ください。今この場で」

「涼葉さん………………」

　かなでが息を飲む。

　少しだけ、無言の時が流れた後、偽マコトが一言だけ言った。

「なら、死ねば。それで浮かばれるなら僕は止めないよ」

「ちょ、ちょっとマコトさんなんてこと言うんですか！！！！！！！」

　顔を真まっ赤かにしてかなでが怒った。

「冗じよう談だんでもそんなこと言っちゃいけないんです！　ちょっと涼葉さんもなに真ま面じ目めな顔してるんですか。こんなの冗談に決まってるじゃないですか。冗談冗談、あははははあ、ああああ!!　なに物ぶつ騒そうなもん出してるんですか！　そんなもんはアタシが預かります。預かりますって!!」

　涼葉の手から短刀を奪おうとするかなでだけど、さらりと避けられた。ついでに首筋に手刀の一撃を食らわされる。

「すず………は………さん」

　がくんとかなでは地面に崩れ落ちた。

「かなで、許すでござる」

　短刀を引き抜くと、それを首筋に当てた。

「マコト様とすごした日々、楽しかったでござる」

　目を細めると、手にした短刀に力を込めた。

　その瞬間だった。

「だあああああああああああああああああああああ！！！！！！！！」

　巨大な壁のようなものが体当たりして来て、涼すず葉はは跳はね飛ばされた。短刀も地面に放り出される。

「！！！！」

　自分に体当たりして来た物体を目にして、涼葉は驚きよう愕がくの表情を見せた。

「え？　え？　え？　え？」

　それは、走り高跳びのマットだった。陸上部の助すけっ人とで大会に出たことがある涼葉には分かった。だけど問題はそこに縛しばり付けられてる人物だ。

「マ、マコト様？」

「やい、偽にせ物ものめ！」

　偽マコトに向かってマコトが叫んだ。

「なんとか自力で抜け出して来たぞ。お前の悪わる巧だくみもこれまでだ！」
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　そこでマコトは後ろに倒れた。マットが重過ぎたのだ。

　じたばたじたばたじたばたじたばた。

「涼すず葉は、起こしてくれ」

　情けない声をマコトが上げている中、涼葉はまだ混乱していた。

「マコト様が二人、二人………」

　その近くで、かなでが目を覚ました。

「う～～ん、ぬり壁が出てくる夢を見ちゃったような………………」

　かなでも二人のマコトに気がついた。

　左右を交互に見比べてから、ポコンと手を叩たたく。

「なるほど、全すべて分かっちゃいました」

　偽にせマコトに向かってかなではビシリと指を突きつけた。

「こっちのマコトさん！　あなたは変へん面めん丸まる様ですね！！！！」

　偽マコトの顔が、歪ゆがんだ。あせりの表情だ。

「変面丸？　血ち桜ざくらの忍しのびか？」

「そうです！　上じよう忍にんの方です。特異体質で顔の肉がモチモチしてるんです。だからどんな顔にも化けることが出来るんです。ずっと顔面神経痛で療養してたんです。どうやら治ったみたいですね」

「そういうことでござるか」

　涼葉が立ち上がる。その目の奥に潜ひそむのはぞっとするくらい静かに燃える怒りだ。

「全すべてお前のたくらみだったでござるな。拙せつ者しや達をマコト様から遠ざけるための」

　拾った短刀を、がっちりと構える。草くさ影かげ流の、影抜きの構えだ。一撃で相手を仕留める影斬ぎりという技を繰り出すことが出来る。手加減無用の態度だ。

「ばれてしまっては仕方ないな」

　偽マコトはやれやれと息を吐はき出した。

「まさか本物が抜け出して来るとは思わなかったぞ。計算違いという奴やつだな。ここは大人おとなしく引き下がるとするか」

「逃げられると思っているでござるか！」

「ああ、思っているよ」

　変面丸は懐ふところに手を突っ込んだ。

「そのための変面の術だ！」

　地面に煙玉が叩きつけられる。辺り一面が白い煙に包まれた。

「変面丸様を見失っちゃダメです！！！！　一度見失ったら顔を変えられてしまいます！　そしたら見つけられません！　変面丸様の変面の術は顔そのものを変えてしまう技ですから引っ張ったり洗ったりしても分かりません!!」

「絶対に見失わないでござるよ！」

　涼すず葉はが制服に手をかける。一気に引っ張るとその下に現れるのは忍しのび装しよう束ぞくだ。相変わらずどういう構造になってるかは謎なぞだ。

　煙の向こうを駆かけて行く背中に向かって、涼葉は走り出した。

「あああ、待ってください。アタシも行きます！」

　かなでも大慌あわてで忍にん者じや服姿に変身すると、その後に続く。

　マコトだけが残された。

　相変わらずマットに縛しばられたままだった。

　そして相変わらずじたばたしてた。

「お～～い、誰か～～～～」

　マコトの助けを求める声が、寂しく響いた。
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　変へん面めん丸まるが走る。全速力で走る。とにかく突っ走る。

　変面丸がここまで必死になって逃げるのにはちゃんとした理由があった。

　ぶっちゃけ、変面丸はそんなに強くないのだ。オーソドックスな戦闘能力においては虎牙ベンガルやカバネ丸の足元に及ばない。下げ忍にんとどっこいどっこいなのだ。

　下忍をあっさりと退け、時には中ちゆう忍にんすらも倒している涼葉とかなでに勝てる自信なんてこれっぽっちもなかったのだ。

　だけど、勝てないまでも逃げ延びる自信はあった。かなでの言った通り、どこかで身を隠して顔を変えてしまうのだ。そうすれば別人になることが出来る。

　なのだけれども…………………。

　全速力で突っ走りながら、変面丸は後ろをチラリ見た。忍装束の二人が見えた。涼葉とかなでの二人だ。離されることなくぴったりと変面丸について来てるのだ。

　変面丸の誤算だった。

　しかも状況は悪い方向に転げ落ちる。

　ずっと湯とう治じをしてて運動をしていなかったせいだろうか、変面丸の足がつってきてしまったのだ。

　変面丸はおおいに青くなった。

　このままでは涼葉とかなでに追いつかれてひどい目にあわされるのは必死だ。

　もはやこれまでと思った時だった。幸運が視界に飛び込んで来た。

　これだ！！！！

　変面丸は力を振り絞って幸運に向かって足を動かした。




「あたたたたたたたたた」

　校舎裏の壁にもたれながら、マコトは顔をゆがめた。

「ずっと縛しばられてたから手足が痛くてしょうがないや」

　もうマットを背負ってはいない。じたばたじたばたしてたら通りすがりの枝豆鼻飛ばし同好会の人が助けてくれたのだ。

　とある条件つきで。

「おまけに枝豆鼻飛ばし同好会に入んなくちゃいけなくなったし。まあ、幽ゆう霊れい部員でいいって言ってたけどそれでもみんなにバレたら笑われるんだろうな」

　はあってマコトはため息を吐はき出した。

「さてと、涼すず葉は達を探さなくちゃ。僕に何が出来るって訳じゃないけど」

　気合を入れて歩き出した時だった。

　マコトは自分に向かって突進してくる人物に気がついた。

　その人物は、自分とそっくり同じ顔をしていた。

「うわああああああああ」

　よけるヒマもなく、衝しよう突とつする。

　白い煙が辺りに広まり、二人の姿を覆おおい尽くした。




「やっと追いついたでござる」

　しゅたっと降り立って、涼葉は呟つぶやいた。

「でも、なんのつもりなんですかね。いきなり煙玉を使うなんて。しかもこんなにたくさん」

「穴でも掘って逃げるつもりでござるか？」

「あはは、それはないですよ。だってここの土って硬くってトンネルなんか掘れませんよ。試したアタシが言うんだから間違いありません」

　自信満々に言うかなでに、涼葉はちょっとした疑問を覚えた。

　試したって、こんなとこにトンネルを造って一体何をするつもりだったでござるか？

　だけどそんな些さ細さいな疑問は突っ込まないことにした。今はもっとやることがある。

「さ、覚かく悟ごするでござるよ」

　やがて、煙が晴れた。

　目の前の光景に、涼葉は思わず目を大きくした。

　マコトがいた。しかも二人いた。

　当たり前のことだけど、どっちも同じ顔をしてた。同じ服を着てた。同じ体格をしてた。

「どっちかが変へん面めん丸まる様です。そして変面丸様じゃない方が本物のマコトさんです。間違いありません」

　無意味に胸を張ってかなでが言った。だけど言ってることは実に当たり前のことだ。

「どちらかが変面丸。どちらかがマコト様」

　涼すず葉ははじっと二人を見つめた。悲しくなるくらい同じ顔をしてた。

「どっちがマコト様でござるか？」

　涼葉の質問に、二人はそろって手を上げた。

「僕が本物のマコトだよ！」

「僕が本物のマコトだよ！」

　二人はそろってお互いをにらみ付けた。

「噓うそつくなよ偽にせ者ものめ！」

「それはこっちのセリフだ！　そっちこそ偽者だろ！」

「なんだと！」

「なんだよ！」

「やる気か！」

「上等だ！」

「手加減なんかしないぞ」

「しないぞしないぞ」

　そして二人は取っ組み合いのケンカをおっぱじめた。このケンカが何も生み出さないことは目に見えて明らかだった。

　涼葉はため息を一つ吐はき出した。

「仕方ないでござる。いろいろと質問をしてどちらが本物のマコト様か確かめるしか」

「そんな面倒くさいことしなくても大丈夫ですよ。涼葉さん」

　かなでがずいっと歩み出た。

「アタシに考えがあります。一発で本物のマコトさんがどっちなのか見分けちゃいます」

　自信たっぷりの表情だった。なまじっかそれだけに涼葉は不安を感じた。

　だいたいにおいて、自信たっぷりにかなでがしたことでうまくいったことはないのだ。あの時もあの時も…………………そしてあの時も………………。

　思い出すと腹が立ってくるもんだから、涼葉は深く考えるのを止やめた。

　とりあえず成り行きを見守ることにしたのだ。

「さ、覚かく悟ごしちゃってください！」

　かなでは二人のマコトの前に立つと、ゆっくりと胸元に手をかけた。

「うりゃ！　ブラブラアタック！」

　かなでが忍しのび装しよう束ぞくの胸の部分を勢いよく開いて見せた。

　片方のマコトは、ごく普通に驚いた。

「うわあ、かなでさんいきなりなにを！」

　もう一人のマコトは、迷わず鼻血をぶっ飛ばした。

「これで分かりましたね」

　開いた胸をもとに戻して、かなでが頷うなずく。

「やり方は問題があったと思うでござるが、確かに分かったでござるな」

　涼すず葉はは普通に驚いた方のマコトを指差し叫んだ。

「貴様が変へん面めん丸まるでござるな！！！！」

「涼葉さん。それは違いますよ」

　口んとこで立てた人差し指を左右に動かして、かなでは言った。

「確かに、マコトさんはよく鼻血を出しちゃいます。ちょっとエッチな番組見てるだけでも出ちゃうくらいです。だけど！！！！　だけど！！！！！！！」

　かなでは拳こぶしを握り締めて叫んだ。

「アタシの下着姿じゃ出ちゃわないはずです！　だって、もう慣れっこのはずですから！！！！！！！」

「……………確かに」

　涼葉も納得した。

　下着姿で家の中を歩き回るのはかなでのもっとも得意とすることだ。よく風呂上りには下着姿でうろついてる。夏場なんて昼間っから下着姿だ。

「確かに最近のマコト様は、かなでの下着姿にそんなに驚きはしなかったでござる。顔を赤くするぐらいでござる」

「マコトさんの性格を勉強したまではよかったですけど、ツメが甘あますぎましたね。変面丸様が無理して鼻血まで出して見せたのはやりすぎなんです」

　鼻血を止めようと上向いて首んとことんとんってやってたマコトは、へって顔をした。

「覚かく悟ごするでござるよ」

　涼葉が睨にらみ付ける。

「え？　ちょっと待ってよ！　僕は本物のマコトなんだって！！！！」

「この期ごに及んで見苦しいでござる！！！！」

　刀が抜かれた。ギラリと光る短刀がマコトに突きつけられる。

「ひゃああああああああああああああ」

　マコトが逃げ出した。

「待つでござるよ」

　涼葉がその後を追いかけた。

「ま、涼葉さんなら楽勝ですよね。変面丸様が勝てるはずありません。さてとっと」

　うしししって笑うと、かなでは小声で呟つぶやいた。

「このチャンスにポイントアップしちゃおっと」

　かなでは残ったマコトに顔を向けた。

「大丈夫でしたか？　本物のマコトさん。閉じ込められちゃってたんですね。可愛かわいそうですね。なんでしたらアタシの胸を貸しますから思うぞんぶんわんわん泣いちゃってくれても………」

　そこで、かなではおやって顔をした。

「そう言えば、なんかちょっと変な感じだったんですよね。走ってて」

　忍にん者じや服の胸んとこを引っ張って覗のぞき込んだかなでは、目を丸くした。

「あ！」

　そして笑い出した。

「あははは、も～～～アタシってばも～～～～」

　顔を赤くして恥ずかしい恥ずかしいってしてから、かなでははっと気がつき空を見上げて叫んだ。




「スーパーミスっちゃいました！！！！」




　目の前は校舎の壁が待ち構えていた。マコトの逃亡もそれまでだった。

　どんどん叩たたいてみたけれど、もちろん隠し扉になっていてパカって開くなんてしてくれない。

「ここまででござるな」

　死神も尻尾しつぽ巻いて逃げ出すような声に、マコトはゆっくりと振り向いた。

　涼葉がいた。恐ろしく冷たい目をしてた。だけどその目の奥にあるのはとてつもなく巨大な怒りだった。

「涼葉、落ち着けって！！！！　僕は本物なんだって！　本物のマコトなんだって」

「見苦しいでござるぞ。貴様も忍しのびならば、術を見破られた以上潔いさぎよくするでござる」

「だから、僕は忍びなんかじゃないよ。へっぽこ高校生の春日かすがマコトなんだよ」

「覚かく悟ご！！！！」

　涼葉がマコトに襲いかかろうとする。だけどその足を止めた。

「！！！！」

　何ど処こからか飛来した手しゆ裏り剣けんが、涼葉の足元に突き刺さった。

「血ち桜ざくらの桜さくら手裏剣！　仲間か！」

「違います！　アタシです！　アタシです！」

　しゅたっと飛び降りて来たのはかなでだった。

「よかった。間に合って」

「どういうつもりでござるか？　まさか再び血桜に寝返ったでござるか？」

「そうじゃないんです。間違いだったんです」

　大きく息を吸い込んでから、かなでは叫んだ。

「こっちが本物のマコトさんでした！」

「何を言うでござるか。マコト様がお主ぬしの下着で鼻血を出すはずがないでござるよ」

「確かにそ～～です。マコトさんはアタシの下着なんかじゃ鼻血なんか出しません。慣れてますから」

「だったらやはりこやつが変へん面めん丸まるでござる！！！！」

　また飛び掛かろうとする涼すず葉はの腰に、かなではしがみついた。

「早まらないでください。本当にこっちが本物のマコト様なんです！　噓うそじゃないんです！　信じてください！」

　かなきり声でかなでは叫んだ。

「マコトさんは別なものを見ちゃったんです。だから鼻血を出しちゃったんです」

「別なもの？」

「そ～～～です。そのですね。あのですね」

　かなではしばしもじもじしてから、消え入りそうな声で言った。

「忘れちゃったんです」

「？」

「その、忘れちゃったんです」

「はっきり言うでござるよ」

「も～～、なんで分かんないんですか～～」

　かなでは涼葉に歩み寄った。

「ちょっとお耳を拝はい借しやくします」

　ごにょごにょごにょ。

　涼葉の目が見開かれた。

「なに！　下着を付け忘れた！！！！」

「そんな大きな声で言わないでくださいよ。恥ずかしいんですから」

「ちょっと待つでござる。つまり、つまり、つまり先程忍しのび装しよう束ぞくの胸をはだけた時、あの時は」

　硬い唾つばをゴクリと飲み込む。

「つまりだ、つまり、マコト様が見たというのは、見たというのは…………」

　かなでが顔を真まっ赤かにした。視線を動かすとマコトも顔を真っ赤にさせてた。

「お～～ぬ～～し～～と～～い～～う～～や～～つ～～は～～！！！！」

　地獄から這はい出して来たような形ぎよう相そうで、涼葉はかなでの首を締め上げ前後左右にかっくんかっくん揺らした。

「止やめてくださいって涼葉さん。頭の中で脳みそが頭ず蓋がい骨こつにぶつかって形が変わっちゃいますって。スキマが多いんですから」

　心行くまでかなでの脳みそを痛めつけてから、涼葉は手を止めた。

「それで変面丸は？　倒してきたでござるな？」

「あ………………」

　かなではしまったって顔をした。

「あははは、慌あわててたんですっかり忘れてました」

「お主ぬしと言う奴やつは！！！！」

　かっくんかっくんが再開した。

　また、心行くまでかっくんかっくんしてから、涼すず葉ははかなでから手を離した。

「こうしちゃいられないでござる！　変へん面めん丸まるを追いかけるでござる！」

　しゅばって消える。

「あ～～～、頭がふらふらする～～～。待ってください～～。涼葉さ～～～ん」

　よろけながらも、かなでも去って行った。

「た、助かった」

　マコトはずるずると地面に腰をおろした。

「今回ばかしは本当に殺されると思ったぞ」

　額ひたいの汗をぐいっとぬぐう。

「それにしても………………」

　マコトの顔がまた赤く染まっていく。先程目撃したダイナマイツな膨ふくらみを思い出してしまったのだ。

「思いがけない幸運って、こういうもんを言うんだろうか」

　にふふふふってマコトは笑った。

「今回は忘れないようにしなくちゃな」

　前にも一度、風呂で涼葉と遭そう遇ぐうしたことがあったけど、後頭部を強打したせいで見た映像をすっかり忘れてしまったのだ。

　今度は頭に衝しよう撃げきを与えないようにしなくちゃってマコトは思った。

　と、鼻の奥がむずむずってする。

「いかんいかん。また鼻血だよ」

　慌あわてて上を向いたマコトは、迫ってくる何かに気がついた。

　なんなんだ？　あの黒っぽいもんは？

　そう思った次の瞬間には、何かがマコトの顔面に激突していた。

「すみませ～～ん。植うえ木き鉢ばち落としちゃいました～～～」

　上の方から響くそんな声を耳にしながら、マコトはばったりと地面に倒れた。

　さようなら、桃色記憶。

　薄れいく意識の中で、マコトはそう呟つぶやいた。

　追つい伸しん。事実、桃色記憶は跡形もなく消え去った（めでたしめでたし）。
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「やれやれ、実に危ないところだったぞ」

　山路みちを走りながら、変へん面めん丸まるは呟つぶやいた。

　かなでが何か叫んで飛び出して行った直後、こそこそと向日葵ひまわり高校を抜け出したのだ。

　現在目指すはアジト。逃げ帰るとこなのだ。

「しかし、ひょっとしたらこの失敗はとてつもない結果を出すのかもしれんぞ」

　変面丸は思い出した。涼葉が本物のマコトを追いかけて行った事実をだ。

　すぐにかなでが気がついて追いかけたようだったけど、もし止めるのが間に合わなかったとしたら……………。

「この変面丸の働きで、悲願は達成出来たということではないか」

　さすがにそれは楽天的すぎるなって、変面丸は思いなおした。

「まあ、虎牙ベンガルには文句をぶーぶー言われるだろうが、命あるだけましとするか」

　一人で納得して頷うなずいた直後だった。

　変面丸の目の前に、きらめく何かが飛来した。

　そいつは音をたてて地面に突き刺さる。鉄で出来たとがった忍にん者じや武器。投げ苦く無むだ。

「うわっっと」

　避けようとしてバランスを崩し、変面丸は壮そう絶ぜつに転んだ。

「あたたたたたたたたた」

　腰をさすりながら顔を持ち上げると、今一番見たくない顔があった。

　草くさ影かげのくノ一いち、涼すず葉はだ。

　しかも、怒りの波動が出ていた。もとい、出まくってた。

　勘かんのいい虫や動物達が、一いつ斉せいに半径一キロ以内から逃げ出した。

「へへへ、ここまでですよ～～だ。変面丸様」

　一足遅れてやって来たかなでが、おどけた口調で言った。

「アタシのデタラバパンを台無しにしちゃったお礼をたっぷりしちゃいますからね。だいたい分かってるんですか？　あのデタラバパンの貴重さを。あのパンは一〇年に一度取れるっていう幻のタラバガニを……」

　涼葉がかなでを睨にらみつけた。お年よりなら心臓発作を思わず起こしてしまいそうな、そんな剣けん吞のん三〇〇パーセントの視線だ。

　かなではしおらしく口を閉じて肩を竦すくめた。

　視線を変面丸に戻すと、涼葉は押し殺した声で言った。

「マコト様になりすまし我らを罠わなにかけたこと！　決して許さないでござるよ！　貴様のせいでマコト様は、マコト様は、マコト様は……」

　涼すず葉はは顔を伏せると拳こぶしを握り締めた。

　もしや、もしや本当に悲願達成になってしまったのでは？

　そんなことを一瞬考えた変へん面めん丸まるだけど、事実は違ってたようだ。

　涼葉は叫んだ。

「マコト様は、あんなものを目にすることになったのだ！！！！」

「あんなもの？」

　変面丸はきょとんとしてた。

　涼葉の言っているあんなものがどんなものなのか、さっぱり想像がつかなかった。

　だけど、あんなものがどんなものなのか考えてる余よ裕ゆうはなかった。

　目の前のくノ一いちは怒っていた。間違いなく怒ってた。三〇〇パーセントくらい増しで怒りまくってた。

　このまま無事に返してくれるとは到底思えなかった。

　かと言って普通に逃げたのでは追いつかれるのは必ひつ至しだ。基本的な体術では相手の方が数段上うわ手てだ。

「ふっふっふっふっふ」

　泣き出したっておかしくない状況なのに、変面丸は笑った。

「どうやら、あの技を使うしかないようだな」

「あの技……まさか！」

　かなでが青くなった。

「一〇年前、黒山森の戦いの時に敵を全滅させたっていう」

　変面丸がゆらりと手を持ち上げた。

「忍にん法！　変へん菜な顔かおの術その壱いち！」

　超高速で手が動き、顔を変形させていく。

「涼葉さん!!　見ちゃダメです!!」

　かなでが変面丸の前に立ちはだかった。

　そして、変形した変面丸の顔を目まの当りにした。

「あ～～～ひゃっひゃっ！！！！」

　かなでがあっさりと敗北した。

　涙を流して大爆笑する。

「あーひゃひゃっひゃひゃひゃ!!　お腹なか痛いお腹痛いお腹痛い！！！！」

　かなでは苦しそうにその場を転げ回った。

「どうだ！　とてつもなく面おも白しろい顔で相手を笑わせてしまうという技だ。貴様にこれが耐えられるか？」

　変面丸は変な顔を涼葉に向けた。

　涼すず葉はの表情は変わらなかった。

「それがどうかしたでござるか？」

　よくもまあここまで険悪ってのを塗り込めましたねって声でそう言う。

「笑いのツボが深い奴やつめ。ならこれでどうだ。変へん菜な顔かおの術その弐に！」

　また変へん面めん丸まるの手が超高速で動いた。顔面が変化する。

「どうだ！」

「ぶ～ひゃっひゃっひゃひゃひゃ!!」

　かなでがまたまた敗北した。

「も～～死んじゃいます。あ～～ひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　だけど涼葉は眉まゆ毛げ一つ動かさなかった。

「ふざけるのもそれぐらいにするでござるよ」

　冷たく言い放つ。

「く、ならばこれでどうだ。変菜顔の術その参さん！！！！」

　かなでは敗北した。

　涼すず葉はは敗北しなかった。

「これなら耐えられないだろう！　変菜顔の術その四!!」

　かなではやっぱり敗北した。

　涼すず葉ははやっぱり敗北しなかった。

「ならばならばならば！　変へん菜な顔かおの術その五だ！」

　結果は右に同じだった。

「変菜顔の術その六！」

　同じだった。

「その七！」

　また同じだった。

「その八！」

　またまた同じだった。

「その九！」

　しつこく同じだった。

　そのまま、変菜顔の術は四十七まで続いたけど、やっぱり涼葉は敗北しなかった。

[image: ]

「ならばならばならばならばならばならばならば………」

　ぜーはーぜーはー息をしながら、変面丸は涼葉を睨にらみつけた。

　顔面はもう限界まできていた。今にも神経痛をぶり返してひきつりそうだった。しかし、ここで止やめる訳にはいかなかった。

　延命のためには、ひたすら変な顔を作り続けるしかなかった。

「変菜顔の術その四十八だぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！」

　変菜顔の術は四十八で打ち切りだった。次はなかった。

　これが最後の勝負だった。

　しばし見つめ合った後だ。

「……………プッ」

　涼葉が噴き出した。

　お腹なかを押さえてうずくまる肩を震わせる。

「やった！」

　勝利を確信した瞬間、変面丸の顔面に激痛が走った。

　血ち桜ざくら変面丸、完全敗北の瞬間だった。




　　　　　10




「今帰ったぞ」

　虎牙ベンガルがアジトにたどりついた時だ。

「べ、虎牙さ……ま」

　廃工場の扉からよろよろと一人の下げ忍にんが這はい出て来た。

「た、大変で……」

　下げ忍にんはそれ以上喋しやべれなかった。

　虎牙ベンガルの鉄てつ拳けんが飛んだからだ。

「貴様か～～！　変へん面めん丸まるにヘンな巻物を渡した奴やつは！」

　問答無用でぶっ飛ばされて、下忍は数メートルも向こうに落下した。

　胸むな倉ぐらを摑つかみぐいっと下忍を持ち上げて、虎牙は怒ど鳴なった。

「貴様らのせいで作戦失敗どころか赤っ恥をかかせるとこだったのだぞ！」

「巻物を書いたのは半はん介すけ達で、オイラは関係ない」

「なんだそうなのか」

　虎牙は摑んでた手を離した。下忍がぼたっと地面に落っこちる。

　間違いで殴なぐったことに対する謝罪は一言だってなかった。さすがは悪徳、残ざん酷こく、非ひ道どうを背中に背負う血ち桜ざくら虎牙さんだ。

「半介め～～」

　のっしのっしと歩き出す虎牙の足に、下忍がしがみつく。

「駄だ目めです。虎牙様。今行ったら………変面丸様が……」

　そこで下忍は力尽きた。

　誰がどう見たって虎牙が殴ったせいだったけど………。

「なんだこいつは、いきなり気絶しおって」

　虎牙は気がついてなかった。まったくもって困ったおじさんだ。

　しがみついたまま気を失ってる下忍を蹴け飛ばして、虎牙は改めて廃工場の中に足を運ぶ。

「おい、半介！　いるか！」

　廃工場の中に入った虎牙は、思わず言葉を失った。

「こ、これは………」

　天窓から差し込んでくる夕日に照らされる廃工場。そこには、ピンクの忍しのび装しよう束ぞくの下忍が転がっていた。みんなして苦く悶もんの表情で気絶している。中には泡あわまで噴ふいている奴やつもいた。

「べ、虎牙様………」

　まだ、意識のある下忍の一人がかすれた声を上げた。

「どうしたんだ友ゆう三ぞう。一体誰にやられた！」

　駆かけ寄った虎牙に、下忍は最後の力を振り絞って腕を持ち上げた。

「あそこ……に」

　工場の隅っこ、荷物が積まれて陰になっている部分を指さして、下忍は意識を失った。

「あそこに、何かがいるのか」

　虎牙はゆっくりと立ち上がると、その方向に向かって歩き出す。

　影が見えた。荷物の裏に隠れるようにして何者かが潜ひそんでいるのだ。

　下忍とはいえこれだけの人数を相手にするとは、かなりの強敵に違いない。

　虎牙ベンガルの腕からゆっくりと鉄の爪つめが飛び出す。仕し込こみ爪づめだ。

　一歩を踏み出し、虎牙は叫んだ。

「何者だ！」

　見慣れた背中があった。

『変へん面めん』の刺し繡しゆうのされた忍にん者じや服だ。

「なんだ、変面丸ではないか」

　ほっと息を吐はき出し、虎牙は言った。

「任務は無事に完了したのだろうな？　それよりもこの惨状はなんなのだ？　一体何が？　こら、いつまでそっぽを向いておる。こっちを向かんか」

　変面丸の肩に手をかけて、虎牙はぐいっと引っ張った。

　虎牙の瞳一杯に、変面丸の顔面が広がった。

　究極に変な顔だった。顔面神経痛をぶり返しひきつってしまったせいでもとに戻らなくなってしまったのだ。

「ぶーひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃひゃっひゃっひゃ！！！！……ウゲ！」

　虎牙の笑い声がしばらく響いて、そして消えた。




　翌日、変面丸は再び湯とう治じに向かった。

　彼が戻って来る日が来るのか……来ないのか。

　それは誰にも分からなかった。





第十九話　完　　















　　　第二十話　白いゲレンデに忍ぶ！
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　そこは白銀の世界だった。

　大地を覆おおい尽くす雪に太陽の光がきらきらと反射していた。まばゆいばかりの美しさというのはこういった光景を言うのだろう。

　そんな白銀の世界を、さっそうと駆かけ抜ける娘むすめがいた。

　後ろで縛しばった長い髪をなびかせて華か麗れいに斜面を滑すべり降りていく娘の姿に、男性ばかりか女性までもが思わず見とれてしまう。

　少しだけなだらかになった丘にて、娘は足を止めるとゴーグルを外した。

　そして呟つぶやいた。

「なるほど、すき～というのもなかなか面おも白しろいでござるな」

　娘の名前は草くさ影かげ涼すず葉は。今更説明するまでもないけれど、現代の人間ではない。昔々の戦国時代からタイムスリップして来た現役バリバリのくノ一いち少女なのだ。

「お～～～～～い」

　そんな間の抜けた声をあげながら、一人の青年が滑り降りてくる。涼葉とは比べものにならないくらいにへっぴり腰のへろへろスキーヤーだ。ずっとボーゲンだし。すごくゆっくりだし。

　欠伸あくびが出るくらいにゆっくりと斜面を降りて来た青年は、涼葉の隣に止まるとゴーグルを上げた。

「ふ～～。やっと着いたよ」

　人の良さそうなのんぼり顔が現れる。大昔のお殿との様にそっくりさんだということで、忍にん者じやに命を狙ねらわれたり狙われなかったりしてる高校生。春日かすがマコトその人だ。

「それにしても涼葉はすごいよな。ほんの一、二時間前にスキーを始めたばっかりだってのに、もうどっからどう見たってプロのスキーヤーだよ」

「コツさえ分かればそんなに難しくないでござるよ」

　こともなげに言う涼葉に、マコトは感嘆の息を漏もらす。

「ため息出ちゃうくらいすごい運動神経だよな。さすがはタイムスリップして来た忍者って奴やつだ」

　いや～～～大したもんだってしみじみ呟いてるマコトの右みぎ脇わきを、巨大な雪玉が転がり落ちて行った。

　雪玉は少し進んだ先に激突し、あっけなく四し散さんした。

　その中から現れたのは、くりんくりんヘアーでピンクのスキーウェアの女の子だ。目をナルト目にして頭を左右にふらふらさせてた。

「あ～～～、目がまわる～～～～。世界がぐるぐるぐるぐるぐる。おえ～～～」

　目が回ったせいで気持ち悪くなってしまったようだ。

　マコトは実感を込めて呟つぶやいた。

「まあ、同じタイムスリップして来た忍にん者じやでも例外ってのはいるみたいだけど」

「まったくでござるな」

　涼葉も特大のため息を吐はき出した。

「かなでさ～～ん」

　マコトが、へろへろ少女のもとへと向かう。涼葉もその後に続く。

「大丈夫？」

　マコトが語りかけると、ようやくナルト目を卒業したかなでがにっぱり笑った。

「あはははは、どうですか？　あたしの滑すべりっぷり。なかなかのもんでしょ」

「お主ぬしを見て滑っていると思う人はいないでござるよ。誰がどう見てもあれは転げ落ちているって状況でござる」

「そりゃ～～～そうなんですけど～～～～、も～～～～、涼葉さんってば意地悪なんですから。もっと温かい言葉かけてくれたっていいじゃないですか」

　ふくれるかなでに、マコトがまあまあと声をかけた。

「かなでさんもスキー初めてなんでしょ。仕方ないって。最初はみんなそんなもんなんだから」

　全国のスキー初心者が一緒にするなって突っこみを入れたくなるようなマコトのセリフだけど、幸いあたりにスキー初心者はいなかった。やれやれだ。

　ついでに、そのセリフにかなではおおいに喜んだ。

「ありがとうございますマコトさん！　やっぱりマコトさんはあたしの味方なんですね」

　うるうる瞳をさせてから、かなでが両手を突き出した。

「引っ張り上げてくださいな」

「ああ、分かった分かった」

　マコトはかなでの手を引っ張ると、ぐいっと引っ張り上げた。

　なんとか雪の中から発掘されたかなでは、ぱんぱんと体についた雪を払う。

「風か邪ぜひいちゃいけませんからね。ちゃんと雪を払っておかなくちゃ」

「風邪でござるか…………」

　そこで涼すず葉はは何かを思い出し、マコトに顔を向けた。

「マコト様。センパイ殿どのは大丈夫でござろうか？」

「花はな滝たき先せん輩ぱいなら大丈夫だよ」

　軽く笑い飛ばしながらマコトは言った。

「よくある発熱なんだから」

　ひまわり市の外れに新しく出来たスキー場、素そ野の山やま高原スキー場へは、花はな滝たきの運転でやって来た。だけど到着直後、花滝が発熱でダウンしてしまったのだ。今は民宿の部屋で寝込んでいる。

　それで、三人でスキーを楽しむことになったのだ。

「花滝先せん輩ぱい、間が悪い時に熱出すっていうみょ～なクセがあるんだ。修学旅行とか臨海学校ん時も熱出してずっと旅館で寝込んでたっていうし。今回もそれが出ちゃったんだよ」

　マコトは軽く息を吐はき出した。

「せっかくの二泊三日のスキー旅行なのにずっと民宿で寝込んでることになるんだろ～な」

　大して気の毒でもなさそうに、マコトは呟つぶやいた。

「あ、だけど心配いらないよ。帰る日になると何な故ぜかケロッと治るみたいだから、明後日あさつては大丈夫さ」

「なんだ、そうですか」

　かなでが脳天気な笑みを浮かべて言った。

「それなら帰りの運転は大丈夫ですね」

　かなでの一言に、マコトと涼葉は仲良くず～～～んって沈んだ。

　後ろで死神が笑ってそうなくらい悲壮な表情になった。

「そうなんだよな。帰りはまたあの運転を我慢しなくちゃいけないんだよな」

「拙せつ者しや、恥ずかしながら途中で意識を失ったでござるよ」

「失って正解だったよ。あの後そりゃあもうとんでもない運転の連続で何度も死にそうに………………」

　その時の光景を思い出し、マコトはぶるぶるるるって震えた。

「すっごく楽しかったんですよ。ジェットコースターみたいにあっち行ったりこっち行ったりして。周りの車もぷーぷー鳴らして応援してくれてるんです。最高でした」

　かなでだけがきゃはきゃはと喜んだ。

「とくにあそこはすごかったですね。もうちょっとでガードレール突き破って飛び出すとこだったんです。思わずきゃ～～～って叫んじゃいましたよ」

　笑いながら言ってるけど、その内容はとっても素す敵てきにデンジャラスだった。

　涼すず葉はは、気絶してたことを心の底からよかったと思った。

　そして同時に誓った。

　明後日は誰がなんと言おうと走って家に帰るでござる。絶対に！

　だけど、マコトが心配だった。あの地獄のドライブにマコトを同行させる訳にはいかない。

　涼葉は、誓いをちょっとだけ変更した。

　明後日あさつては誰がなんと言おうと歩いて家に帰るでござる。マコト様と一緒に。

「さ、気を取り直してもう一ひと滑すべりしましょっと」

　かなでが勢いよく斜面に立った。

「見ててください。ゲレンデの風になっちゃいますから！」

　元気よく滑すべり出したかなでだけど、残念ながらゲレンデの風にはならなかった。

「あ～～～～～～～～れ～～～～～～～～～～～～！！！！」

　ごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろ（以下略）。

　ゲレンデの雪玉になった。

　一〇〇万年前からこうなることは予想してましたって顔つきで、マコトと涼葉は大きなため息を吐はき出した。

「ま、かなでのことだから怪け我がはないとは思うでござるが」

「そうだね。かなでさん。悪運強いからな。さてと、僕らも行くとするか」

「そうでござるな」

　滑り出そうとした二人の隣を、白とオレンジのスキーウェアを着た男女が通り過ぎていった。

「ハナッペ。素す敵てきだよ。まるで雪の妖よう精せいだよ」

「そういうタカスケだってまるで雪の貴き公こう子しみたいよ」

　二人でラブラブオーラを振りまきながら、カップルは小さくなっていった。

　まいっちゃったね～～ってマコトは苦笑した。

「スキー場って言えばアクティブなカップルのデートスポットだもんな。雪が溶けなきゃいいけど。なんてね」

　ちょっとひがみっぽいことを口にして隣を見る。

　さぞや呆あきれられてるんだろうなって思ったけど、そんなことはなかった。

　涼すず葉ははなにやら奇妙な瞳で走り去っていったカップルを見つめてた。

　その瞳に擬ぎ音おんをつけるとしたら、うっとりってのが当てはまるだろう。そんな瞳だ。

「お～～い、涼葉。涼葉ってば」

　目の前で手をぴらぴらってやったら、涼葉ははっと気がついた。

「ど～～したの、ぼんやりとしちゃって」

「いえ、なんでもないでござるよ」

　超あたふたして、涼葉は喋しやべくった。

「決して先程の二人の様子をいいな～～なんて思った訳じゃないでござるよ！　絶対でござるよ！」

　自分で言っててどんどん墓穴を掘ってた。

　涼葉の顔が真まっ赤かになった。辺り一面の雪を溶かしてしまいそうにほてってる。

「お先に失礼するでござる！！！！！！！」

　それだけ言うと、涼すず葉ははさっそうと滑すべり出した。あざやかにゲレンデを滑り降りていく。まさしく風になってた。玉になったかなでとは大違いだ。

「ど～～～したんだ？」

　小首をかしげて考え込んだけれど、答えは出なかった。

「まいっか」

　難しいことを考えるのは止やめにした。

「せっかく、遊びに来てるんだ。学校のこととか宿題のこととか家計のこととかは忘れてたっぷり遊んでこっと」

　マコトも、へっぴり腰で滑り出した。

　ボーゲンでふらふら進んでから、思い出したように付け加えた。

「あ、あと血ち桜ざくらのこともだった」

　最近めっきり緊張感の薄くなってるマコトだった。
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「ぶへっくしょん！！！！！！」

　雪山にて、そんな特大のくしゃみが響き渡った。

　くしゃみをしたのはとてつもなくいかつい顔のおじさんだった。目がぎょろっと飛び出してるし、口にはにょきって牙きばが突き出してるし、顔は傷だらけだし。

　曲がり角などでこんなおじさんとぶつかってしまったら、どんなに健康な人だって心臓が二、三〇秒止まってしまうに違いない。それぐらいの威圧感だ。

「う～～む、誰かが噂うわさをしているのかもしれんな」

　いかついおじさん。血桜忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルは顔に似合ったガラガラした声で言った。

「きっとそれはよくない噂でしょうね」

　普通だったら下げ忍にんの一人がそんなこと言って虎牙にぼっこぼこにされただろう。下忍の皆様ってのはそんな風についつい口が滑っちゃう方々だから。

　だけど、今回は誰も何も言わなかった。

　正確に言えば誰も何も言えなかったのだ。それどころじゃなくって。

「こら～～、お前ら～～、足元がふらついてるぞ！　気合だ！　気合を入れろ！！！！！！！」

　虎牙の怒号で、慌あわてて下忍達はウサギ飛びをする足に力を込めた。

　ただのウサギ飛びじゃなかった。背中には巨大な雪玉が背負われていた。

　そう、これは血桜忍群下忍の冬の強化合宿なのだ。

　季節と場所と背負ってるものが違うだけで、夏の強化合宿とやってることがなんら変わってないとこが進歩のないとこだった。
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「遅れてる奴やつには雪玉をお見舞いするからな！！！！　きばってやるんだぞ!!」

　一人だけ防寒服を着込みぬくぬくしてる虎牙ベンガルが、雪玉を握り締め叫んだ。

　下げ忍にん一同、青くなった。

　虎牙の手にしてる雪玉ってのが普通じゃないことはよく分かっていた。

　もし普通の雪玉だったとしたら、あんなことにはならなかったはずだ。

　下忍達はそっと振り返った。

　白い雪の上にいくつもの焦こげ跡があった。それぞれに一人ずつ下忍が倒れてた。真っ黒く焦げてプスプス煙を立てていた。

　虎牙に雪玉をぶつけられた下忍達の哀れな末路だった。

　最後の力を振り絞ってウサギ飛びをする下忍達を満足気に見つめて、虎牙は頷うなずいた。

「うむ、冬というものは体がなまる季節だからな。この機会にしっかりと動かしておいてもらわねば。そろそろ雪玉をもう一つくらい増やしてやるとするか」

　虎牙は後ろに大量に積んであった雪玉をよいこらしょと持ち上げた。

「お～～～～～し！　もう一個いくからな！！！！」

「えええええええええええええええええええ！！！！！！！！！！！！！」

　下忍達は必死になって首を横に振った。止やめてください虎牙様！　私達を殺す気ですかって気持ちを力いっぱい込めた。

　だけど、虎牙はそんな優しい上じよう司しじゃなかった。

　虎牙ベンガルによって雪玉はどんどこ投げられた。悲鳴をあげる下げ忍にん達の上にごんごんごんごんって積み重なる。まるでダブルアイスクリームだ。

　下忍一同、重みに耐え切れず雪の中に沈んだ。

　ほっとけばお空のお星様になるのは間違いないだろう。

「普段の怠たい惰だな生活がこういう時に現れるのだぞ。それしきの重みに耐えられずにどうするのだ」

　ため息混じりに虎牙がすごく無理なことを呟つぶやいた直後だ。

　虎牙の足元にごろごろと中くらいの雪玉が転がってきた。

　雪玉を転がしてたのはわにの着ぐるみを着た少年だ。

　そう、血ち桜ざくら忍にん群ぐんの現頭とう目もく、わにわにボーイのわに太た朗ろうくんだ。

「よし、これで胴体は出来たぞ。次は頭だな」

　わに太朗はまた雪玉をごろごろ転がし始めた。そして、先程作った雪玉に乗っけた。

　わにのお腹なかにくっついたポケットから手しゆ裏り剣けんやら苦く無むやらを引っ張り出してそれを雪玉にくっつける。目は手裏剣。鼻は投げ苦無。口は巻物。

「出来たぞ！！！！」

　もこもこの手を持ち上げて、わに太朗は万ばん歳ざいをした。

「見て見て虎牙！　雪ダルマが出来たよ！　ほらほら」

　手放しに喜んで跳はね回るわに太朗を見つめながら、虎牙はちょっと不安になった。

　いくら幼いとはいえ、頭目であられるわに太朗様がこの様子でいいのだろうか？　やはり頭目として雪玉の一つくらい下忍にぶつけて欲しいものなのだが。出来れば石の入った雪玉を。

　だけどそんなこと期待してもダメだってことはよっく分かってた。

　わに太朗の大人おとなしさは筋金入りだ。今更どうすることも出来ない。

「ねえねえ、虎牙。出来たよ。すごいでしょ」

「確かに、すごいでございますな」

　虎牙は仕方なく頷うなずいて見せた。

「みんなも見てよ！　すごいでしょ！　ほらほら！」

　潰つぶれてる下忍達も、死にそうだけど頷いてくれた。とことん上下関係ってのを分かってる人達だ。

「えへへへへ」

　嬉うれしそうに笑ってから、わに太朗はぱんぱんって手を叩たたくと着ぐるみについた雪を払った。

　そんなわに太朗の目に、何かが映った。

「あ！」

　首を動かすと、少し離れた雪の上に、真っ白い動物が見えた。イタチか何かだろう。こんなのを見つけてしまうのも忍にん者じやならではの動体視力のたまものだ。

「わ～～い！」

　喜んでイタチを追いかけようとするわに太た朗ろうの尻尾しつぽを、虎牙ベンガルがぎゅって摑つかんだ。

「お待ちくだされ。わに太朗様」

「何するの？　虎牙。離してよ。逃げてっちゃうよ」

「ダメでございます。冬山とは大変危険なものなのでございます。うっかり迷い込んで遭そう難なんなぞなさったら大変でございます。今日はこの虎牙の目の届く範囲でお遊びくださいませ」

「うん、分かった。虎牙の目の届くとこで遊ぶよ。だから離してよ」

　わに太朗がつぶらな瞳を虎牙に向けた。

　子供の好奇心って奴やつが、きらきらと輝いてた。

　虎牙はため息を吐はき出すと、懐ふところから鎖くさりを引っ張り出した。

　がっちょん。

　わにの尻尾に、鎖ががっちりと装着された。

　虎牙はもう片方の鎖を自分の腕に巻きつけた。

「わに太朗様を疑っている訳ではないのですが、どうか我慢してくださいませ。とにかく冬山というのは恐ろしいとこなのですからな」

　ぶ～～～って膨ふくれるわに太朗に一礼してから、虎牙はいまだ潰つぶれてる下忍達に顔を向ける。

「こらあああああ、貴様ら！　いつまで休んどるかあ！！！！」

　虎牙の手によって雪玉が投げられた。

　どっか～～～～～ん!!

　数人の下忍が犠牲になってぷすぷすと焦こげた。

　下忍達は慌あわてて立ち上がった。うるうる涙を流しながらウサギ飛びを再開した。

　見れば見る程に気の毒になる光景だった。




　わに太朗は虎牙を見上げた。下忍のしごきに夢中でこっちに気がついてなかった。

　よし！

　わに太朗はわにのポケットから小さな棒ヤスリを引っ張り出すとごりごりと鎖を削けずり始めた。

　せっかく来たのに、飛び回れないなんてつまんないよ。

　ぎこぎこやるけど、鎖は思いのほか硬かった。傷はつくもののちっとも切れてくれない。

「わに太朗様、一体何をなさってるので？」

「え、ううん。なんでもないよ。なんでも」

　ヤスリを背中に隠して、わに太朗はへらへら笑った。

　困ったな～～～。こっそり忍しのびぐるみから抜け出してもいいけど、すぐに気がついて追いかけて来るだろうし。ど～～しよ。

　考えるわに太た朗ろうの目に、先程作った雪だるまが映った。

　そ～～～だ！！！！

　何かを思いつき、わに太朗はうしししって笑った。




　その鎖くさりは特殊な混合鋼はがねで作られたものだからな。わに太朗様の力ではいくらヤスリでこすっても切れることはない。さすがにわに太朗様も諦あきらめるしかなかろう。

　虎牙ベンガルはチラって横目でわに太朗を見た。

　わに太朗は背中を向けて横になってた。わにの口は閉じられていた。眠ねむってるようだ。

　安心して顔を戻す虎牙だけど、はっとする。

　待てよ。空蟬うつせみの術を使われたという可能性もあるな。

　空蟬の術。それは身に着けている着物や鎧よろいから一瞬にしてスポンと抜け出すという忍にん法ぽうだ。

（別名、瞬間ストリップの術）

　虎牙はそっと鎖を引っ張った。

　わにの着ぐるみはしっかりと重量があった。空蟬の術を使われて中身が空からっぽという様子じゃなかった。

「どうやら本当に眠ねむってしまわれたようだな」

　うんうんと頷うなずくと、虎牙はまた下忍達に顔を向ける。

「そこ～～～！！！！　もたもたするな～～～～！！！！」

　わに太朗が先程作った雪だるまが消えていたことに虎牙は気がつかなかった。
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　ふもとまで下りた涼すず葉はは、ゴーグルを持ち上げると首を振った。

　もう空はすっかり夕焼け色に染まってた。帰り支度を始めるスキーヤーの姿も少なくない。

　一歩遅れて、へっぴり腰のマコトも到着した。

　それからまたしばらくして、ごろごろと雪玉のかなでも到着した。

「あ～～～、目がまわる～～～～～～～～、おえ～～～」

　懲こりないかなでに、涼葉はやれやれと首を振る。

　そして言った。

「さてと、マコト様。そろそろ宿に戻るでござるよ」

「そ～～だな。も～～大だい分ぶ暗くなって来たし」

　頷くマコトだったけど、かなでは唇くちびるを尖とがらした。

「え～～～、あたしもっと滑すべりたいです」

　もっと転がりたいの間違いだろって思ったけど、涼葉は黙ってた。

　かなで相手に細かな突っこみを入れてたら時間がいくらあっても足りないってことをよっく分かってたからだ。

「かなで、お主ぬしも忍しのびならばこの風の意味が分かるでござろう」

　諭さとすように、涼すず葉はは言った。

「こんな風の時は吹雪になる可能性が高いでござるよ」

　忍びの雑学の深さはかなりのものだ。困難な任務を遂行するためのものだ。

　涼葉も簡単な天気予報が出来るくらいの知識はたたき込まれてるのだ。

「え～～でも～～～」

　まだ渋しぶってるかなでに、マコトが言った。

「まあまあ、明日だって滑すべれるんだし。今日は宿に帰ってご飯にしようよ。料理はおいしいって評判の民宿らしいから」

「ご飯！！！！」

　その一言でかなでの顔色が変わった。もし尻尾しつぽが生はえてたらぱたぱた動いちゃってたことだろう。

「分かりました。さあ、帰りましょう。もたもたしてると置いてっちゃいますよ」

「切り替えが早い奴やつでござるな」

　またやれやれってやってから、涼葉は少しだけ恥ずかしそうにマコトに言った。

「マコト様、拙せつ者しやちょっと厠かわやに行って来るでござるよ」

「かわや？　ああ、トイレね」

　毎度のことながらこの古くさい言い方には虚きよをつかれることがある。

「分かった。このへんで待ってるよ」

「かたじけないでござる」

　一礼すると、涼葉はレストハウスに向かって行った。

「ねーねー、マコトさん」

　息を吐はき出してるマコトに、かなでが声をかける。

「せっかく待ってるんでしたら、もう一回だけ滑りませんか？」

「え、でも」

「いいじゃないですか。ねえねえねえねえねえ」

　かなでのおねだり攻撃にマコトはあっさりと敗北した。

「分かったよ。ただし短いリフトだよ。あんまし長いのに乗っちゃ時間かかっちゃうから」

「分かりました。それじゃあれに乗りましょあれに」

　かなでは少し離れたとこのリフトを指さした。

「あれ、短いの？　何か人が全然いないのも気になるんだけど」

「大丈夫です！」

　かなでが断言した。

「滑すべってる途中で見ましたから。すぐ上の丘んとこで降りるようになってるんですよ」

　かなではマコトの手を引っ張ってリフトへと向かった。




　それからしばらくが経過した後。




「…………短くなかったな」

　マコトは呟つぶやいた。

「…………短くなかったですね」

　神妙な顔つきでかなでも呟いた。

　二人の目の前には世紀末的に勾こう配ばいの激しい坂がどでんと横たわってた。ここまでくれば崖がけって言った方が適切かもしんない。

　しかも、可愛かわいくないことにぼこぼこコブまでついてた。

「僕、ここのスキー場のパンフレットで読んだぞ。初心者厳禁の超難関コースがあるって」

「あははは、リフトを乗り間違えちゃったみたいですね」

　かなでが頭の後ろに手をやるとあはあはと笑った。

「ごろごろ転がりながら見てたから、方向を間違えちゃったのかな？」

　責任を感じている様子はこれっぽっちもなかった。

　かなでさんの大丈夫は信用出来ないってことはよっく分かってたはずなのに………。

　マコトは思わず反省した。

　だけど、マコトがいくら反省したって目の前の坂はなだらかになってくれない。ついでに言えばコブだってコブのままだ。

「仕方ない。こんなの下りられっこないからリフトんとこまで戻って乗せてもらって帰ろ」

　引き返そうとするマコトをかなでが呼び止めた。

「大丈夫ですよマコトさん」

　かなでは手袋をした手である方向を指さした。

「ほら、ここに回り道があるじゃないですか。ここを通って行けば時間はかかりますけどちゃんと帰れますよ」

「え？」

　かなでが指さす方向をマコトは見つめた。

　どう見ても道には見えなかった。茂みにしか見えなかった。

　とてつもなく怪しかった。

　疑わしそうな目でマコトが見てると、かなでがさっさと進み出した。

「大丈夫ですって。こう見えても生まれてからずっと山育ちだったんですから」

「ちょっとかなでさん」

　マコトが止めるのも聞かず、かなではさっさと滑すべり始める。

　かなでが滑っているのを見ていると、なんだか道があるようにも見えてくる。

「信じてみるか。かなでさんが山育ちだってのは本当のことだしな」

　マコトはかなでを信じてしまった。

　不ふ覚かくにも。
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　民宿の畳たたみの広間では、真まっ赤かなジャージ軍団が集まってた。

　集まって、ぐつぐつ音を立てる鍋なべをのぞき込んでた。

　鍋の中では野菜がぐつぐつ音を立てていた。

　野菜だけじゃなかった。鳥肉や魚だって入っている。正しよう真しん正しよう銘めいの水みず炊たきだ。

「どうだ？　なかなかのものだろう」

　虎牙ベンガルが満足気に言った。

「はい、すごいです虎牙様」

　ジャージ軍団の一人が頷うなずいた。言うまでもなく下げ忍にんだ。

「冬の強化合宿と言うものですから、てっきりかまくらでも作って泊まらされるものだと思っておりました。食料も野ウサギか何か取って食えって」

「まさか、こんなちゃんとした宿にて、こんな豪ごう華かな飯めしを食わせてもらえるとは……」

「虎牙様、ありがとうございます」

　下忍一同、むせび泣いた。期待してなかっただけに感激もひとしおだ。

「確かに、雪山にて食料を調達し、野ウサギや草の根などで腹を満たすのが冬の強化合宿の正しい姿ではあるがな……」

　そこで虎牙はコホンと席をすると、少しだけそっぽ向いて言った。

「ばいとの金も少しはたまったし、ここらで慰い労ろう会も兼ねてしまおうと思ってな。まあ、なんだかんだ言いながらもがんばっているお前らへのねぎらいと言うかなんというか」

「虎牙様～～～」

　下忍一同、再びだーだー涙を流して感動した。

「よし、それでは夕食を始めるとするか。皆のもの。ここの鍋は食べ放題だからな。死ぬ気で食うのだぞ」

「お～～～～!!」

　箸はしを握り締めた拳こぶしをそろって突き上げる。

「それでは、わに太た朗ろう様。最初の一口はわに太朗様に」

　虎牙は隣にちょこんと座るわに太朗に声をかけた。相変わらずわにの口んとこをぱっくりと閉めている。

「ささ、どうぞ」

　わに太た朗ろうは返事をしなかった。ピクリとも動かなかった。

「わに太朗様。どうぞ」

　虎牙ベンガルはもう一度言ったけど、わに太朗は返事をしなかった。動きもしなかった。

「あ！！！！」

　下忍の一人が叫んだ。

「わに太朗様が！！！！」

　わに太朗はゆっくりと萎しぼんでいく。そしてその足下には大量の水が流れ出していた。

「わに太朗様が溶けてしまわれた！」

「うわ～～！！！！」

「きゃ～～～～！！！！」

「もへ～～～～！！！！」

「え～～い！　やかましい！」

　パニックを起こして部屋中を走り回る下げ忍にん達を一いつ喝かつしてから、虎牙はわにの着ぐるみに手をかけた。

「ごめん！」

　一気に剝はぎ取ったその下には、雪ダルマがあった。

「わに太朗様が雪ダルマになってしまわれた！」

「うわ～～～～！！！！」

「きゃ～～～!!」

「もへ～～～～!!」

「え～～い！　やかましいと言っておるだろうが！」

　手近の下忍をぶっ飛ばして、虎牙は頷うなずいた。

「そうか…………わに太朗様は空蟬うつせみの術を使った後に忍しのびぐるみの中に雪を詰めたのだな。このわしに気づかれることなく成し遂げるとは、さすがはわに太朗様」

　だけど感心してる場合じゃなかった。

「待てよ、それじゃわに太朗様はまだ雪山に一人で…………」

　虎牙の顔が真まっ青さおになった。

「大変だ！！！！」
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「マコト様！　マコト様！　どこでござるか？　マコト様！」

　夜の雪山を声を張り上げながら飛び回る娘むすめの姿があった。

　涼すず葉はだ。防寒着をまとい、懐中電灯片手に歩き回っている。

　てっきりマコト達は先に戻ったものだと思い、一度は民宿に向かうも帰ってはおらず、心配していたところに聞かされたのが同じ民宿に泊まってたスキー客のこんな証言だ。

『ああ、ごろごろ玉になって転がってた女の子なら男の子と一緒に超上級者コース行きのロープウェイに乗ってるの見たよ』

　いてもたってもいられなく、花はな滝たきが制止するのも聞かず民宿を飛び出して来たのだ。

「マコト様！　マコト様！　マコト様！」

　とりあえず、超上級者コースの出発点まで向かいそこから探索を始めたものの………マコトの足取りは摑つかめなかった。

「かなで～～～！！！！」

　一応、かなでの名前を呼んだけれどやっぱり返事はなかった。

「大丈夫でござろうか」

　吹きすさぶ冷風の中、青ざめた顔で涼葉は呟つぶやいた。

「まさか、もう時すでに遅く………」

　涼葉の頭に、いろんな最悪の光景が浮かび上がった。




　最悪の光景その１　雪崩なだれにあって雪にうずもれるマコト。

　最悪の光景その２　川に落っこちてカチンコチンに凍こおってるマコト。

　最悪の光景その３　冬眠中のクマの洞どう穴けつに迷い込んでしまってるマコト。




「いかんいかんいかん」

　涼葉はぶるんぶるんと首を横に振りたくった。

「縁えん起ぎでもないことを考えてどうするでござるよ。きっと大丈夫でござる」

　自分自身に言い聞かせるように涼葉は強く言った。

「それに、かなでが一緒でござる。ああ見えてもれっきとしたくノ一いちでござる。きっと何か役に立つ術を……」

　そこで涼葉は言葉を止めた。

　あんまりあてにならないぞって心の片隅で誰かが囁ささやいたからだ。

　あのかなでが役に立てることって言ったら…………。

　涼葉は、ちょっとだけピンク色なことを考えてしまった。





マコト『うう、寒い。寒いよ～～』

かなで『分かりました。アタシが温めてあげます』（服を脱ぎながら）






「いかんいかんいかんいかんいかん」

　涼すず葉ははまた首をぶるんぶるん振りたくった。今度は先程よりも強く。

「下らないことを考えるのは止やめて捜さがすでござるよ」

　ピンクに染まった頰ほおをそのままに、涼葉は捜索活動を再開した。




「わに太た朗ろうさま～～～」

　松明たいまつを持った男達が声を張り上げてた。ちなみに格好は赤のジャージに昔ながらの綿入れを羽は織おったっていうよく分かんない格好だ。

　もちろん彼らの正体は下げ忍にんに他ほかならない。

「わに太朗さま～～～～どこにいらっしゃいますか～～～～」

　返事はなかった。聞こえてくるのは風の音と、風によって揺れる木々が奏でる音ぐらいなものだ。

　下忍は青ざめた顔で呟つぶやいた。

「まさか、時すでに遅く………」

　下忍の頭の中で最悪の光景が浮かび上がったけれど、しつこいので省く。

「滅多なことを言うでない半はん介すけ！　あのわに太朗様がこんな吹雪ふぶき程度でどうこうなるはずがないだろう！」

「そうだそうだ、いくら子供とはいえ我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もくなのだぞ!!」

「確かに、愛用の忍しのびぐるみを脱いでしまわれている今、かなりお寒い格好ではあると思うがしかし！」

　妙に気合いを入れてその下忍は叫んだ。

「まだわにさん模様の腹巻はつけていらっしゃるはずだ。だから大丈夫さ」

　どう大丈夫なのか、残念なことに他の衆には伝わってくれなかった。

　叫んだ本人もバツが悪くなったのか、顔を赤らめて言った。

「さ、捜そう」

　再びわに太朗さま～～～って叫ぼうとするけど、一人の下忍が待ったをかけた。

「待て！　何か聞こえないか？」

「わに太朗様の声か？」

「いや、そうではない。耳をすましてみろ」

　言われるままに耳をすませてみた。

　遠くからかすかに声が聞こえてくる。

「確かに聞こえるぞ。女子の声だな」

「まさか、雪女では」

「馬ば鹿かを言うな。雪女なぞいる訳がないではないか」

「いいや、お前知らないのか？　この山で起こった雪女事件のことを」

「知らん」

「なら教えてやろう。あれはある冬の夜のことだった。通りすがりの富と山やまの薬売りが急に尿によう意いをもよおして………」

「わ～～わ～～～わ～～わ～～」

「あ、こいつ耳塞ふさぎやがったぜ。やっぱ恐いんだ」

「よ～～し、みんな取り押さえるんだ。たっぷりと聞かせてやる」

　修学旅行の小学生みたいなことやってる下げ忍にん達を後しり目めに、ずっと耳をすましてた一人の下忍が言った。

「おかしなことを言ってるぞ」

「なんだ？」

「うむ、マコト様！　マコト様！　どこでござるか？　マコト様！　っと聞こえる」

「マコト様？」

　下忍一同、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「マコト様って言ったら春日かすがマコトのことか？」

「そりゃ～～ないだろ。いくらなんでもこんなとこに春日マコトがいるわけ」

　軽く笑い飛ばしてたけど、そりゃ～～あった。

　飛び込んできた見慣れた娘むすめに、下忍一同そろって悲鳴を上げた。

「うわ～～～～～～～～！！！！」




「一体どうしたでござるか？」

　やたらめった走り回る男達を前に、涼すず葉はは目をぱちくりさせた。

　明かりを見つけ、人がいると思い走って来てみたらこれだ。

　男達に見覚えはないけれど、このしっちゃかめっちゃかな動きには何か記憶の糸が弾はじかれるものがある。

　そうか、血ち桜ざくらの下忍と似てるでござる。

　そう思ってから、ゆっくりと首を振った。

　いくらなんでも、こんなとこに血桜がいるはずがないでござるな。今は馬ば鹿かなことを考えておらずマコト様の情報を尋ねるのが先でござるよ。

　涼葉が男達に声をかけようとしたその時だった。

「お前ら何を騒いでおるのだ！　ちゃんとわに太た朗ろう様をさが……」

　のっそりと姿を現した男の顔に、涼葉は表情を強こわばらせた。

「血桜虎牙ベンガル！」

「草くさ影かげのくノ一いち！　どうしてこんなとこに!!」

　虎牙の腕から仕し込こみ爪づめが飛び出す。涼葉も隠し持ってた短刀を引き抜いた。

　わらわらやって来た男達も慌あわてて覆ふく面めんをして手に武器を持つ。中にはこんなことになるとは想像してなくて武器を持ってくるのを忘れちゃったのか雪玉をせっせと造り出す奴やつもいたけど、まあそれはどうでもいいだろう。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、下忍の一人が虎牙ベンガルの耳にごにょごにょと囁ささやいた。

「何、そういうことか」

　虎牙が仕し込こみ爪づめを仕舞い込んだ。

「草影のくノ一いちよ。今日のところは休戦としないか？」

「！！！！」

　涼葉はおおいに驚いた。

　そりゃ涼葉としたって今はマコトを捜さがすのが先決だ。ここで恐い顔のおじさん達と争っているヒマなんかない。願ったりかなったりだ。

　だけれども、闘争本能の塊かたまりのような虎牙の口からそんな言葉が出るとは思わなかった。

　まだ怪しむそぶりを見せている涼葉に、虎牙は言った。

「春日かすがマコトの名前を呼びながら飛び回っているところを見ると、どうやら春日マコトはこの山で遭そう難なんしているようだな」

「……………」

「実はな、我らが頭とう目もく、わに太た朗ろう様も迷子まいごになってしまわれているのだ。この山で」

　ため息混じりに虎牙は言った。

「こちらとしても今は争っている場合ではないのだ。お互いに引くのがよいと思うがどうだろうか？」

「…………承知した」

　刀を鞘さやに収める涼葉に、虎牙は付け加えるように言った。

「敵であるお前にこんなことを頼むのもおかしな話だが、もし春日マコトを捜している最中でわに太朗様を見つけたならば、見捨てず助けてはもらえないか？　その代わりとし、我らが春日マコトを見つけた場合は今回だけは助けることにしよう。どうだ？」

「お前の言葉の全すべてを信じることは出来ないが、幼き子供を見捨てるようなことはしない。それは約束しよう」

　それだけ言うと、涼葉はまた夜の雪山へと消えて行った。




「驚いたな。まさか奴やつらが来ていたとは」

　唸うなるように虎牙が言った。

「そ～～ですね。偶然って恐ろしいもんですよね」

　そうだそうだと頷うなずいてから下忍は口を開いた。

「だけど、正直驚きましたよ。てっきり問答無用に戦いが始まると思ってたのに。戦いを避けた上に春日かすがマコトも助けるなんて。どういう心境の変化なんですか？」

　見上げた下げ忍にんは気がついた。虎牙ベンガルの笑みにだ。

　それは、悪い奴やつが悪いことを考えてる時に浮かべる悪い悪い笑みだった。

「バカな奴やつめ。我らが春日マコトを見逃すはずがなかろうに。草くさ影かげのくノ一いちを泳がせたのもわに太た朗ろう様を捜さがす手を増やしたかっただけさ」

　ぐふぐふと、気持ちの悪い笑い声を虎牙は響かせた。

「よく考えたらこの山には今、わに太朗様がいらっしゃられるのだからな。春日マコトを抹まつ殺さつするにはもってこいの状況ではないか」

「やっぱり虎牙様はそ～ゆ～～人なんですよね」

　下忍達は諦あきらめたようにため息を吐はき出した。

「皆のもの！　よく聞け！　ひき続きわに太朗様捜そう索さくを続けるのだ。だがもしその途中で春日マコトを見つけたならば」

　とてつもなくダークな顔で、虎牙は言った。

「遠慮することはないぞ。我らが悲願をうち果たすのだ！」
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「へっくしょん!!」

　マコトは特大のくしゃみを吐はき出した。

「あらあら、マコトさん。風か邪ぜですか？」

　かなでが心配そうに言った。

「風邪の時は早く眠ねむった方がいいですよ」

「そうするよ」

　ため息混じりに呟つぶやいた。

「無事に戻れたらだけど」

　ぐるりと辺りを見渡してみた。分かりきってたことだけど、雪山だった。

　もちろん出口がどっちかなんて分かっちゃいない血統書つきの遭そう難なんって奴だった。

　途中何度も坂を転げ落ちたもんだから、もうスキーの板もストックもどっか行っちゃってた。

「このまま帰れなかったら…………」

　マコトの頭の中で最悪の光景が浮かび上がったけれど、しつこいので省く。

「だいじょ～～ぶですよマコトさん。心配いりません」

　脳天気な顔してかなでがマコトの肩をばしばしと叩たたいた。

　そんな脳天気な顔を横目で見ながら、マコトは口の中で呟いた。

「信じた自分がバカだった」

「ん？　何か言いましたか？」

「いや、なんでも」

　マコトは肩をすくめた。

「とにかく山を下りることを考えないとな。麓ふもとの明かりでも見えればいいんだけど」

　きょろきょろと首を動かすマコトの後ろで、かなでが「あ」って声をあげた。

「そ～～だ。こんなこともあろうかと持って来てたんだっけ」

　スキーウェアの中に手をつっこんでごそごそってする。

　マコトは期待した。何か素す敵てきなものが出てくるんじゃないかって。

　方ほう位い磁じ石しやくだとか、位置を知るための謎なぞっぽい忍にん者じやグッズだとか。それを利用してさっさとこの雪山をおさらば出来るかも。

　だけど、さすがにそれは期待しすぎだってことで反省した。

　ま、かなでさんのことだからチョコレートかホッカイロぐらいだろ～～な。

　それはそれで助かるからい～～かも。

　なんてこと思ってたけど、現実は残ざん酷こくだった。

「あったあった」

　かなでは一冊の本を引っ張り出すとマコトに向かって突き出した。

「困った時に役立つ本、完全遭そう難なんマニュアルです！」

　マコトはず～～～んって沈んだ。

「え～～とですね。まず雪山で遭難した時はっと。あ、この本すごいですね。ちゃんとペンライトまでついてる。本当に遭難する人のために作られたんですね。感心です」

　ペンライトの小さな明かりで本を読みながら、かなでがきゃーのきゃーの騒いだ。

「あ、ありました。こういった場合はかまくらを作るってのも一つの手だそうです。無む駄だに歩き回ると体力が消しよう耗もうしちゃうので」

「かまくら……か」

　確かにそれも一理あるぞってマコトは思った。朝になれば吹雪ふぶきも止やんで明るくもなる。案外楽に帰れるかもしれない。

「よし、かまくらを作ろう」

「は～～い」

　間延びした声でかなでが返事をした。

　しばし、無心になってかまくらを作った。

　ふと横を見ると、かなでが真剣な表情で雪パンダを作ってた。

　ふざけるかなでを叱しかりつけて、なんとかかまくらを完成させる。

「ふ～～～」

　狭いかまくらの中、ペンライトの明かりを囲んで二人は膝ひざをかかえた。

「けっこう暖かいですね。マコトさん」

「そ～～だな」

「へへ、だけど二人だとちょっと狭いですね」

　二人………その言葉でマコトはなんだかちょっとドキリとする。

　雪山の夜。二人きり…………。

　なんだかどんどん思考回路はピンクの方向に行ってしまいそうだから、マコトは慌あわてて本に手を伸ばした。

「参考までに読んどこっと」

　ぺらぺらとページを捲めくるが、その手が止まる。

　そのページには、低体温になってしまった場合は裸になって温め合うとか合わないとか、まあそういったことが何な故ぜか図入りで書かれてた。

　マコトの顔がずんずんずんずんずんって赤く染まる。

「マコトさん。何見てるんですか？」

「うわああ」

「も～、見せてくださいよ」

「ダメだって」

　狭いかまくらの中で、くんずほぐれつしたもんだから事故は起こった。

　かまくらの崩壊だった。

　積もった雪の中から、ずぼっと顔を突き出してかなでが笑った。

「また最初から作り直さなきゃいけませんね」

　同じくずぼって顔を突き出して、マコトが呟つぶやいた。

「そうだな」

　はあってため息を吐はき出した。と、

「な～～～にやってるの？」

　ころころってした声と一緒に、二人の前に空から何かが落っこちて来た。

　マコトとかなでは目を丸くした。

「わに太た朗ろうくん！」

「わに太朗様！」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太朗の登場だった。

「どうしてわに太朗様がこんなとこに……あ！」

　かなでは何かを思い出して手を叩たたいた。

「そうだ！　冬の下げ忍にん強化合宿ですね。わに太朗様もくっついて来たんですね」

「冬の下忍強化合宿……」

　青ざめるマコトに、わに太朗が笑いながら言う。

「大丈夫だよ。マコト兄ちゃん。虎牙ベンガルもほかの下忍達も近くにいないから。ボクだけ抜け出したんだ。そしたら迷まい子ごになっちゃって」

　てへへってわに太た朗ろうはした。

「でもびっくりしたな。マコト兄ちゃん達が遊びに来てるなんて。涼すず葉はお姉ちゃんは一緒じゃないの」

「それは………」

　マコトはちょっとだけ口ごもった。

「とにかく、もう一度かまくらを作りましょ。今度はわに太朗様も入れるようにもう少し大きな奴やつを」

「そうだな。そうしよう」

　だけど、わに太朗は残念そうに首を振った。

「面おも白しろそうだけど……そろそろボク帰んなくちゃいけないんだ。虎牙ベンガルが心配してるだろうから」

「帰るってどうやって」

「簡単だよ。すぐそこの道を下りてけばもう町があるよ」

　指差すわに太朗に、マコトとかなでは目をぱちくりさせた。

「え？　だってさっき迷子だって」

「うん、迷子になってたんだよ。だから虎牙達と一緒に帰れなかったの。だけどすぐに帰り道は見つけたんだよ」

　にっこにっこしてわに太朗は言った。

「虎牙がこっそり教えてくれたんだ。今日は民宿ってとこに泊まるんだって。夕飯はおいしいお鍋なべの食べ放題なんだって。ボクすごく楽しみ…」

「わに太朗くん！！！！！！！」

　大声出して、マコトはわに太朗の手を摑つかんだ。

「君は命の恩人だ！　ありがとう！」

「え？」

「さ、こうしちゃいられないや。帰ろう。きっと宿で花はな滝たきセンパイと涼葉が心配してるだろうから」

　立ち上がると体についた雪を払う。

「あ～～あ、マコトさんとかまくらで一晩過ごすのも楽しそうだったのにな」

　残念そうに呟つぶやきながらも、かなでも雪の中から這はい出る。

「二人とも帰るの？　それじゃ一緒に行こ」

　わに太朗を先頭にして歩き始めた。

　その言葉通り、すぐに舗装された道路へと出る。眼下には町の明かりすら見えた。

　生せい還かんって言葉を、マコトは思わず嚙かみ締めてしまった。

「さ、帰ってご飯食べましょ。アタシもうお腹なかぺこぺこです」

「そ～～だな。帰ろう」

　歩き始めるマコトだけど、ふとその足が止まる。

「ど～～したんですか？　マコトさん」

「いや、なんて言うか………気のせいかもしんないけど………涼すず葉はの声が聞こえないか？」

「え？」

「なんか、助けてって聞こえるんだけど」

　耳んとこに手をやったりしてから、かなでが首を振った。

「聞こえませんよ」

「ボクも聞こえない」

　わに太た朗ろうも首を横に振る。

「きっと風の音がそう聞こえただけですよ」

「そっか、そうだよな」

　再び歩き出そうとするけれど、すぐに足を止めた。

「ごめん。ちょっとだけ見てくる」

「ちょっとマコトさん」

「すぐに戻って来るから！」

　そう言い残すと、マコトはまた雪の世界に足を踏み入れた。
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　明るい日の光にくすぐられ、涼葉は目を覚ました。

　天てん井じようが見えた。くすんだ茶色の天井だ。

「ここは………」

　むっくりと起き上がって辺りを見やる。間違いなく民宿の畳たたみの部屋だ。ストーブで部屋の空気はしっかりと温められている。

　すぐ隣にかなでが丸くなって眠ねむってた。コタツの中の猫ねこのような体勢だ。

「拙せつ者しやは…………」

　そっと記憶の糸をほじくり返す。マコトを探して山路を歩き回っている中、足を滑すべらせ崖がけから落ちたこと。着地に失敗し、足を雪に取られてしまったこと。少しずつ積もっていく雪に、意識が遠のいていったこと。ｅｔｃ……。

「どうして、拙者はここに……」

　なおも目をぱちくりさせてる涼葉の隣で、丸くなってたかなでの瞳がゆっくりと開いた。

「あれ、涼葉さん。おはよ～～～～～ございます」

　むっくり起き上がったかなでは、目をごしごし擦こすりながらニッコリと微笑ほほえんだ。

「かなで……拙せつ者しやはどうやってここに？」

「え？　ああ、もうびっくりしましたよ。涼すず葉はさんが雪に埋もれてたんですから。マコトさんとわに太た朗ろう様とで一生懸けん命めいに掘り起こしたんですよ」

「わに太朗殿どのも一緒でござったか」

「はい、途中で偶然に会って」

「そうでござるか。とにかく無事でよかったでござる」

　涼葉は大きなため息を吐はき出した。

「それにしても、捜さがしに行った拙者が助けられてしまっては情けないでござるな」

「そんな落ち込まないでくださいよ。人間誰しも失敗ってあるんですから」

　慰めるかなでに、涼葉は真ま顔がおで尋ねた。

「ちなみに聞くでござるが、どうして遭そう難なんしたでござるか？」

　かなでは真顔で答えた。

「それはあたしがへんな道に入っちゃったからです」

　……………数秒の沈黙の後。

「お～～ぬ～～し～～と～～い～～う～～や～～つ～～は～～い～～つ～～も～～い～～つ～～も～～」

　おどろ線を山ほど背負って、涼葉はかなでに怒った。

「まあまあ、そんな怒らないでくださいよ。アタシだってすごく反省してるんですから。どうです～この反省で一杯の瞳を」

　覗のぞき込んだけど反省は見当たらなかった。何かニタニタしてる瞳だった。

　思わずタマネギを押しつけたくなったけど、残念ながらタマネギは見当たらなかった。

　ため息を吐き出す涼葉に、かなでが思い出したかのように声をぶつけた。

「そうそう、涼葉さん。マコトさんにちゃんとお礼言っといてくださいよ。涼葉さんのこと見つけたのマコトさんなんですから」

「マコト様が？」

「はい。帰ろうとしてたら不意に止まって、何か涼葉さんの声が聞こえるって言い出して。なんか助けてって聞こえるって言って。だけどおかしな話なんですよ」

　心の底から不思議そうに、かなでは言った。

「涼葉さんの声なんかちっとも聞こえてなかったんです。まあ、アタシは耳掃除さぼってたってせいもあるかもしれませんが、あのわに太朗様ですら気がつかなかったんですよ。マコト様の耳がわに太朗様より鋭いとは思えないし…………ど～～ゆ～～ことなんでしょ～～ね」

　真剣な顔で首をひねるかなで。

「マコト様が拙せつ者しやの声を…………」

　確かに、意識が薄れる中、マコトの名前を口にした記憶があった。

　だけど、かなではともかくわに太た朗ろうの耳にすら聞こえなかったその声がマコトには届いたというのはおかしな話だ。

　忍にん者じやの五感の鋭さは半はん端ぱではない。聴覚だって極限にまで磨とぎ澄すまされている。かなではともかく、忍者のサラブレッドの血をひくわに太朗の聴覚はかなりのものだろう。

　そんな二人の忍しのびをさしおいて、一般人のマコトに声が届いたのは何な故ぜか？

　もしかしたら、それは奇跡なのかもしれない。

　時を超えてしまうと同じくらいに不思議な奇跡。

　絆きずなが生んだ奇跡。

　そう考えると、何だか頰ほおが熱くなった。

「あれ、涼すず葉はさん風か邪ぜひいちゃいましたか？　顔が真まっ赤かですよ」

「なんでもないでござる」

　涼葉は頭から蒲ふ団とんをかぶった。

「なんでもなくないですって。ちょっと顔出してくださいよ。熱計りますから。ねえちょっと、涼葉さんってば」




　ちなみに、そのお隣の部屋では。

「やっぱり雪山で遭そう難なんなんてするもんじゃないよね～～～」

　蒲団の中で、しみじみとマコトが呟つぶやいた。

「助けられた後も大変なんだから………へっくしょん！！！！」

　盛大なくしゃみをかました。しかも鼻水つきのパワフルなもんだ。

「うう、寒い寒い」

　マコトは蒲団に潜もぐり込んだ。

　そう、昨晩の遭難のせいですっかり風邪をひいてしまったのだ。だからこうして、花はな滝たきと一緒に枕を並べて寝込んでるのだ。

「へっへっへ、ここまで連れて来てやった俺おれを置いてさっさとスキーに行ってしまうからバチが当たったんだぞ」

　隣のアフロがもそもそって動いてそんなことを言う。反論出来ないとこがつらいとこだ。

「にしても、よく聞こえたもんだな？」

「え？」

「かなでちゃんから聞いたんだよ。お前が涼葉君の声に気がついて助けに戻ったんだって」

「ああ、僕も不思議なんだけど聞こえたんだよな。あの時」

　他ひ人と事ごとのようにマコトは呟いた。

「やっぱり母さんの子供ってことなのかな」

「？」

「いや、うちの母さんすっごい耳も目もいいからさ。僕も似たのかなって。まあ普段はそんなでもないから単なる偶然だろうけど。まあよかったよ」

　マコトがそんなこと言って微笑ほほえんだ時だ。

「こんにちは！」

　天てん井じよう板が外されて、リンゴほっぺの男の子がひょっこりと顔を出した。

「わに太た朗ろうくん。ど～～～したの？　確か民宿に戻ったんじゃ」

「うん、虎牙ベンガルが言ってた民宿に行ったんだけどさ。誰もいなかったんだ」

　よっと飛び降りると、わに太朗はつまらなそうに呟つぶやいた。

「夜に飛び出してったんだって。きっとまた修行しに行っちゃったんだよ。つまんないから今日はマコト兄ちゃん達んとこにいるよ」

　わに太朗は背負ってたナップサックをひっくり返した。中から出てきたのはトランプだとかウノだとかドンジャラだとかだ。

「見て見て、お小こ遣づかい貯ためて買ったんだ。遊ぼ遊ぼ遊ぼ」




　一方その頃　血ち桜ざくらの皆様は……。




　まだ山の中にいた。

　一晩中寝ないでうろつきまわって、もう体力も精神力もへろへろなのに、まだがんばってた。

「わに太朗様はいたか？」

「いません」

「春日かすがマコトは？」

「やっぱりいません」

　勇気ある下げ忍にんが一歩歩み出て言った。

「ここは一いつ旦たん戻ったらどうでしょうか？　もしかしたらわに太朗様は自力でふもとに下りられているかもしれませぬし」

「バカを言うな！」

　虎牙の拳こぶしがうなった。疲れててもそのキレは抜群だ。さすが暴力の申し子だ。

「こんな理想的な好機、次はいつ訪れるか分からないのだぞ。きばって捜さがすのだ！」

「はいいいいいいい！！！！」

　白銀の世界の中、下忍の苦労はまだまだ続くのだった。





第二十話　完　　















　　　第二十一話　ピンクなキノコの大事件
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　お昼時の出来事だった。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐんアジト前の広場では、その日の食事当番の下げ忍にん達によって昼食の支度が着々と進められていた。

　とは言ってもやはり忍しのび。いくつもメニューのある豪ごう華かな食事という訳にはいかない。

　その日のメニューは、桜さくら汁じるだった。

　桜汁とは、血桜に伝わるすいとんのことだ。みそ仕立ての汁の中に、イノシシの肉と野菜をぶちこんでことことと煮込む。最後に水で溶いた小麦粉を一口大に落として完成だ。シンプルながら深みのある味で人気も高いのだ。

「うむ、いい感じだぞ」

　でっかな鍋なべをかき混ぜてた下忍が楽しげな声を上げた。

「そろそろすいとんいけるぞ～～。ど～～だ～～～？」

「お～～し、それじゃ準備すっからちょっと待っててくれよ」

　でっかな器で小麦粉を溶いてる下忍達に心の中でエールを送り、桜汁担当の下忍は鍋の中を覗のぞき込んだ。

「うまそ～～だな～～」

　下忍の口からヨダレがじゅるじゅると音をたてて流れ出した。真まっ赤かな覆ふく面めんをじとってしめらせる。

「このイノシシ肉が最高なんだよな。それからよく煮えた里さと芋いもの柔らかさときたら。あと忘れちゃいけないのが干ほし大根。冬の寒さで味が凝ぎよう縮しゆくされてんだよね。それからなんと言ってもキノコの歯応ごたえが…………」

　キノコが見当たらなかった。

　下忍は鍋に顔を近づけた。ぐるぐるかき混ぜながら観察する。やっぱりキノコは見当たらない。

「いかんいかん。入れ忘れてたよ。せっかくスーパーで買って来たキノコ」

　苦笑いしながら下忍は顔を横に向けた。

　そして、目を見開いた。

　転がったスーパーの袋ふくろ。そこに顔を突っ込んでふがふがしてる獣けものを発見したからだ。

　下げ忍にんの視線に気がついたのか、獣けものは袋ふくろから顔を引っこ抜いた。タヌキだった。

　そしてその口に頰ほお張ばられているのは紛れもなくスーパーで買って来たキノコだった。

「あ～～～～！！！！」

　下忍の悲鳴に、タヌキは一いち目もく散さんに逃げ出した。もちろんキノコは頰張ったままだ。

「こら、待て！！！！」

　下忍がタヌキを追いかける。いくら下忍と言ったってその体術は半はん端ぱではない。まず普通ならタヌキごときに遅れは取らないだろう。

　だけど、タヌキはただものじゃなかった。

　いきなり分身の術をかましたのだ。普通のタヌキに出来る芸当とは到底思えない。

「あああああ！！！！」

　驚く下忍の隣に、別の下忍達が現れる。ご飯はん担当、漬つけ物もの担当の下忍達だ。

「どうしたんだ？」

「タヌキにキノコを奪われたんだ。しかもただのタヌキじゃないんだ」

　下忍は早口にまくしたてた。

「分身の術をしやがるんだ！」

　次の瞬間、下忍のこめかみに手しゆ裏り剣けんが突き刺さった。前方を走るタヌキから飛んで来たものだ。

　血をだらだら流しながら下忍は神しん妙みような顔つきで言った。

「しかも手裏剣も投げやがるんだ」

　分身の術をし、手裏剣も投げてしまうタヌキ。普通ならウソっで～～って笑い飛ばすとこだけど下忍達は笑い飛ばさなかった。

　心当たりがあったからだ。

「毛け田だ五ご郎ろう様のタヌキに違いない」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、血桜毛田五郎。動物使いの異名を持ち、どんな動物をも手て懐なずけ動物忍にん者じやに仕立ててしまうという恐ろしい忍しのびだ。

　もっとも、普段はというと森に籠こもって動物達にダンスをさせては喜んでいるちょっと変わった忍びではあるけれど。

　でもまあ、血桜の中忍や上じよう忍にんなんて変わった連中ばっかだからそんなこと気にしても仕方ない。

「とにかく、毛田五郎様のタヌキといえども、キノコを奪ったのは許せん。人間様の恐ろしさを思い知らせてやろうぞ」

「お～～～～！！！！」

　下忍一同、拳こぶしを振り上げた。

　そして、それぞれの手に愛用の武器を握り締めタヌキに襲いかかった。




　ドカバキゴキゴキュゴキュ！！！！




　タヌキは去って行った。

　後には下げ忍にん達が残された。

　あるものは地面に埋まり、あるものは近くの枝にひっかかり、またあるものは服をずたずたに引き裂さかれ恥ずかしがっていた。

　情けないことに、タヌキに敗北してしまったのだ。

　しかもただの敗北じゃなかった。頭に完全って文字がつく敗北だった。

「さすが毛け田だ五ご郎ろう様の育てし忍しのびタヌキ」

「たかがタヌキだと手加減したのがいかんかったな」

「そうだそうだ。あの愛くるしい顔に思わず手加減してしまったのだ」

　実は全力で戦ったくせに、下忍達は口々に言った。

　さすがに手加減したってことにしないとアイデンティティーが保てなかったのだ。

「それにしても、キノコ食べられちゃったな～～」

「仕方ないさ。残念だけどキノコ抜きで作るしか」

「そうだそうだ、キノコは売り切れてたとでも説明しとけばいいさ」

　あくまで忍タヌキに取られたってことは内ない緒しよにしておきたい下忍達だ。

「さ、戻って昼飯の支度の続きをするか」

　下忍達が戻ろうとした時だった。

「お前ら、そんなとこで何をしておるのだ？」

　茂みの中からぬっと顔を突き出したのは、とてつもなく恐ろしい顔をした獣けものだった。いや、獣って言ったら全国の獣が気を悪くするだろう。それぐらいいかつい顔だ。

「いや～～～～！！！！」

　新あら手ての動物忍にん者じやだって思った。今度はキノコだけじゃ済まず頭からバリバリかじられてしまうんじゃないか？　なんてことも思った。

　だけど、よく見たら彼らの上じよう司しだった。

「なんだ、虎牙ベンガル様でしたか」

「なんだではない。まったく、人の顔を見て悲鳴を上げるなど、失礼千せん万ばんな奴やつらだな」

　でっかな鼻をフンっと鳴らし、ぶつぶつ文句を言いながら虎牙は茂みから出て来た。

　その背中には山のような薪まきが背負われていた。冬の防寒用に割って来たらしい。

「それより、お前らは食事当番のはずだろう。どうなっているんだ？」

「は、今作っている最中でございます」

「少し薪が足りなくなり集めていたのでございます」

「今日は桜さくら汁じるです」

「なに、桜汁だと？」

　虎牙ベンガルの片方の眉まゆが釣つり上がった。と、次の瞬間にんまりと笑みが浮かぶ。

「あれはいい。体が温まるからな。寒い冬にはもってこいの料理だ。コクのあるイノシシ肉に、みそ味のしみた凍こおり大根、もちもちとしたすいとんだ。それになんと言ってもキノコの歯は触ざわりが最高だ。ぐふぐふぐふふ」

　大量のヨダレをすすり上げる虎牙に、一人の下げ忍にんが恐る恐る尋ねた。

「あの、虎牙様。後学までに尋ねておきたいのでございますが、キノコの入っていない桜汁というものは許せますか？」

「そうだな～～」

　虎牙はなんとなく空を見上げながら呟つぶやいた。

「もしキノコの入っていない汁を桜汁だと言ってわしの前に出す奴やつがいたとしよう………そしたらわしはそいつを」

　そこで壮そう絶ぜつな表情になった。

「ぶっ飛ばす」

　だけど噴ふき出した。

「たかが食べもののことでと滑こつ稽けいに思うかもしれんだろうが、桜汁とは我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐんに古くから伝わる歴史ある食べものだからな。ついついムキになってしまうということだ。ん？　お前どうしたんだ？　顔色が真まっ青さおだぞ。そこのお前、えらい冷や汗が出てるぞ。さらにそっちのお前、頭から血が出てるぞ。ちゃんと止し血けつしろよ」

　虎牙は鼻歌歌いながら去って行った。上機嫌のようだった。

　だけど残された下忍達はちっとも上機嫌じゃなかった。むしろマイナスだった。それも底の知れない深い深いマイナスだった。

「お前のせいだぞ！　お前が今日は桜汁だなんて言うから！　イノシシの肉の入ったみそ汁ですって言えばよかったのに」

「なんだと、元はと言えばお前がタヌキにキノコを奪われたからだろ！」

「ケンカするのは後にしろ！」

　一人の下忍が怒ど鳴なった。

「問題はいかにして虎牙様にぶっ飛ばされないようにするかだ。今日は桜汁ですと言ってしまった以上もはやキノコ抜きの汁を出したら最後、確実にぶっ飛ばされてしまう」

　下忍会議が始まった。

「もう一度買ってくるというのはどうだ？　最寄りのスーパーまで我らの足ならば」

「ダメだ。金がない」

「これから山に入って取って来るというのは？」

「この辺の山にもないことはないが、探すのに時間がかかりすぎる」

「ならば、ニンジンをキノコの形に切って入れるというのはどうだ？」

「アホか。いくら虎牙ベンガル様でもニンジンとキノコの味の違いくらいわかるぞ」

「ならばならば、我らのうちの一人が鍋なべにひそみ、秘部を突き出して一応キノコが入ってるんだぞというところをアピールし」

「おい、誰かこいつを埋めてしまえ！」

　下げ忍にん会議は、一人の犠牲者を出して終了した。

「どうしようもないってのはこのことを言うのだろうな」

　下忍一同、頭を抱かかえ込んだ。

「大人おとなしく虎牙様にぶっ飛ばされるしかないのか………」

　ぶっ飛ばすって言ったって千せん差さ万ばん別べつだ。笑って済ませられるぶっ飛ばすもあれば、痛くて痛くて泣いちゃうぶっ飛ばすもある。

　虎牙のぶっ飛ばすはぶっ飛ばすランキングでも最高ランクを狙ねらえる程にパワフルなぶっ飛ばすだ。むしろぶっ殺すって言った方がいいくらいのぶっ飛ばすなのだ。

「さよなら人生君」

　はらはらと涙を流し出す下忍の中、一人がはっと息を飲んだ。

「皆のもの！　諦あきらめるのは早いぞ！　キノコを手に入れる方法が一つだけあるぞ！」

「本当か！！！！」

　集まってくる仲間達に、下忍はおごそかに言った。

「上じよう忍にん、どんこ之の介すけ様の力を借りるのだ！！！！」
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　廃工場から少し離れたところに、洞どう窟くつがあった。

　それがいつ出来たものかは定さだかではないが、その中は広く深いことは確かだった。

　そしてもう一つ、確かなことがあった。

　洞窟が、異い形ぎようの者達のねぐらであること。

　そんな異形の者達の住まいに、下忍一行は潜もぐり込んでいた。

　松明たいまつをかかげながら進む。まるで探検隊のような一行だ。

「おい、引き返した方がいいんじゃないのか？」

　下忍の一人が怯おびえた声を上げた。

「よりによって、こんなとこに足を踏み入れるなんて」

「仕方ないだろう。どんこ之介様に会うためには行くしかないんだから。それとも他ほかの方法があるのか？」

「そりゃないけどよ……」

「何をそんなに怯おびえている。常識的に考えてみろ。上じよう忍にんの皆様が同じ血ち桜ざくらである我らに危害を加えるようなことはないさ」

　確かに、常識的に考えればそうだ。

　だけど、その常識ってのが通じないところが上忍の恐いとこなのだ。

　血桜忍にん群ぐん上忍、強さと引き換えに常識を捨てた連中。

　そんな上忍達のねぐらこそがこの洞どう窟くつなのだ。

「確か一番奥にいると聞いたような気がするぞ」

　下げ忍にんが呟つぶやいた時だった。

　松明たいまつの火がなんの前触れもなく消え去った。

「うわ、なんだ。突然松明が消えたぞ」

「早くつけろ！」

「待ってろ！　今、火打ち石で」

「いや、俺おれのライターを使え！」

「お前ライターなんか持ってやがんのか！」

「分かったぞ！　タバコ吸ってんだな！　下忍はタバコと酒とパチンコとマージャンは禁止されてるってのに」

「虎牙ベンガル様に言いつけてやるぞ！」

　そんなことしてる中、闇やみがうごめいた。

『やかましい奴やつらじゃの～～』

　背骨を溶かされていくような無気味な声だ。

『よく見れば下忍共ではないか？』

　別の方向から声が聞こえる。

『我らのねぐらに何の用事なのかえ？』

『もしや、下げ剋こく上じようという奴やつなのではなかろうな？』

『下忍が我ら上忍に刃を向けるとは………』

『何と愚かな……』

　闇が振動した。笑ったのだ。

『妙な夢を見なければ長生き出来たものを』

『一滴の血も残さずすすり取ってやろうかえ？』

『生きてきたことを後悔させてやろうぞ』

「ち、違うのでございます！！！！」

　下忍の一人がからからの喉のどで叫んだ。

「拙せつ者しやらは、どんこ之の介すけ様に頼みがあってまいったのでございます！」

　闇が静寂した。

『なんじゃつまらん』

『久しぶりに楽しめると思ったのにの～』

『やれやれ』

　見えない何者かが去って行く音が聞こえる。ぼっと音をたてて、消えていた松明たいまつに火がともった。

　下げ忍にん達はその場にへたへたとへたり込んだ。

「オイラ、生きた心地がしなかったぞ」

「俺おれもだ。見ろよこの肌。こんなに鳥肌がたってる」

「僕の首筋を、誰かの手が触さわったんだ。氷のように冷たい手だったぞ。ひいいいい」

「お前なんかまだいいよ。俺なんか耳たぶを甘あま嚙がみされちまったんだぞ」

　引き続き恐いよ～～恐いよ～～ってやってる下忍達に、ころころと弾はずんだ声がかけられた。

『ねーねー、どんこ之の介すけ様を探してるんでしょ？』

『ボク達が案内してあげよっか？』

　見ると、忍にん者じや服を着たちっちゃな男の子と女の子が立っていた。よく出来た人形だ。

　下忍達の体に緊張が走った。

「いっぽく堂どう様！」

『も～～、ダメだな～～。ボクの名前はにん吉きち』

『わたしの名前はにん美み。間違えちゃいやよ』

　すねた仕し種ぐさをしてから、二体の人形はぎらぎら光る武器を片手に言った。

『今度間違えちゃったら潰つぶしちゃうからね～～』

　青ざめた顔で、下忍達は顔を見合わせた。

　そして、無言の会議が始まった。

　無言で会議が成り立つのかなんて疑問を覚える人がいるかもしれないが何ら問題はない。

　忍者が唇くちびるの動きを読む読どく唇しん術を会え得とくしていることは歴史の中においても有名な話である（やや眉まゆ唾つば）。

　だけど問題があった。

　覆ふく面めんで口んとこ覆おおってたからぱくぱくやってもちっとも通じないのだ。

　だから下忍達は次なる手に出た。

　鼻をひくひくさせて会話することにしたのだ。

　忍者が鼻の動きを読む読どく鼻び術を会得していることは歴史の中においても有名な話である（眉唾）。

　だけどここにも問題があった。

　鼻も覆面で隠れてたからちょっとくらいひくひくさせても分からないのだ。

　だから下げ忍にん達は最後の手段に出た。

　眉まゆ毛げを上下させて会話することにしたのだ。

　忍にん者じやが眉毛の動きを読む読どく眉び術を会得していることは歴史の中においても有名な話である（スーパー大ウソ）。

　とにかく、下忍達は眉毛で会話しあった。

　ニョニョニョニョ。

　ぴくぴくぴくぴく。

　ぎゅいぎゅいぎゅいぎゅい。

　にょきにょき。




（以後、訳でお届けします）




『おい、いっぽく堂どう様が案内してくれるって言ってくれてるぞ。どうする？』

『どうするもなにも、ここはありがたく案内してもらうってのがいいんじゃないのか？』

『大丈夫か？　どっか連れてかれて埋められたりしないだろうな？』

『大丈夫だろう。いっぽく堂様は決して乱暴な人じゃない。ただ一つのことだけに気をつけていさえすれば』

『いっぽく堂様と呼ばずににん吉きちくんにん美みちゃんと呼べばいいのだな』

『それだけじゃないぞ』

『まだあるのか？』

『ああ、いいか。よく聞けよ』

『ちょっと待てよ。今、俺おれ達は眉毛で語ってる訳だから、聞けってのはおかしいだろ。よく見ろって言うのが正解だろ』

『お前はまた細かいことをぶちぶちと。おい、気にせずさっさと喋しやべれ』

『喋れって言うのもおかしいぞ。さっさと動かせっていうのが適切だろ』

『だから細かいことはいいんだってば。お前は黙ってろ！』

『何言ってんだよ。さっきから俺達全員黙ってるじゃないか。これだから頭の悪い奴やつは』

『おい、誰かこいつの眉毛を瞬間接着糊のりで動かせないように固めろ！』

『了解！』

『きゃ～～～止やめて～～～、あばあばあばおばいあじゃら』（注：眉毛が接着されて動かせなくなったためにこのような訳になった）

『さ、それで、呼び方の他ほかに気をつけなくちゃいけないってことは？』

『うむ、大切なことはだな。いっぽく堂様の姿を見ちゃいけないってことだ』

『どういう意味だ？』

『そういう意味だ。いっぽく堂どう様は姿を見られていると恥ずかしくて恥ずかしくて錯さく乱らんしてしまうそうなのだ』

『恥ずかしくて錯乱するってのはまたとんでもなく困った性格だな』

『まったくだ』

『とにかく、いっぽく堂様の姿は見るんじゃないぞ。見えないフリをするんだぞ。分かったな』

『承知!!』

　長い長い会議が終わり、下げ忍にん達は二体の人形に顔を向けた。

「どうも、お待たせいたしました。にん吉きち様、にん美み様」

『にん吉くんって呼んで』

『あたしのことはにん美ちゃんね』

「分かりました。にん吉くんにん美ちゃん。是ぜ非ひ、案内をお願いしたいのですが」

『分かった。それじゃついて来てね』

『ついて来てついて来て』

　ぴょこぴょこ歩いていく二体の人形に、下忍達はくっついて行った。

　人形のすぐ後ろに、黒くろ子こみたいな格好した男がいてなんか十字にした木の棒みたいなのを両手に持ってたりしてたけど、下忍は見えないことにした。断固として目を反そらした。

　献身的な下忍達の努力により、洞どう窟くつの一角にたどり着く。

『じゃ～～ね。ここがどんこ之の介すけ様の部屋だからね』

『毒キノコに気をつけてね～～』

　ぴこぴこ手を振って、にん吉くんとにん美ちゃんは去って行った。

　下忍達もにこやかに手を振った。

　一緒に黒子みたいな格好した男も去って行ったんだけど、そっちには手を振らなかった。断固として振らなかった。見えてないのだから振る道理がないのだ。

「さてと、とうとうここまで来たぞ」

　ごくっと喉のどを鳴らしてから、下忍達は洞窟の奥に松明たいまつをかざした。

　松明の明かりに照らされて、一人の忍しのびが浮かび上がる。

　忍びの体はキノコに覆おおわれていた。

　信じられないことだが、このキノコはこの忍びの体から生はえていた。

「ううむ」

　下忍達が唸うなった。

「噂うわさには聞いていたが………見事な生えっぷりだな」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜どんこ之介。自らの体にキノコの菌糸を植えつけキノコ人間となったとんでもない忍びだ。

　毒キノコを飛ばし敵を攻撃したりもすれば、薬となるキノコで仲間の傷を癒いやしたりもするオールマイティーな忍しのびだ。

　ただ、とにかく眠ねむってばかりいるってのが困ったところだ。頭の中にまでキノコが生はえてしまったせいだって噂うわさされてる。

　とにかく、人間を捨ててる上じよう忍にんの中でもとくに捨てちゃってる忍にん者じや。それが血ち桜ざくらどんこ之の介すけなのだ。
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「どんこ之介様、実はお願いがあってまいりました。どんこ之介様」

「無む駄だだよ。いったん眠りについたどんこ之介様は、二、三年は目をお覚ましにならないから」

「ううむ、ますます人間離れしてる」

　さすがの下げ忍にん達も唸うなる。

　もはや人間って言っていいのか疑問に残るところだ。

「さ、キノコを取って行くとするか。虎牙ベンガル様が痺しびれを切らして待ってるだろうからな」

「しかし、食べられるのかこのキノコは？」

「大丈夫だ。中には毒キノコもあるがちゃんと食べられるキノコも生はえてるはずだぞ」

「それをどうやって見分けるのだ？」

「ふっふっふっふっふっふ」

　その下忍は不ふ敵てきに笑った。

「これを見ろ！」

　懐ふところから引っ張り出したのはエッチな雑誌だった。

「亀かめ八はちよ。そんなもんを今見せられてもどうしようもないのだが」

「いかんいかん間違った間違った。こいつだ！」

　正解が現れた。正解は一本の巻物だった。

「こいつは俺おれの親父おやじが書いたものだ。鯱しやち肌はだ丸まる様に頼まれてどんこ之の介すけ様に生はえるキノコの全すべてを調べ上げたらしい。それが一体どんな効能があるのかって」

　下げ忍にんは遠い目をした。

「この巻物を作るために、何人もの下忍が犠牲になったと聞く。ある者は笑いが止まらなくなり、ある者はしゃっくりが止まらなくなり、ある者は一発ギャグが止まらなくなり」

「いつの時代も、貧乏クジを引くのは我々下忍と決まっておるのだな」

　下忍達は静かに拳こぶしを握り締め涙した。

「さてと、それじゃ見るぞ」

　松明たいまつの明かりの下もと、収穫作業が始まった。

「そこに緑色した奴やつ。それは食べれるって書いてあるぞ。しめじみたいな味がするらしい。あ、その赤いのも食えるってさ。あああ、そこの椎しい茸たけそっくりのは毒きのこだって。一口かじれば牛だってひっくりかえるそ～だ。あああ、そこの斑はん点てん付いてる奴。それうまいって書いてあるぞ」

　しばしの収穫作業の後、カゴは一杯になった。

「よ～～し、これだけあれば十分だろ」

「うむ、それでは戻るとしようか」

「ちょっと待ってくれよ」

　一人の下忍が声を上げた。

「あそこに一本だけ生はえてる桃もも色いろのキノコ。ありゃなんだ」

「ん？」

　視線が一品のキノコに集まった。

　子供の拳こぶしくらいの大きさのキノコだった。色はうっすらとした桃色だ。

「ど～見たって毒キノコだろありゃ」

「そうだな。待ってろ。一応調べるから」

　ぱらぱらってめくる。

「うん、あったぞ。えっと、何々」

　巻物にはこう書かれてた。




　命名　桃色茸たけ

　味　極めて良し

　おすすめ調理法　煮るも良し焼くも良し茶ちや碗わん蒸しにするも良し

　注意　女子は食うべからず。何な故ぜならば…………




「…………続きが読めんな」

「すまん、この間うっかり茶をこぼしてしまってな」

「ど～～して女子は食べちゃいかんのだろ？」

「さ～～、月のものが遅れでもするのかな」

　そこで下げ忍にん達はぽっと赤くなった。けっこう純情な人達なのだ。

「ま、いっか。うまいって言うなら持ってこうぜ」

「そ～～だな」

　ピンクのキノコが収穫された。

「さ、急いで戻ろう。そろそろ虎牙ベンガル様が空腹でイライラして周りの下忍達をぶん殴なぐってる頃だからさ」

「そ～～だそ～～～だ」

　下忍達はわさわさとその場を後にした。

　どんこ之の介すけだけが残された。カゴ一杯に収穫されたとはいえまだまだその体はキノコに埋もれてた。

「ゆきぐ～～にま～～いたけ」

　どんこ之介の寝言だけが闇やみの中に響いた。

　彼がどんな夢を見てるかは、謎なぞだった。




　　　　　３




「いただきます！」

　広場にて、昼食会が始まった。

　参加者は虎牙ベンガル、カバネ丸、そしてあろっとおぶな下忍達。

　基本的にこの昼食会は下忍だけのものなのだ。自称、下忍の教育係の虎牙を抜かせば、参加するのはカバネ丸くらいなものだ。もっとも、彼の場合はごくたまにだけど。

　麦飯おにぎりに肉と野菜たっぷりの桜さくら汁じる。

　血ち桜ざくらとしては実に豪ごう華かなメニューに、一同無心になってがっつく。

　もちろん、我らが虎牙さんもがっついてた。みそ汁ぶっかけご飯にするとがつがつと頰ほお張ばる。

「うん、うまい。やっぱり桜汁は最高だな」

　食事当番の下忍達は顔を見合わせ、無言で眉まゆ毛げを上下させた。

（やったな）

（おう、やったぞ。一時はどうなるかと思ったがなんとかなったぞ）

（しかし、どんこ之の介すけ様から取ってきたキノコ。最初は気味悪かったけどけっこううまいじゃないか）

（そうだよな。こんなことならもっと前から収穫に行っときゃよかったかも）

「ふ～～、桜さくら汁じるお代わりだ。肉も野菜も多めでな」

　からっぽになった特大おわんを虎牙ベンガルが突き出した。

「はいはいはい」

　かいがいしく食事当番下げ忍にんの一人がお代わりをつぎに行く。

「しかし、あまりに桜汁が出来上がるのが遅いもんだからわしは心配してたぞ」

　たくあんをぼりぼり嚙かじりながら虎牙が言った。

「てっきり、食材でも足りなくなって慌あわててるんじゃないかって」

　当番の下忍達がそろって箸はしを落とした。

「どうしたんだ？」

「いえ、なんでもございません。虎牙様。なあ」

「そうそう、なんでもないよ。ただ手が滑すべっちゃって。そうだよな？」

「そうそう、滑っちゃっただけ滑っちゃっただけ」

　下忍らはそろって箸を拾った。

「そんな食材が足りなくなるなんてね～～」

「そんなことないよね～～」

「遅くなっちゃったのは煮込んでただけだよね～～」

　ぎこちなく笑って食事を再開する。だけどしっかり箸は逆さか様さまだった。

「フン」

　少しだけいぶかし気な顔をしてた虎牙だけど、特大おわんが運ばれてきて興味もうつる。

「お、来たか来たか」

　ほくほく顔で桜汁をほおばる虎牙の様子に、ほっと胸をなで下ろし当番下忍達だったけど……。

「む!!　こいつは！！！！」

　虎牙がいきなり口に手を突っ込むと何かを引っ張り出した。それはキノコの切れ端はしだった。

「この味、この香り、この触感………間違いない」

　当番下忍を睨にらみ付け、虎牙は叫んだ。

「お前ら！　このキノコを一体どこで手に入れた！」

「え？　それは………スーパーで」

「ウソを言うな！　これがスーパーで売られてるはずがないだろう！」

「その、裏山で………」

　虎牙がすごい目で睨み付けた。心臓が止まってしまいそうなくらいの眼力だ。

　そんな眼力の前に、白しらを切り通すのは不可能だった。

「も～～しわけございません！！！！」

　当番の下げ忍にん達は一いつ斉せいに土ど下げ座ざした。

「実は、実は、大切な食材のキノコをタヌキに奪われてしまい…………いや、タヌキと言っても普通のタヌキじゃないのですよ。毛け田だ五ご郎ろう様が育てた忍しのびタヌキです。そうじゃなかったらやすやす奪われることなんかしません。それにものすごく油断していて……」

「下らん説明はいい！　このキノコはどこで手に入れたかを聞いておるのだ!!」

「ですから、実は、その、あの………」

　しばしもごもご言いよどんでから、下忍は半ば叫ぶようにして言った。

「どんこ之の介すけ様から取って来ました！」

　ぶっ！！！！！！

　カバネ丸が口にふくんでた汁しるを噴ふき出した。

「うへえ、あいつから取って来やがったのか？」

　一方、他ほかの下忍達の反応は薄かった。

「どんこ之介様？　誰だ？」

「知らないのかよ。幻の上じよう忍にんって呼ばれてる人だよ」

「なんでも全身からキノコが生はえてるんだってさ」

「全身からキノコ？　ふんどしからキノコが生えてくるのと同じようなもんか？」

「きっとそうだよ」

「あいつらめ。とんでもないもん食わせやがって！」

　血の気の短い下忍達が立ち上がった。

「一発殴なぐってやんなきゃ気が済まねえぞ！」

　当番下忍達に向かって飛びかかる。

「汚いもんを食わせやがって!!」

　だけど、その拳こぶしは届かなかった。

　横から飛び出して来た丸太のような拳によって、ぶっ飛ばされたからだ。

「バカモノがあああああ！！！！」

　虎牙ベンガルだった。

「どんこ之介のキノコを汚いだと！　罰ばち当あたりなことを言うな！」

　顔を真まっ赤かにして、虎牙は怒った。その目には涙すら浮かんでた。

「教えてやる！　どんこ之介が一体何のために自らの体にキノコを植えつけたのかをな」

　そして虎牙は語り出した。

　要約するとこんなだった。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐんを襲う未み曾ぞ有うの食料危機。

　そこで立ち上がる一人の忍しのび。

　忍びは、人間の体を苗なえ床どこにしてキノコを栽培する方法を編み出していた。

　自らの体を犠牲にし、忍びは血ち桜ざくらの食料危機を救った。

　とまあそんな内容だった。

　話し終わる頃には、下げ忍にん一同むせび泣いていた。

「知りませんでした。俺おれ達がバカでした」

「分かればいいのだ分かれば。さ、味わって食べるのだぞ」

「はは」

　下忍一同、むせび泣きながら桜さくら汁じるを食べた。涙がお椀わんに入ってちょっとしょっぱくなったけどそれでも食べ続けた。

「おりゃ～～いいや。やるよ」

　カバネ丸は手近の下忍にお椀わんを押しつけた。

「そうか、そう言えばお前の父は確か鯱しやち肌はだ丸まる様の命令でキノコを調べたのだったな」

　虎牙が思い出したように言った。

「それでキノコの判別が出来たのだな。なにしろ奴やつの体から生はえているキノコの九割は毒キノコなのだからな」

　食料危機を救うために自ら犠牲になったくせに、毒キノコばっか生やしてるのは矛盾してるよなってカバネ丸は思った。

　だけど、人の感動に水をさすような趣味は持ち合わせちゃいないから黙ってた。

「食えるキノコって言えば、たかあき茸だけにまろ茸、みみたぶシメジに、まいまくり茸、なんちゃって椎しい茸たけなんてのもあったな」

「その通りです。虎牙ベンガル様。お詳しいですね」

「な～～に、キノコを調べた時に当時下げ忍にんだったわしも少しは手伝ったのでな」

　豪ごう快かいに笑う虎牙を見ながら下忍一同は思った。

　もしかしたら、顔が恐くなる毒キノコでも食べたのかもしれんな～この人は。

「その時の味を忘れてなかったから、さっきも驚いたのさ」

　少しだけ懐なつかしい顔をしながら、虎牙は届いた桜汁をかっこんだ。６杯目のお代わりだ。きっとまだまだ続くだろう。二ふた桁けたは軽くいくはずだ。

　そんな虎牙に、思い出したように下忍は言った。

「そう言えば、桃もも色いろ茸だけってのもありましたね」

　ブ───────！！！！

　虎牙の口からいろんなもんが飛び出した。いろんなもんは全すべて目の前にいた下忍の顔にかった。

「虎牙様。汚いです……」

「汚いですじゃない。今なんと言った？　わしの耳が確かならば桃もも色いろ茸だけと聞こえたが」

「はあ、桃色茸って言いましたけど」

「桃色茸が生はえてたのか？　桃色のこれぐらいのキノコだぞ」

「はい、桃色のそれぐらいのキノコでした」

「とったのか？」

「とりましたけど、何かマズかったですか」

「貴様という奴やつは！」

　一発ぶん殴なぐってから、虎牙ベンガルは立ち上がると下げ忍にん集団に向かって叫んだ。

「おい、汁を食べるのをすぐに止やめろ！　いや、男は止めなくてもいい。女子は食うな！　絶対にだ」

　下忍一同、きょとんとする。

「おい、女子は立ち上がれ！」

　覆ふく面めんかぶってた下忍集団の三分の一が立ち上がった。実は三分の一は女の子達だったのだ。（驚きよう愕がくの真実！）

「お前ら、どこかおかしくはないか？」

「え？」

「体の具合はどうだと聞いておるのだ？」

「別に、ど～～ってことないですけど」

　ねえねえって感じに顔を見合わせる。

「おかしいな、すぐにきいてくるはずなのに」

「あの、虎牙様……」

　いろんなもん吹きつけられた上に殴られた気の毒な下忍がおずおずと言った。

「桃色茸でしたら、今日の汁しるの中には入っておりません」

「なんだ、そうなのか」

　虎牙はがっくりと腰を下ろした。

「驚かせおって。それで、桃色茸はどこにあるのだ？」

「それが…………洞どう窟くつを出た付近でわに太た朗ろう様と出会い、ものすごく欲しがっておられたので」

「わに太朗様に差し上げたのか？」

「はい」

「まったく…………」

　やれやれって息を吐はき出す。

「まあ、わに太朗様は男だからたとえ食べても問題はないからいいが」

「おい虎牙。その桃色茸ってのはどんな毒キノコなんだ？　何か、女にしかきかん毒のような口ぶりだが」

　カバネ丸の質問に、虎牙ベンガルは困ったような顔をした。

「毒と言うか何と言うか、まあ別に死んだり痺しびれたりする訳じゃないが……何と言うか……ちと面倒なことになるのだ」

「面倒？」

「何と言うか、面倒なことだ」

　虎牙はもう一度その言葉を繰り返した。

「とにかく、わに太た朗ろう様が帰って来られたらキノコを返してもらいさっさと炭火であぶって醬油をかけて食ってしまった方がよいな。考え方によっては恐ろしく危険な代しろ物ものだぞ。あいつは」
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「お待たせしました～～～。お昼ですよ～～」

　かなでの登場に、思わずマコトは拍手した。

「いや～～待ってたよ。もうお腹なかぺこぺこだったんだ」

　確かに、時間はもう昼時日本列島を大きく超えている。もうすぐ二時になろうとしてた。

「本当にどうしたでござるか。いくらなんでもいんすたんとらーめんを作るのにこれほど時間はかからないでござろうに」

「へへ～～ん、実はインスタントラーメンを作るのは止やめたんですよ」

　満面の笑みを浮かべながら、かなではお盆ぼんをちゃぶ台に置いた。

「今日のお昼はこれです！」

　じゃじゃ～～～ん！！！！

　効果音まで聞こえてきそうな気迫だ。

「なんだ、すいとんでござるか」

　大して珍しくもないような口調で、涼すず葉はが言う。

「ちっちっちっちっちっちっちっち」

　かなでは唇くちびるの前で人差指を振った。うまく舌打ちが出来なくて思いきりひらがなでちっちっちっちって言ってたけど、まあそんなことはどうだっていいだろう。

「これはただのすいとんじゃありません。血ち桜ざくらに伝わる桜さくら汁じるです」

「へ～～、おいしいそうじゃないか」

　マコトは素直に呟つぶやいた。

「でしょでしょ、ちなみにこのお肉はイノシシのお肉なんですよ。コクがあっておいしいんです」

「へ～～、イノシシねえ。……………売ってるの？」

　実に素朴な疑問をマコトは口にした。

「普通のお店じゃ売ってませんけど、お友達の猟りよう遊ゆう会の人のとこに行って分けてもらって来ました。それで遅くなっちゃったんです」

「相変わらず交友範囲が広いでござるな」

　呆あきれ半分、感心半分で涼すず葉はが呟つぶやく。

「さ、食べましょ食べましょ」

　こうして、少し遅めの日曜日の昼食が始まった。

　桜さくら汁じるは本当においしかった。腹ぺこだったマコトはがつがつと食べた。と、その物体に気がついた。

「……かなでさん。これ何？　なんかピンク色なんだけど」

「あ、それはキノコですよ」

　かなではあっさりと答えた。

「一本を三等分したんです。ちゃんと一人一つずつ入ってますから」

「変わったキノコでござるな」

　涼葉も自分の器の中から同じものを引っ張り出す。

「拙せつ者しや、このようなキノコは見たことないでござるよ」

「涼葉が知らないってことは、外国のキノコなのかな？」

　だけど、スーパーなどでも見かけた覚えがない。

「かなでさん。これ何てキノコなの？」

「知りませんよ」

　こともなげにかなでは答えた。

「なんせ、わに太た朗ろう様にもらったんで」

「わに太朗くんにもらった？」

「はい、わに太朗様って実はキノコ嫌いなんですよね。それで自分は食べないからプレゼントしてくれるって。いつものお礼だって」

「ふ～～～ん」

　ちょっとだけいぶかしげにマコトは眉まゆ毛げをつりあげた。

「大丈夫かな？　このキノコ。毒キノコとかじゃないかな」

「大丈夫ですって。わに太朗様がアタシ達に毒キノコなんかくれる訳がないじゃないですか」

「だけど、知らずにくれるとか」

「大丈夫ですって。ほらほらほら」

　かなでが自分の器から摘つまみ上げたキノコを頰ほお張ばった。

「うん、すっごくおいしいです」

「大丈夫なの？」

「はい、大丈夫ですよ」

　かなでが満面の笑みで頷うなずく。

「それじゃ食べてみよっかな」

　キノコを口に運ぶマコトの手を、涼すず葉はが遮さえぎった。

「マコト様、しばしお待ちを」

　どっかから出した爪つま楊よう枝じのようなものを、涼葉はキノコに突き刺した。

　そしてそれを引き抜いて先っぽを確認する。

「ふむ、どうやら大丈夫のようでござるな」

「アタシよりもそんな爪楊枝を信用するんですか」

　ぶすっとするかなでをほっといて、涼葉はキノコを口にした。

　そして頷うなずいた。

「これは美び味みでござる」

「本当に？」

　マコトもキノコを口にした。

　二人の言うとおりかなりおいしかった。

「こりゃうまいこりゃうまい」




　そして………………。




　食後、マコトは部屋でマンガを読んでた。

「それにしても、うまいキノコだったな。あれ」

　思い出してもヨダレが出てくる程にだ。

「今度わに太た朗ろうくんが来たらまた頂ちよう戴だいってお願いしちゃおっかな」

　そんなことを考えながらごろごろしてた時だ。

　コンコンって部屋の扉がノックされた。

「どうぞ～～」

　入って来たのはかなでだった。

　その格好に、マコトは思わず飛び起きた。

「かなでさん！　ど～したのその格好！」

　かなではフリフリの服を着用してた。いつぞやのファミレスの制服だ。

「えへへへへ、実はお店が潰つぶれた時にもらってたんですよ。マコトさんが好きかと思って」

　かなでがマコトのベッドの上にのそのそ這はい上がって来た。

「マ～～コ～～ト～～さん」

　とろんとした目を向けて、そう言った。かなでがとろんとした目をしてるのはいつものことだけど、何だかいつもにもましてとろんとしてた。

　それに、何だか頰ほおが上気してた。気のせいか吐と息いきまで荒いようだ。

「ちょっとちょっと、ど～しちゃったのかなでさん」

「あたし、もう我慢出来ないんです！」

「はい？」

「我慢出来ないです！」

「トイレなら廊下の突き当たりに」

「我慢出来ないんです！」

　かなではマコトに抱だきつくと叫んだ。

「お願い、あたしをムチャクチャにしちゃってください！！！！」

「ぎゃ～～～～～～～！！！！」

　マコトの口から、女のような悲鳴が漏もれた。




「ぎゃ～～～～～～～～！！！！」

　悲鳴を上げながらマコトは階段を転げ落ちた。

「ど～～したでござるかマコト様！」

　涼すず葉はが驚いたような顔をしてマコトのことを見下ろしていた。

「その、何て言うか、かなでさんがいきなり、乱心って言うか」

「あ～～～ん、マコトさん。置いてかないでください～～～」

　二階から響いてくる声に、マコトはおおいに青ざめた。

「ひ～～～」

「マコト様、こちらに」

　涼葉がマコトの手を引っ張った。

「さあ、早く！」

　そのまま風呂場の脱衣場に身を潜ひそめる。

「マコトさ～～～ん！！！！」

　しばしかなでの声が響いていたけれど、やがて聞こえなくなる。マコトを捜さがして外に飛び出して行ったようだ。

　やれやれってマコトは大きく息を吐はき出した。

「助かったよ。ありがと涼葉。それにしてもかなでさんど～～しちゃったんだろ？」

　かなでのことだからよくある冗じよう談だんかなって思った。だけど冗談にしちゃやりすぎてた。

　もしあそこでマコトが振り解ほどいてなかったら、今頃きっと………。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　一人で青ざめてから、マコトは肩越しに振り向いた。

「何か心当たりな…………」

　そこでマコトは言葉を止めた。

　涼すず葉はの様子に、ものすごく見覚えがあったからだ。

　トロンとした瞳。上気した頰ほお。そして、荒い吐と息いき。

「マコト様、拙せつ者しや、拙者必死に戦ったでござるよ。このようなこのような破は廉れん恥ちな衝しよう動どうを抑えようと。だけどもう限界でござる」

「あの～～、一体何を……」

「マコト様！！！！！！」

　涼葉の忍にん者じや刀とうが唸うなりを上げた。次の瞬間、マコトの服の前ボタンが全すべて切り離された。

「拙者と一つになって欲しいでござる！」

「きゃ～～～～～～!!」

　またマコトは悲鳴を上げると、風呂場から飛び出した。

「待つでござる！　拙者からは逃げられないでござるよ！」

　マコトを追いかけようと飛び出した涼葉の前に、かなでが現れた。

「涼葉さん！　何してるんですか！　マコトさんはあたしのものなんですよ！」

「何を言ってるでござるか？　マコト様は拙者のものでござる！」

「アタシがいろんなことするんです！」

「それは拙者の台詞せりふでござる」

　何がなんだか分からないけれど、なんだかとんでもないことになったことは確かだった。
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　とにかくここは逃げた方がよさそうだ。

　こそこそとマコトは逃げ出した。

「あ、マコト様がいない！」

「マコトさん!!　どこですか？」

　二人の声を背中に、マコトは家を飛び出した。

「お～～い、マコト。遊びに来てやったぞ～～。ん、なんだその格好は。乾かん布ぷ摩ま擦さつでも始めたのか？」

　タイミングよく、花はな滝たきが車でやって来たとこだった。

「ナイスタイミング！　センパイ！」

　マコトは花滝のオンボロカーに乗り込んだ。

「行ってください！」

「あ？」

「とにかく行って！」

「なんだかよく分からんが………分かったぞ」

　花滝がアクセルを踏むのと同時だった。家から涼すず葉はとかなでが飛び出して来た。

「あ、マコトさん！」

「マコト様！！！！」

「待ってください！」

「待つでござるよ！」
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「何がなんだかよく分からんが、二人が普通じゃないってのだけは分かったぞ」

　しみじみと、花滝は呟つぶやいた。

「なんてったって俺おれの車をこんなにしちまいやがったんだからな」

　窓ガラスが割れてた。屋根が吹っ飛んでた。車体が傾いてた。

　ただでさえポンコツだったのに、もうこれじゃスクラップ場行きまであと五分って感じだった。

「なんとかまいたかな？」

「それはどうかな？」

　無情にも花滝が言った。

「なんてったってあの二人だからな。俺は逃げ切る自信はないぞ。それにこうやって踏切で止まってたりする間にも………」

「み～～つけた。マコトさん」

　今一番聞きたくない声がした。

　錆さびたロボットのような仕し種ぐさで振り返ると、今一番会いたくない人がいた。

「見つけたでござるよ」

　運命の神様は意地悪だった。今一番会いたくない人２が同じように現れる。

「さ、マコトさん。追いかけっこの時間は終わりですよ」

「マコト様。拙せつ者しやに全すべてを任せて欲しいでござる」

「ふ～～む、こりゃあ絶対絶命のピンチって奴やつだな」

　花はな滝たきがアゴをしゃくりながら呟つぶやいた。

「なあ、マコト」

「な、なに？」

「おりろ」

　花滝がマコトを突き落とした。

「悪いな、これ以上車をスクラップにされたらかなわないんでな。ま、この機会に大人おとなになっとけよ。じゃ～～な」

　無責任に言い放って、花滝はポンコツカーで開いた踏切を突っきって行った。

「そのワイシャツは大人の階段を上るお前さんに選別としてくれてやるよ！」

　そんな声が聞こえてきた。

「そんな～～～～～！！！！」

　悲痛の叫び声を上げたけれど、もう声は届かない。

　論理的に話し合おうと決め込み、二人に顔を向けるけど、話しが出来そうな顔じゃなかった。

「とにかく……………さよなら！」

　マコトは走り出した。

「マコト様！」

「マコトさん！」

　追いかける二人に何ど処こから何かが投げつけられた。辺りが白い煙に包まれる。

「何が起こったんだ？」

　ちらっと振り返りもくもくとした煙を見るマコトの右脇わきに、しゅばって現れる影があった。

「やっほ～～、マコト兄ちゃん。元気？」

「わに太た朗ろうくん」

「ところでさ、ボクがあげたキノコ。やっぱり食べちゃった？」

「三人でおいしくいただいちゃったけど」

「そっか、やっぱり食べちゃったんだ」

　遅かったかってわに太朗は息を吐はき出した。

「実はさ、家に戻って聞いたんだけど、あのキノコって女の人は食べちゃいけないキノコなんだって」

「ええ？」

「食べると困ったことになっちゃうんだってさ。どう困るのって聞いてもボクにはまだ早すぎるからって教えてくれなかったんだけど。マコト兄ちゃん教えてよ」

「それは……………わに太た朗ろうくんにはまだちょっと早いよ」

　こんな状況ながら、真ま顔がおでマコトは呟つぶやいた。

「それでね、困ったことになっちゃった女の人をもとに戻す方法は二つあるんだって」

「それは何！　教えてよ！　出来れば可か及きゆう的すみやかに！」

　切せつ羽ぱ詰まった声でマコトは尋ねた。実際に切羽詰まっちゃってるんだから仕方がないのだ。

「一つは、困ったことになっちゃった女の人の気が済むまでいろいろやらせちゃうんだって」

「なに～～～～～！！！！」

「いろいろって何って聞いてもボクにはまだ早すぎるって教えてくれなかったんだけど。マコト兄ちゃん教えてよ」

「それは……………わに太朗くんにはまだちょっと早いよ」

　やっぱり真顔でマコトは呟いた。

「それでもう一つの方法ってのは？」

「うん、それはこれなんだ」

　わに太朗は懐ふところから真まっ青さおな色のキノコを引っ張り出した。

「この青あお鮫ざめ茸だけっていうキノコを食べさせればもとに戻るんだってさ。はいど～～ぞ」

「ど～～ぞって渡されても……」

「それじゃ、ボクこれで行くから」

「ちょっと待ってくれよ。もうちょっと協力してくれたって」

「う～～ん、ボクもそう思ったんだけど、虎牙ベンガル達がダメだって言うんだ。ボクがね、お友達がキノコ食べちゃったかもしんないって言ったらね。この青鮫茸渡したらさっさと戻って来なさいって。そうしないといけない光景を見ちゃうかもしれないって。いけない光景ってどんな光景って聞いてもボクにはまだ早すぎるって教えてくれなかったんだけど。マコト兄ちゃん教えてくれる？　教えてくれたら残ってあげてもいいよ」

「それは……………」

　究極の選択だった。

　マコトの答えは、こっちだった。

「それは…………わに太朗くんにはまだちょっと早いことなんだ」

「やっぱそうなんだ。だったらしょうがないよね。ばいば～～い」

　にこやか～～～に手を振って、わに太朗は行ってしまった。

「あ～～～、こんな状況なのに純粋な子供の心を守ろうとしてる自分が偉えらいと思う。憎いぞ憎いぞひゅーひゅー」

　泣きながらマコトは自じ画が自じ賛さんした。そうでもしなきゃやってられなかった。

　手の中のキノコを見た。太くて立派なキノコだ。これを食べさせれば二人はもとに戻るとのことだ。だけどあんなエキサイトしてる二人がキノコを食べてくれるなんて思えなかった。

「あ、言い忘れてた。カバネ丸が教えてくれたキノコを食べさせるいい方法」

　しゅばって現れたわに太た朗ろうがマコトに言った。

「パンツの中に入れとけばいいってさ。どうしてって聞いたら教えてくれそうになったんだけど虎牙ベンガルが飛んで来てカバネ丸のことぼっこぼこに殴なぐってたよ。ボクにはやっぱり早すぎるんだろ～～な。マコト兄ちゃん教えてくれる？」

　マコトは何も言えなかった。もう息もたえだえでそれどころじゃなかったのだ。

「やっぱダメだよね。早すぎるから。それじゃ今度こそ本当にばいば～～い」

　今度こそ本当にわに太朗は行ってしまった。

　その直後だった。

「マコト様ぁぁぁぁ!!」

「マコトさ～～～ん！！！！」

　二人の声が背後から聞こえて来た。

　次の瞬間、頭上から網が振りそそいだ。

　意識がしばし飛んで、何がどうなったか分からなかったけれど、気がついたら茂みに連れて来られてた。

　涼すず葉はとかなでが、マコトのこと見下ろしてた。

「マコトさん。覚かく悟ごしちゃってくださいね」

　胸んとこのリボンを解きながらかなでが言った。

「マコト様。拙せつ者しや、もう後戻りは出来ないでござる」

　髪の毛を縛しばってるヒモを解き、涼葉が言う。

「覚悟！」

　一瞬本気でキノコをパンツに入れようと思ったけど、マコトの中の何かがそれを思いとどめた。

「え～～い！」

　マコトはがじがじとキノコをかじると、その場にあぐらをかいた。

「好きにしろ！」

　そして、好きにされた。




　　　　　６




「いたたたたたたたた」

　春日かすが宅にて、涼葉は頭を抱かかえていた。

「ど～～して拙せつ者しやこんなにも頭が痛いのでござるか？」

「涼すず葉はさんもですか？」

　のそ～～って部屋に入って来たかなでがのべ～～って横になった。

「あたしもなんですよ。なんかここんとこがぼ～～っとしちゃって」

「ど～～もおかしいでござる。昼を食べた後の記憶がど～～もはっきりしないでござるし」

「あらあら、本当に奇き遇ぐうですね。あたしもそ～～なんですよ。気がついたらフリフリ服着て町をうろうろしてました。マコトさんのためにもらった服なのに。ああ、なんでもないですなんでも」

　かなでが慌あわてて顔の前で手を振った。

「拙せつ者しやも同じでござる。忍しのび装しよう束ぞくのまま町外れを歩いてたでござる」

　心の底から訳が分からないって風に涼葉は息を吐はき出した。

「一体どうしてあんなとこにいたのでござろうか？」

「う～～ん」

　謎なぞは深まるばかりだった。

　ついでに、謎はもう一つあった。

「マコトさんどこ行っちゃったんですかね？」

　かなでがそんな謎を口にした直後だった。玄関の扉ががちゃって開く音がした。

「マコト様でござるか？」

　立ち上がり玄関へと向かった涼葉が息を吞のんだ。

「マコト様！　そのお姿は！」

「え、どうかしたんですか？」

　おっつけ駆かけつけて来たかなでも息を吞んだ。

「マコトさん！　ど～～しちゃったんですか？」

　服はボロボロ！　体中すり傷や打ち身だらけだ。だけどそれよりも多いのはキスマークの嵐だ。

「血ち桜ざくらの仕し業わざでござるか？」

「マコトさんにこんなことするなんて許せません！」

　意気込む二人を、マコトは無言で睨にらみ付けた。

　そして、叫んだ。

「けだもの～～～～！！！！」

　マコトは自室へ駆け上がって行った。

「一体どうしたでござるか？」

「さあ、なんなんでしょうね」

　謎はやっぱり深まるばかりだった。




　一方その頃、血ち桜ざくらのアジトでは……。




　血桜のアジトの廃工場。夕日に照らされるその屋根の上に、カバネ丸は座り込んでいた。

「なんだ、こんなとこにいたのかカバネ丸」

　どすどすやって来た虎牙ベンガルが、カバネ丸の隣にどっかと腰を下ろす。

「で、どうだった？」

「なにがだ？」

「なにがって、わに太た朗ろう様の後をつけたんだろ？　どうだった？　やっぱ大変なことになってたか？」

「ああ、かなり大変なことになってたぞ」

　カバネ丸は心の底からそう呟つぶやいた。

「それに、思ってもみない顔ぶれで驚いたぞ」

「知り合いだったのか？」

「いや、まあちょっと見覚えのある奴やつらだったがな」

　カバネ丸は肩をすくめた。

「それで、青あお鮫ざめ茸だけはうまく食わせられたようだったのか？」

「それがよ。かす……じゃなくって、男の奴やつがいきなり青鮫茸を自分の口に押し込みやがってな。食っちまいやがったんだ。焼けくそって奴だな」

「気の毒に、桃もも色いろ茸だけを食べた二人が相手となればもはや無事ではいられまい。スルメのようになってしまったろう」

「いや、それがそ～でもなかったんだ。結果的には二人を青鮫茸の薬効で大人おとなしくさせられたんだからな」

「一体どうやって………はは、なるほどなあ。そういうことか」

　虎牙はフンって鼻を鳴らした。

「とまあそんな訳で、さほどすんごいもんは見られなかったから俺おれとしちゃ残念ではあったが」

「バカなことを言うな。大事にならずによかったではないか。いや、内心心配しておったのだ。やはりここはわし自ら出向き騒動を収めるべきかと」

「行かなくて正解だったと思うぞ」

　カバネ丸はつけくわえた。

「お前が黙ってるはずがないし」

「？」

「なんでもないさ。とにかくそういうことさ」

　なにがそ～ゆ～ことなのかイマイチ釈しやく然ぜんとしないけれど、まあ騒動は収まったってことで虎牙は頷うなずきながらその場を後にした。

「それにしてもびっくりしたな～～。わに太た朗ろう様が言ってた知り合いってのが春日かすがマコトのことだったとはな。あの様子じゃかなり仲はいいだろうな。まったく、敵だってのに」

　そこでカバネ丸は少しだけ目を細めた。

「そういや修しゆ羅ら菊ぎく。お前もそうだったな」

　血ち桜ざくら修羅菊。わに太朗の姉であり、血桜忍にん群ぐん前ぜん頭とう目もくだった娘むすめの名。

　父親の性質を色こく受け継つぎ、魔ま性しようなまでの残忍さで人々を震え上がらせていた女忍にん者じや。

「誠せい之の進しんと、あの世で結ばれてるのかも。それも幸せなことなのかもな」

　なんとなくたそがれてるカバネ丸のもとへちょこちょこやって来る影があった。

　わに太朗だ。

「ねーねーカバネ丸。こんなとこでぼ～～と何考えてるの？」

　カバネ丸はわに太朗を見るとちょっとだけ微笑ほほえみ、その手をわに太朗の頭に乗っけた。

　そして、優しい瞳で言った。

「わに太朗様にはちょっとだけ早いことさ」





第二十一話　おわり　　
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　　　にん吉にん美のおまけコ～ナ～




声『にん吉きち』

声『にん美みの』

二人の声『おまけこ～な～』




　煙とともに二人が現れる

[image: ]

にん吉『どーも、こんにちは。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの血桜にん吉です』

にん美『同じく、血桜忍群下忍の血桜にん美です』

にん吉『今日はこんなにもお客さんが来てくれてとても嬉うれしいです』

にん美『本当たくさんの人達だよね。わたし緊張しちゃう』

にん吉『本当本当。そんなに見つめられるとさすがに慣れてる僕らでも』

にん美『あら、なんかみんなわたし達のこと見てないようだわ』

にん吉『え？』

にん美『なんか、わたし達の後ろの方を見てるよ～～な』

にん吉『ぼくらの後ろっていうと…………』

黒くろ子こみたいな謎なぞの男『……………………』

にん吉とにん美『きゃ～～～～～～～～～～～～』




　関係者錯さく乱らんにつき強制終了。










　　　あとがき




　冬に、学生時代の友達と富士急ハイランドに行きました。

　そこで、スケートをすることになったのですが……………。

　僕の滑すべってる姿に、友人一同驚いてました。

『なんでそんなにうまいんだ！！！』

　長なが野の県民のくせにスキーの出来ない僕ですが、実はスケートは得意なのです。小学校時代、毎日体育の授業があって滑ってました。他ほかの授業を削けずってまで滑ってました。

　しばらくやってなくても体が覚えてるもので、すいすい滑れてしまいました。

　みんなにすごいすごいって言われて、ひじょ～～にいい気分でした。

　そう言えば会社の友達と江え戸ど東とう京きよう建物園に遊びに行った時、竹たけ馬うまのコーナーがあってそこでぱかぱか乗ってたらやっぱりびっくりされたっけ。

　竹馬は保育園の時に死ぬ程乗ってたから全然平気。身長と同じくらいのに乗ってたこともあるくらいだし。竹馬に乗ったまま家に帰るなんて無む謀ぼうなこともやってたし。竹馬で川を渡るなんてこともして遊んだなあ。

　小さい頃何かやっとくと将来いい思いが出来るんだってことをしみじみと感じました。

　もし僕が父親になったら、子供が将来いい思いが出来るように何かを会得させておこうと思います。

　　出来れば、他のみんながあんまりやってないことの方がいいんだろうな。

　　例えば、ランバダとか。

　　クツ飛ばしとか。

　　枝豆鼻飛ばしとか。

　　だけど、それを披ひ露ろうする場所があるかがすこぶる疑問。

　　皿回しくらいにしといた方が無難なのかも。




　　　　　　　　　　それでは、最終巻でお会いしませう。





阿あ智ち太た郎ろう






　追伸

　会社の近くの天てん丼どん屋で、メニューにどんこの天ぷらってのを見つけた。川魚にどんこってのがいて、てっきりそのことだと思って注文したら大嫌いなシイタケ君だった。ものすごく損した気分だったけど、いっか、小説に使えたし（プラス思考中）。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、今は東京都の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神天国』（電撃コミックＥＸ）などがある。
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いつもどこでも忍２にんにんニンジャ⑤




ピンクなキノコの大だい事じ件けん








阿あ智ち太た郎ろう
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